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  人物紹介

  鈴木結々子（すずきゆゆこ）

  弥勒学園女子高等部の二年生。アーマード・スーツで地下格闘興行に参加中。

  田中三郎（たなかさぶろう）

  結々子と同居している、従兄弟の国語教師。

  如月杏（きさらぎあん）

  結々子の同級生。学年トップの才女で副生徒会長。

  神宮司セイラ（じんぐうじせいら）

  結々子の同級生。帰国子女のハーフ。

  神矢崎蘭子（かみやざきらんこ）

  女子高等部三年生。名門のお嬢様で生徒会長もつとめる。

  神楽光次郎（かぐらこうじろう）

  弥勒学園男子高等部の二年生で生徒会長。
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   プロローグ　「遅刻のハイウェイ」

  

  １　チャリンコに乗って

  

  　ピピピピピッ……。

  　花柄の掛け布ぶ団とんからニュッと伸びた白い手が、目覚まし時計の上に置かれる。

  　小こ綺ぎ麗れいな室内に響ひびき渡ったアラーム音は、目的を果たす前に止められた。

  　壁かべ際ぎわにピタリとくっついているローベッドの上。花柄布団はこんもりとした盛り上がりをキープしたまま、動く気配がなかった。

  　ノックの音と一いつ緒しよにドアの向こうから柔らかい声がする。

  「結ゆ々ゆ子こ君、起きてるかい？　こういうことはなるべくしたくないんだけど、さすがにもうそろそろ起きてないと……時間的にマズイよね」

  　遠えん慮りよがちに呼びかける声。

  「あっ！」

  　布団が突然、跳はね上げられ鈴すず木き結々子はベッドから跳とび起きた。

  　勢いあまって自分で自分のパジャマのすそを踏ふんづけて、ドアにおでこを打ちつける。

  「ぐ……」

  　おでこより気持ちがへこみそうになったが、おかげで目は覚めた。

  　淹いれ立ての珈琲コーヒーの良い香りが、結々子の部屋まで漂ってきている。

  　ドアを開けると、キッチンのテーブルの上にはすでに、三角形に切りそろえたサンドウィッチまで用意してあった。

  　結々子は、イスに座って新聞を読んでいる田た中なか三さぶ郎ろうに謝った。

  「ご、ご、ごめんなさい。今日はわたしが作る当番でした！」

  　二人で一緒に暮らし始めてかなり経たつのだが、朝寝坊な鈴木結々子は朝食当番を果たさない……というか、果たせないことが結構多かった。

  「いいって。いいって。徹てつ夜やついでに作っただけだから。今日、僕は学校ないから、結々子君を送り出したら寝ちゃうけど、ちょっと急いだ方がいいかもよ」

  「ああっ、まずい！」

  　せっかくの三郎の善意が、このままでは台無しになってしまう。

  　結々子はパジャマを脱ぎ捨てながらバスルームに駆け込んだ。

  　熱いシャワーであっという間に身体からだが目覚めていく。

  　さすが十七歳の柔肌は、お湯をバシバシと弾はじいた。結々子は自分で、お腹なかの肉をつまんでみたが厚みは一センチ。女子の皮下脂肪として充分に許容範囲内だろう。

  　バストは大きいとは言いがたいが、足の長さはちょっと自信があった。

  　もう一つのセールスポイントの赤みがかったセミロングのストレートは、今日も指通りなめらか。元から地毛はかなり赤っぽいのでちょっと明るめに染め直している。

  　ドライヤーもそこそこ、制服に着替え完了。

  　玄関先まで見送ってくれた三さぶ郎ろうの目は、もう眠そうでショボショボだった。

  「女子高生の化粧は、あんまり感心しないな」

  　以前に三郎が、ボソッと言ったことがあった。特別に意識したわけではないが、結ゆ々ゆ子こは最低限のナチュラルメイクしかしていない。

  　田た中なか三郎と鈴すず木き結々子。

  　ルームシェアリング中の同居人。

  　実際に先生と生徒で、実は従兄弟いとこ同士である。

  　同居に至った事情はやや込み入っているのだが……。

  　ご近所の手前、学校以外の外では「お兄ちゃん」と呼ぶことになっているが、化粧反対という立場はやはり本職の「先生」らしい。

  「結々子……君。間に合う？」

  「は……っ！」

  　三郎のクールな指摘で結々子は慌あわてて、わが家（２ＬＤＫのマンション・５Ｆ）を飛び出した。

  「ひってひまーす」

  　サンドウィッチにかじりつきながら階段をかけ降り、地下の駐輪場にある愛車にまたがると一気にダッシュ！

  　……と行きたいところだが根本的に体力が少ない結々子は、もう息が上がり気味だった。

  （誰だれも信じてくれないけど、わたし本来は運動神経はいいのよ！）

  　極きよく端たんに体力がないだけで……。

  　それでも一いつ所しよ懸けん命めいにペダルをこぐと、向かい風が髪を思いっきり後ろに吹き流して、あっという間に乾かしてくれた。

  　ナマ足に突きささる風が心地良い。

  　制服のスカートがバタバタと、まくれ上がっているがそれは気にしていない。見られたとしてもアンダースコートだ。

  　チラッと腕時計を見ると八時十五分。

  （高速に乗れば間に合う……かも？）

  　結々子は迷わずハイウェイのサイクリングレーンに乗り上げた。

  　合流レーンの坂道を思いっきり立ちこぎで登り切ると、後はハイウェイである。

  　自動車用は四車線、その両側にチャリンコ専用は三車線ずつあり、歩行者や信号待ちなどないので、思いっきり飛ばせるのだ。

  　鈴木結々子が通う弥み勒ろく学園まではかなり遠い。毎朝毎朝、結構な距きよ離りだが、体力をつけるには持ってこいである。がんばればまだ始業のチャイムに間に合うだろう。

  　結ゆ々ゆ子こはペダルを強く強く踏ふみ込んだ。

  

  ２　ピンクのリムジン

  

  　ハイウェイ全体は幅が広いが、現在ではほぼ自転車専用道路といってよい。

  　両側六車線はシャーシャーと銀輪の音が重なって響ひびいていた。中央に四車線も自動車レーンが設けてあるのは昔せき日じつの名残なごりだ。

  　淡いピンクのリムジンは、滑すべるようにハイウェイを走行していた。電気自動車なのでほとんど無音なのだが、周囲に存在を知らせるためにモーター音をわざと外に響かせている。

  「右を見ても左を見ても自転車、自転車、自転車……」

  　後部座席に身を沈めた老人は、これ見よがしに嘆いた。

  　横の座席の少女は答える代わりに、首をめぐらし窓の外を見た。

  「健康ブームにエコブーム。地球にお優しくて大いに結構、結構……」

  　毒づく老人は白髪を後方に撫なでつけオールバックにまとめている。キレイに切りそろえた白いカイゼル髭ひげの下から覗のぞく歯には、極ごく小しようのダイヤが埋うめ込んであり、口を開くたび不自然にキラリと光った。

  　高速を走る自動車の数は多くない。これから増えることもないであろう。

  「全く、いつになったら地球は復旧するのか。近ちか頃ごろの学者は馬ば鹿かばかりだ。厄やく災さい後ご生まれのヤツは、この状況が当たり前だと思っておる。使いものにならん」

  　少女は眉まゆひとつ動かさず、大好きなストロベリーシェークをすすった。

  （私も、厄災後生まれなんですけど……）

  　懐かい古こ的てきな旧世代の愚ぐ痴ちは、新世代への批判が滲にじむ。だが多くの老人たちはそのことに無自覚だ。いつの世にも「近頃の若いもんは……」は常じよう套とう句くではあるが、この時代は新旧世代を分断する明確な区切りがあった。

  「ハァ……。昔はこんなんじゃなかった。世界には連帯感と跳ちよう躍やくの進歩があった。誰だれもが文明の恩恵を、当たり前のように享きよう受じゆしておった。それはそれは素晴らしい世界だったんじゃよ」

  「そのようですわね。グランパ」

  　少女は老人の長くなりそうな愚痴を遮さえぎった。思いがけない孫娘の受け答えに老人は、慌あわてて答えた。

  「まぁ……少なくとも便利な世の中だったわい。ワシは蘭らん子こたちが不ふ憫びんでな。世界がつながっていた頃は、もっと……」

  　神かみ矢や崎ざき蘭子は軽く息を止め、祖父に気づかれないように、ため息をついた。

  （……ったく。不ふ憫びんもクソも私は今の世の中しか知らないっつーの！）

  　愚ぐ痴ちを止やめるどころか、老人は孫娘が興味を持ったと勘かん違ちがいし、長い愚痴は、長い長い愚痴となりそうであった。

  「昔はな……」

  （ハイハイ。『電でん離り層そう大だい厄やく災さい』ね……）

  

  　電離層広範囲障しよう害がい現象。

  　通称『電離層大厄災』と呼ばれるカタストロフが起こってから、すでに半世紀以上経たつ。

  　約五十年前のある日。太平洋のどこか、大気圏の上層で謎なぞのプラズマ爆発が起こった。それにより強きよう烈れつな電磁パルスが発生し、瞬またたく間に成層圏を伝でん播ぱしたのだ。

  　原因はいくつか有力な説が取りざたされている。

  　某ぼう大国が開発した新型サイバー兵器の実験が、威力も範囲も予想をはるかに上回ってしまったというもの。超常的な磁気を帯びた隕いん石せきが大気圏で爆発したというもの。その他は人類の本格的な宇宙進出を阻はばもうとした異星人の攻こう撃げきなどなど。

  　もっともらしいものからオカルトまで諸しよ説せつ入り乱れているが、原因の確定までには至っていない。現在でも引き続き、原因究明が行われているが真相は未いまだに不明である。

  　なぜそうなったかは謎のままだが、どうなったのかは誰だれもが知っている。

  　全地球規模で深刻な通信障害（正確には通信の遮しや断だん・断絶）が起こったのだ。

  　しかしそれはカタストロフの序章だった。

  　障害を起こしたのは通信だけではない。コンピューターを含む精密器機（ＩＣチップを積んだほとんどの機械）が異常をきたし、誤作動、もしくは停止状態に陥おちいったのだ。

  　凄すさまじい火力で都市が焼き払われたわけではない。だが大気圏上層部で起こった電離層大厄災は、どんな大量破は壊かい兵器をも上回る恐ろしい被害をもたらした。

  　爆発時刻に飛んでいた旅客機は、突然コントロールを失い、バタバタと墜つい落らくした。

  　陸も無事ではない。特急列車が暴走しＡＴＳ（自動列車停止装置）も作動しない。限界速度を超えた車両は次々と脱線した。

  　海は比較的安全だったが、航行の制御をコンピューター任せにしていた巨大タンカーや豪華客船は、広い海の迷子となった。大国の空母は、飛べない戦闘機の海上パーキングと化し、洋上を漂った。

  　大だい惨さん事じを世界中に伝えるはずのメディアは通信手段を失い沈ちん黙もくしたまま。もっと差し迫った問題は、救急・消防とも緊きん急きゆうの要請が全く届かないことだった。

  　運良く収容されたケガ人も、それが幸運だったとは言いきれない。精密器機が使えなくなったのは病院も同じだったからだ。

  　突然、電源が落ちて、何人の患者がなすすべもなく手術台の上で亡なくなったのか……。

  　世界中が同時多発で大混乱に陥おちいったが、隣りん国ごくで何が起こっているのか、どの国もわからなかった。それどころか隣となり町まちの様子さえ把は握あくできなかったのである。

  「それでも混乱自体は、割りとじきに収まったのさ。通信ができなくなっただけで、文明が滅ほろびたワケじゃない。文明国らしく復興は迅じん速そくに始まったんじゃ」

  　老人はいくらか誇らしげだった。

  　約半世紀前の大災害。被災者の多くはまだ存命中で、語かたり部べにはことかかない。

  　だが少女にとっては、自分がまだ生まれてもいない時代の出来事で、まるで昔話のようだ。

  「だが厄やく災さいの真の恐ろしさは、復興の最中に徐々に明らかになったんじゃ。我々の世界は真綿で首をしめつけられるように、今もなお、むしばまれておる……」

  　ここで深くため息をつくのも、いつもの流れである。繰くり返し聞かされている少女も、同じタイミングで嘆息した。

  『電でん離り層そう大厄災』は、世界のカタチをおそらく永遠に変えてしまったのだろう。

  　結論から言うと世界は、まだ「復旧」していない。

  　電子器機を使った通信は未いまだに回復しておらず、精密機械の多くは作動しない。

  「デジタルからアナログ。ネットから手て旗ばた信号。原始時代に逆戻りじゃよ」

  　科学の進歩は不可逆のハズだが、それでも使わない技術は廃すたれる。コンピューターを駆く使ししたテクノロジーは、緩ゆるやかに衰すい退たいを迎えていた。

  　科学技術万能の時代を知っている世代には、饑き餓がにも似た焦しよう燥そうを感じるのだ。

  「自動車」は失われつつある旧世界の象徴だ。

  　燃料は主に蓄電池だが、ＩＣの制御系は使えない。クルマを走らせるには、わざわざ駆動系を「旧型」に差し替えなければならず、「電気仕掛けのマニュアル車」の様相を呈していた。

  　進歩なのか後退なのか、さっぱりわからないが、クルマに乗るというのは、テクノロジーの衰退に抗あらがうという主張があった。

  　所有には維持管理を含めて費用がかなりかさむ。自動車は富裕層のステータスシンボルでもあったが、乗りたがるのは圧倒的に旧世代の人間が多かった。

  　このピンク色のリムジンは蘭らん子こ専用といっても過言ではないが、実際は祖父の所有物である。気まぐれに「送ってやるわい」と言い出され、同乗を余儀なくされたのだ。

  （あら？）

  　フカフカの後部座席ソファーに身を沈めていた神かみ矢や崎ざき蘭子は、思わず前に乗り出した。

  　キャラメル色の縦巻きロールが左右に揺れた。華きや奢しやな身体からだを、鮮やかなえんじ色のブレザーが包んでいる。

  　シェークを持つ指の爪つめはキレイなピンク色に塗ぬられ、ストローをすする唇くちびるも艶つやめくピンク色だった。

  　祖父の昔話にいい加減ウンザリしていた頃合で、小作りな顔に不釣り合いなほど大きな目が、はち切れんばかりの好奇心で輝かがやいていた。

  （前の方に走っている自転車。アレってウチの制服じゃないかしら？）

  　エンジ色のブレザーにギンガムチェックのミニ。膝ひざ上まである紺こん色いろの靴下。

  　自転車の少女は弥み勒ろく学園の生徒に間違いない。

  　神かみ矢や崎ざき蘭らん子こ自身も弥勒学園の三年生で生徒会長を務めていた。

  　リムジンのウインドウはフィルム加工がしてあるので、外側から中は見えない。

  　蘭子は心置きなく相手……自転車少女……を観察できた。

  　すっきりした感じの太ももが、スカートをまくり上げてバタバタしていた。ナマ足が陽ひ射ざしを受けて白くまぶしく輝かがやいている。コントラストが美しい紺色の膝下はさらにスラリと長い。

  （カモシカのような足ってヤツか。でもなんか妙にヨタヨタしてるわね）

  　高速自転車道に乗っかるようなサイクラーはみんな剛脚のスピード自じ慢まんだ。

  　だが弥勒学園の自転車少女は、他の俊足サイクラーに比べると……遅い。こぐ姿勢は悪くないのにスピードだけ遅い。

  （なんで？　鈍どんくさいの？　ハイウェイに乗ってるのに……）

  　蘭子は同じ高校のチャリンコ・ガールに好奇心以上の興味を持って、しげしげと観察した。

  （しっかし、足、長いわね～）

  　サイクリングメットからたなびく赤い髪が、蘭子の心に引っかかった。
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  （この長い足に赤毛……。はて？　どっかで……。まさか！）

  　被かぶっているヘルメットがバイザー付きなので誰だれだかわからないが、下半分しか見えない顔が、かえって蘭らん子こに確信を持たせた。

  （スレンダー・ジェーンドゥ？）

  　白く尖とがったあご、化粧気はないが健康的な赤い唇くちびる。間違いない……。

  　蘭子が見慣れているのは、鼻筋を覆おおって口しか見えないデザインの兜かぶとの下、キュッと一文字に結んだ唇と、両りよう頬ほほを流れる赤い髪だが、横で自転車をこいでいる少女はそれと同じ造形をしていた。

  （なんてこと！　私のお抱かかえ選手を何人も倒しているスレンダー・ジェーンドゥが、まさか同じ高校の生徒だったなんて……）

  　スカートの中のヒップは、あくまでも小さく、引き締しまっているに違いない。長い足のストロークを支えているウエストは、細くくびれている。上半身はシャーシに貼はりつくように猫背になっているが、自転車から降りるとスラリと背が高いのだろう。

  　その細身から凄すさまじいコンボの数々を繰くり出す……。

  （スレンダー・ジェーンドゥ……）

  　蘭子は思わず指に力が入った。手にしているシェークの容器がパコッと乾いた音を立てた。

  　外を歩けば異性は振り返り、同性はため息をつく。誰だれもが憧あこがれる生徒会長・神かみ矢や崎ざき蘭子だったが、唯一のコンプレックスは背が低いことだった。

  　人目を引くハデなルックスに背の低さが、かえって妖精じみた印象を与えているのだが、何をコンプレックスに感じるかは本人の問題である。

  （トータルでは私の方が絶対カワイイ）

  　ピンクのリムジンが、快走する自転車を追い抜きざま、蘭子はそっとコンソールのスイッチを押してウインドウを開けた。そこから、まだ半分ほど飲み残しているシェークの容器を捨てた。

  （死ねい！　スレンダー・ジェーンドゥ！）

  　隣となりの祖父は目をつむって古き良き時代について滔とう々とうと語っており、孫娘の悪さには全く気がついていなかった。

  　ミラー越しに気づいた運転手兼執事の黒くろ崎さきは、黙だまってアクセルを踏ふんだ。

  

  ３　学園天国

  

  　趣しゆ味みの悪いピンク色のリムジンが、ちょっと並走気味に横につけてきたので鈴すず木き結ゆ々ゆ子こは驚おどろいた。一いつ瞬しゆん「幅寄せか」とも思ったが、そうではない。

  　しかし安心したのもつかの間、リムジンは追い抜きざまに窓からなにかを投げ捨てたのだ！

  　結ゆ々ゆ子こはとっさに避さけたつもりだったが、リムジンから投とう棄きされた小さな円筒はクルクル回転しながらピンクの液体をまき散らしていた……。

  （シェーク？）

  　わかったところで後の祭りであった。

  　制服のブレザーやスカートへの直ちよく撃げきは避けられたが、ナマ足の太ももに冷たい液体がかかってしまった。

  「くっ！」

  　指先でシェークをはらったが、スカートのすそに少し付いている……。

  　エスケープゾーンが見えたので急ブレーキで緊きん急きゆう停車した。

  　止まりたくはないが、ここで拭ふき取っておかないとシミになってしまう。

  　デイパックから取り出したウエットティッシュでスカートの応急手当をした。

  　その間に横を何台もの自転車がビュンビュンすっ飛ばして行く……。

  （このタイムロス、イタいかも……）

  　すぐに車線に戻って一生懸けん命めいペダルをこいだのだが、結果、惜しいとこで間に合わなかった。

  　校門に立つ風紀兼体育教師の大おお崎さきが、結々子の姿を見つけたとたん、門もん扉ぴを閉めるスピードを速めたのだ。

  「鈴すず木き結々子。ギリギリアウト！」

  　太い腕で、閉めた門扉をさすりながら、角刈りマッチョの先生がニカッと笑った。

  　必要以上に日焼けした顔に白い歯がムカつく……。

  　屈くつ辱じよくの遅刻者カードに名前を記入すると、やっと校門が開いた。

  　私立弥み勒ろく学園女子高等部。

  　男女別学の中高一貫校。生徒の自主性を重んずる自由な校風ではあるが、反面、規律の遵じゆん守しゆは徹てつ底ていしていた。たとえ一秒だろうと遅刻は遅刻。対処は厳正であった。

  （はぁー……）

  　正面玄関の横、学園の塀へいに沿って建っている長細いクラブハウスのような建物が生徒専用駐輪場で、中にはすでにズラリとチャリンコが並んでいた。

  　結々子は、やっと空あいている駐輪台を見つけて愛車を押しこんだ。

  　まだ一時間目も始まっていないのに、もうどっと疲れを感じる……。

  「グッモーニン！　オッハヨーさんデス！　アレ？　ゆーゆ……」

  「なんで浮かない顔してる？」

  　教室に入ると、親友の如きさ月らぎ杏あんと神じん宮ぐう寺じセイラが、鋭いツッコミを入れてきた。

  　結々子と杏とセイラは同じ二年Ａ組の仲良し三人組である。

  　如月杏は二年では成績上位グループの一員で、Ａ組なら間違いなくトップの才女。カッチリとした四角いメガネがいかにもキレ者然としているクールビューティーだ。

  　腰まである黒髪を前髪パッツンにしていて、ストレートのロングヘアーは髪と同じ黒のフレームにかかっているのが、彼女の定番スタイルである。

  　神じん宮ぐう寺じセイラは地毛が金髪のハーフ（母親がアメリカ人で、父親は日本人）で、とび色の瞳ひとみの巨乳美少女である。本人が自分の発育の良さを意識してないせいで、目のやり場に困ることが多々あった。

  　胸のリボンがキライ（かなりキツイらしい）で、外していつもブレザーのポケットにつっこんでいる。シャツのボタンは必ず二つ以上外しているので、ちょっと前まえ屈かがみになると豊かな谷間がすぐ見えてしまう。いつもはち切れてるイメージ。

  　三人は中学校からの内部進学組だが、ずっとクラスがバラバラだった。やっと高校の二年で同じクラスになって、念願のトリオ結成なのである。

  「こー見えても、実は今日、遅刻取られているんだよね」

  「まだ始業前だが、閉門時刻には間に合わなかった……ということか。融ゆう通ずうの利きかなさが自由の代だい償しようなのだよ」

  　如きさ月らぎ杏あんがメガネのフレームを押し上げると、黒髪がサラサラと揺れた。

  「えーっ！　ちょっとくらいオマケできんのデスかい？」

  　ビミョーに変な日本語を使いながら神宮寺セイラは、大げさにのけ反ぞったので胸がゆっさゆっさ揺れる。

  「本当は間に合ってたんだけど……」

  　結ゆ々ゆ子こが「シェークポイ捨て事件」を話すと二人とも驚おどろいた。

  「そいつは超気の毒したじゃん。ゆーゆ。かわいそう～っデッス」

  　セイラは大いに同情し、杏は握りこぶしをプルプルさせて怒おこった。

  「走行中の車内から物を投げ捨てるとは、自動車に乗ってるなら相当な資産家だろうに……。金持ちどものモラルはそこまで低下しているのか」

  　でもそれは社会的義ぎ憤ふんというヤツで、結々子への同情はあまりない。

  「ポイ捨てリムジンは論外だが、そもそも、結々子がもう少し早い時間に家を出ていれば、そういった不測の事態にも対処できたんじゃないか？」

  「ま、まぁ、そうなんですけど……」

  「家の者に起こしてもらえばいいだろうに」

  「そ、そりゃ、そーなんですけどぉ」

  「親しん戚せきの家なんで遠えん慮りよしてるとか……。まさか、虐ぎやく待たいチックな目に遭あってるとか？」

  「ナイナイ」

  　杏もセイラもちょっと心配顔で、結々子の顔をじっと見つめた。

  　鈴すず木き結々子は、複雑な家庭事情というか、気の毒な身の上の苦学生だったりするのだ。
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  　三年前、鈴すず木き結ゆ々ゆ子こは家族を事故で亡なくした。

  　実家が火事になり、その時、両親とも死んでしまったのだ。

  　結々子は煙を吸い込んで意識不明状態で病院に搬はん送そうされた。

  　出火原因は不審火。

  　ほぼ確実に放火だが、犯人はまだ捕まっていない。

  　その頃ころ、結々子の実家があった一帯では連続不審火が相次いでいて、その中の一件ということだった。

  　結々子はどう見ても被害者なのだが、実家から燃え広がって隣となり近所も焼けて、やはり地元には居づらくなってしまった。

  　そもそも住む家が、もうなかった……。

  　十四歳のキャパシティーを過か剰じようにオーバーしたあまりの出来事に、結々子の心は完全に麻ま痺ひし、どうしていいのか考えることもできなかった。

  　普通なら親しん戚せきの家に引き取られて……ということになるのだろうが、鈴木家は両親と結々子だけの最小単位家庭で、親戚づき合いなど全くしていなかったのだ。

  　結々子の知っている親族と言えば、父方の祖父だけだったが、この人物は放ほう浪ろう癖へきがあるというか根っからの風ふう来らい坊ぼうで、結々子が病院に担かつぎ込まれた時は、さすがに看病に来てくれたのだが、孫の容よう体だいがもちなおすとプイッと姿を消してしまった。

  　身の振り方として施設に入るというのが一番現実的な話であったが、結々子は学校が変わるのだけは絶対に嫌いやだった。

  　悲しみを通り越して怒いかりが湧わきあがっていた。

  　退院間近のある日、看護師さんが結々子の病室にある男性を連れて来た。

  「鈴木君。ご愁しゆう傷しよう様さま……としか、言いようがないよ」

  　神妙な面おももちのその人は、弥み勒ろく学園の非常勤講師・田た中なか三さぶ郎ろう先生だった。

  　サラッとしているのに気を使っていない髪型、いまいちパッとしないメガネ。

  　ちょっと〝惜しい〟感じの若手教師。見た目通りのスクエアな雰ふん囲い気きで、担当科目は確か国語……。

  　一連の非日常のセカイに、いきなりガッコウという現実が現れて、結々子はかなり面食らった。

  　一応は、顔見知りというか知り合いではあるので、「誰だれ？」というより「なんで？」という疑問が先に立った。

  「鈴木結々子君。その……よかったら僕に、君の後見をさせてくれないか」

  「ハイ……？」

  「唐とう突とつに思うだろうが、これは真ま面じ目めな申し出だ」

  「あの、トートツ過ぎて全然意味ワカンナイんですけど……」

  「単刀直入に説明しよう。僕は君の親族なんだ」

  「はぁ？」

  「君と僕は親しん戚せきで、端たん的てきにいうと従兄弟いとこ同士だったんだよ」

  「イトコ？」

  （田た中なか先生が……？　どういう姻いん戚せき関係？）

  「君の亡なくなられたお母さんの名は、優ゆ美みさん。旧姓は田中優美。優美さんは僕の父の妹で、僕には叔お母ばにあたる人だった」

  （確かに、お母さんの旧姓って田中だった気がする……）

  「優美叔母さんの結婚は必ずしも賛成されていなくてね。それで実家とはつき合いを絶っていたんだ」

  　いずれも初めて聞く話ばかりだったが、次のひと言が、結々子の「その後」を決定した。

  「君が承しよう諾だくしてくれれば、退院後の取りあえずの住居も提供できるし、転校とかもしなくて済むよ」
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  　杏あんもセイラも、結々子の身の上に起きた不幸はもちろん知っている。

  　でも（だからこそ）、本人から話さない限り二人とも、結々子の暮らしぶりについて訊きいてきたりはしない。

  　親戚の家で暮らしてるということくらいは知っているが、それが国語の田中先生だということまでは知らない。これは、おそらく学校の関係者も知らないであろう。

  　ここは結々子と三さぶ郎ろうがよくよく相談したところで、成人の親戚が身寄りのない未成年のイトコの身み許もと引き受け人になるのに法的な問題はない（……らしい）。

  　しかし実際問題として、二人は「同どう棲せい」をするということになる。

  　同棲などというと非常に響ひびきが生々しいが、結々子と三郎はルームシェアリングしている同居人という以上の関係はなにもない。

  　やましいところなどないのだが表おもて沙ざ汰たになると、実生活にいろいろ面倒が起こるのも事実である。鈴すず木き結々子と田中三郎は、弥み勒ろく学園の現役生徒と先生なのだ。

  　結々子は転校だけは絶対にイヤだったし、三郎が失職なんてしたら元も子もない……。

  　それで、この同居は学校にはナイショにするということに決めたのだ。

  「近所とか外……もちろん学校以外だけど……では、便べん宜ぎ上じよう、兄さんと呼んでくれると……なにかと都合がいいと思う」

  「お、お兄さん……。お兄さんですか？」

  「うん……」

  「……お兄さん」

  　三さぶ郎ろうは赤面していたが、呼んでみた結ゆ々ゆ子この方も正直、相当……恥はずかしかった。

  「あ、お兄ちゃん……の方が、いいですか？」

  「ああ、好きな……呼びやすい方でいいので。僕だってちょっと図々しいとは、思うんだけど」

  　三郎と結々子は、一回りかそれ以上の年の差があった。

  （お兄ちゃんて……）

  　今までまじまじと見たことなどなかったが、あらためて田た中なか三郎先生は意外と顔立ちがいいのに気がついた。

  （髪型とメガネはいただけないけど……。照れ笑いする表情は、ちょっとカワイイかも）

  　そういった事情で近所の人には「兄妹」ということで通した。驚おどろいたことに、それでホントに世せ間けん体ていはスルーできたのだ。

  （実際、イトコのお兄ちゃんだから、ウソじゃないと言えばウソじゃないし）

  　三郎は非常勤講師なので、週三日くらいの勤務スケジュールである。

  　休日前は自室にこもっていつも徹てつ夜やをしており、なにか書き物をしているようだが、お互いにあまり詮せん索さくしないのが暗あん黙もくのルールであった。

  　ちなみに２ＬＤＫのうち、リビングは共有スペースで、各自一部屋ずつシェアリングしている。

  　結々子も完全にプライバシーを尊重してもらっているが、三郎の徹夜明けと結々子の遅刻は、今のところ見事にシンクロしてしまっていて情けない状態である。

  　自分の不ふ甲が斐いなさにガックリしつつ、結々子は授業を受けた。

  　六時間目終了のチャイムが鳴ると、神じん宮ぐう寺じセイラが結々子のとこにやって来た。

  　フツーに歩いているだけでも胸のあたりがプルプル揺れていて、同性でも思わず目が行ってしまう。

  「ねぇねぇ、ゆーゆ。セイラと一いつ緒しよにスイーツ食べに行かないデスかい？　今月の『ポップギャル』イチオシのお店なんすけどぉ……」

  「うーん、悪いけど、行けない」

  「え～……そう。行けないデスのか。セイラ、残念至し極ごく。無念地じ獄ごくにござるデスよ。それにしても、ゆーゆ。時々顔こわくなるじゃん。今日なんかあるデスのか？」

  　親友ならではの洞察力。鈴すず木き結々子は今、コンセントレーションを高め、戦せん闘とうモードに入ろうとしていた。

  「ごめん。杏あんちゃんと一緒に行けば？」

  「杏あんは今日、生徒会あるデスだってさ」

  「じゃあ、一人で行って」

  「ちっ。しょーがないねデス。ゆーゆのイケズ！」

  　金髪巨乳娘は微妙に雅みやびな捨てゼリフで去って行った。

  　セイラの指摘通りで、結ゆ々ゆ子こは時々「鈴すず木き結々子」ではなくなる。

  　親友にも内緒で先生と同どう棲せいしているが、結々子はさらにその先生にも内緒のもう一つの顔があった……。

  　放課後、結々子は「スレンダー・ジェーンドゥ」になるのだ！
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   エピソード１　「猫よ、猫よ！」

  

  １　家庭の事情

  

  　鈴すず木き結ゆ々ゆ子こはテンションを高めて廊下を足早に急いでいた。

  　親友セイラの指摘通り、今の結々子は戦せん闘とうモード突入中で目はつり上がり前傾姿勢。コーナーでもスピードを落とさず、直角ターンを決めた！

  （あ！　ヤバッ……）

  　結々子は曲がり角の向こう側から来た生徒とぶつかって、はじき飛ばしてしまった。

  「なにすんだ、コラ！」

  　ぶつかった相手にイキなり大だい喝かつされてしまった……。

  「あれ？　結々子！　なにやってんだよ」

  　なんとそれは、もう一人の親友杏あんだった。

  　尻しりモチをついている杏と結々子の周りに、書類が舞っている。

  「あ～っ、もぉーっ！　手伝えよな、鈴木結々子！」

  「あ……はいはい」

  　さっきまでのハイテンションはすっかりクールダウンしてしまった。

  「ったく、よくすっ転ぶオンナよね。アンタって」

  　杏は怒おこるというより呆あきれている。

  「ぶつかっちゃってごめんね」

  「違う！　結々子は私とぶつかる前に転んでたぞ」

  「そ、そう？」

  「曲がり角でこっちに倒れこんできたんじゃないか」

  （そー言われてみれば、そーかも知れない……）

  　結々子は自分が、転倒率高めなことは自覚している。

  「うらやましいほど長いけど、よく絡からむアンヨちゃんよね」

  「自分の足の長さを脳が正確に把は握あくしてないだけなんだよ～」

  「珍説はいいから拾うの手伝ってよね」

  　書類は生徒会のものだった。ササッとかき集めて如きさ月らぎ杏に渡した。

  「結々子。部活、だいぶ前に辞めたよね？　なにをそんなに急いでたの？」

  「いやぁ、ちょっといろいろ野や暮ぼ用ようがあって……」

  

  　結々子は以前、マネージャーとして陸上部に入っていたのだが、一身上の都合で辞めたのだ。

  　マネージャーは複数人いたので問題ナシ。それどころか、結々子は「使えねー」部類だったので、あっさりＯＫが出てしまった。

  　根本的に体力がないので、微妙～に足手まとい状態だったらしい……。

  「本当いうとわたし、結構、運動神経はいいのよ。選手をやれるくらいにね」

  　だが、この結ゆ々ゆ子この言葉を信じる者は誰だれもいなかった。

  　校内リアルアンケートで「鈍どんくさい娘」第一位だったという不名誉な噂うわさもある。

  「わたしは体力がないだけで、鈍くさいワケじゃない！」

  　鈴すず木き結々子は声を大にして言った。

  「運動神経はあるけど身体能力が低いだけなのだ！」

  　この大マジメな主張に、目の前にいる如きさ月らぎ杏あんも、神じん宮ぐう寺じセイラも大爆笑したものだ。

  　結々子がマネージャーを辞めた一身上の都合＝本当の理由というのは、「儲もうからない」から……である。

  　高校の部活が金にならないのは当然の話だが、結々子には金を儲けなければならない切実な理由があった。
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  「君がそんなことを、気にする必要はない！」

  「なんで？　それじゃ全然、ルームシェアにならないじゃないですか！」

  「結々子君はまだ未成年なんだ。お金のことは心配しなくてもいい」

  　新しいわが家＝田た中なか先生のマンションに転がり込んでからしばらくして、三さぶ郎ろうと結々子は衝しよう突とつした。

  　原因はお金。金銭的というか経済的な理由だった。

  　食費、家賃、光熱費……。生きていくのには経費がかかる。当たり前の話だ。

  「今までだってかかっていたんでしょ！　これ以上、先生に迷惑かけられない……」

  「だから、それは……僕が、なんとかするから」

  「無理だよ！　見ちゃったんだんから。わたしの学費の滞納通知」

  「それは……」

  （なんで、今まで気づかなかったんだろう。わたしってバカだ）

  　思わず涙が出る。

  「それは手続き上の単純ミスだ。君には支払いを猶ゆう予よされるべき充分な事情があるんだし、奨しよう学がく金きんだって受けられる」

  「でも、それって結局は借金なんでしょ？」

  「気になるなら、そういうお金は、ちゃんと社会人になってから返せばいい」

  「今、払います」

  「どうやって？　できもしないことを言うもんじゃない！」

  「先生だって！　非常勤講師のお給料だけで、なんとかできるワケないじゃない。わたしのせいで先生が、借金で首が回らなくなったりしたら……耐えられない」

  「結ゆ々ゆ子こ君！」

  「わたし、保険金があります。お父さんとお母さんの生命保険」

  　田た中なか三さぶ郎ろうのプライドはちょっと傷ついたかもしれないが、これは決定打だった。

  　結々子は応分の負担＝具体的には生活費の半分と自分の学費を払うことを、三郎に認めさせた。しかし今までの分と家賃は断固拒否し受け取ってもらえなかった。

  　その時は、気まずい雰ふん囲い気きで互いの部屋に引き上げた。

  　壁一枚隔へだてると向こうの気配はわからない。

  　灯あかりは点つけず、結々子はローベッドに足をなげだして壁にもたれかかった。

  　結々子が来る前は、ここは書庫のように使っていたそうだ。

  　窓から差し込む月明かりが、疵きずひとつない壁紙を照らしていた。

  



  
    ＊
  


  

  　両親の生命保険っていうのはウソだった。

  　そんなものはなかった。




  [image: ]


  　約束した経費の半分はちゃんと払っているが、それは結ゆ々ゆ子こが自分で稼かせいだものだった。

  　どうやって？

  　天から与えられし才能を使って……である。

  　鈴すず木き結々子の才能、結々子の最大スキル。それはズバリ、格かく闘とう技ぎである！

  　ここで親友たちの大爆笑が聞こえてきそうだが、これは真実なのだ。

  　結々子の実家は武道の道場を開いていた。

  　しかし道場の収入だけでは暮らしが成り立たないので、父親は整体師を生なり業わいにしていた。

  　『発はつ剄けい拳けん　和わ合ごう流宗家』

  　それが鈴木家の流派であった。

  　結々子は、とにかく幼い頃ころから、この発剄拳なる拳法を父親に叩たたき込まれて育った。

  「結々子はまれに見る巨大な氣きの持ち主なのに、なぜこんなにも体力がつかない」

  　父親は首をひねりつつも、稽けい古この手は緩ゆるめなかった。

  　体力がなかろうがなんだろうが、結々子は鈴木家の一人娘であり、一応、跡取り……というか発剄拳継承者なのである。

  　今にして思えば父は、致命的に体力がない娘を通り越して、孫に期待していたのではないだろうか。

  　つまりは「生きた秘伝書」扱いである。

  （皮肉にも、お父さんの「遺言書」になっちゃったけどね……）

  　おかげで結々子は流派の拳を全すべて修得している。

  　そしてこの発剄拳で稼ぐことを思いついたのだ。

  　校内一の運動オンチ（と思われている）である鈴木結々子は、あまり大っぴらにできない方法で生活費を稼いでいたのだ。

  

  ２　ＡＣＦ

  

  　結々子が生活費及び学費を稼いでいる方法。

  　それはズバリ、ＡＣＦ（アーマード・キャット・ファイト）という地下格闘興行である。

  　結々子はそこに選手登録し、観客の前で試合を行ってファイトマネーを得ているのだ。

  　アーマード・キャット・ファイト（ＡＣＦ）とは、強化装甲具（アーマード・スーツ）を装着して闘たたかう格闘技のことである。

  　キャット・ファイトと銘打っているからには、もちろん選手は女子だけである。

  　バリエーション豊富なアーマード・スーツを着用した女の子同士が闘い、選手には結構なファイトマネーが出るのだ。

  「スレンダー・ジェーンドゥ」というのは、鈴木結々子の登録名……いわゆるリングネームである。

  　ＡＣＦは基本的に地下興行なので、登録選手の正体はあまり問わない。本名その他、プロフィールを知られたくない選手はたくさんいる。

  　アメリカの身元不明者の死体は当局から、男性ならジョン・ドゥ（名無しのジョン）、女性ならジェーン・ドゥと呼称される。ちょっとブラックだが、正体不明にしたい結々子にはピッタリに思えて、自分でそう付けたのだ。

  　ちなみに上の「スレンダー」は、何戦かしてるうちに勝手に付いたものである。

  　今ではすっかりスレンダー・ジェーンドゥが定着していた。

  　ＡＣＦは、地下興行の割りには開けっぴろげなところがあった。

  　警察も本気で取り締しまっているとは到底思えない。

  　いわば〝黙もく認にん〟状態である。

  

  　弥み勒ろく学園から少し離はなれた隣となり町まちの繁はん華か街がいに結ゆ々ゆ子こはやって来た。

  　放課後、速攻で学校を出るつもりだったが、杏あんとぶつかったりで思いの外ほかのタイムロスだ。路地裏にチャリを駐とめ、全く目立たない雑居ビルに入っていった。

  　一階の奥にここら辺一帯のＡＣＦの「興行事務所」があるのだ。

  　何の看板もプレートも出していないので、うさん臭くさい上に近寄りがたい。なにも知らなければ、このビルの管理会社ぐらいにしか思わないだろう。

  　結々子は「関東ＡＣＦ暁あかつき町ちよう支部」という団体に選手として所属しているのだ。

  「こ……こんにちは」

  「こんにちは。ミスＳ」

  　室内の奥、ダークスーツに濃い色の四角いサングラスを掛けた「座長」が、素そっ気けなく挨あい拶さつを返してきた。

  　マッチメークやオッズの設定、ファイトマネーの支払い等、マネジメントのもろもろを全すべて仕切ってるので「座長」と呼ばれているこの事務所の責任者である。

  　ドアを開けてすぐ横、部屋の左隅が応接スペースになっており、結々子はそこに座った。

  （もうそろそろ、ここに慣れてもいいハズなんだけど……）

  　あからさまに合皮製とわかる安っぽいソファーが、向かい合わせで二組。その間に丈の低いテーブルが埋まっている。

  　薄うすっぺらいツイタテで間仕切られた向こうは、スチールの事務机が、やはり向かい合わせで四つ。細長いロッカーに、壁のホワイトボードの予定表。絵に描いたような殺風景な事務所である。

  「ミスＳ。もうアリーナに行っていいですよ。あっちの準備はできているから」

  「あ、はい」

  　結ゆ々ゆ子こはさっさとアリーナに向かった。

  　事務所ビルの地下に降りて行って、地下通路に出る。

  　長かったり広かったりする地下道をクネクネと何回か曲がって、やっとアリーナに着いた。

  　地下通路は昔の地下街の名残なごりなのだ。

  　昔はビルとビルをつないで地階にもショッピングモールがあったという。

  　かなり巨大で、まさに地下にあるもう一つの街だ。

  　事務所ビルはいくつもある地下街の入り口（出口？）の一つなのだ。

  　アリーナは地下の広場のようなスペースを再利用というか改装して造ったものである。

  　ＡＣＦのリングはかなり広い。

  　アーマード・スーツ同士でぶつかり合う性格上、縦・横・高さとも結構なスペースを必要とするからだ。

  　暁あかつき町ちようアリーナは、バスケットのコートの二×二ぐらいの広さ。学校の体育館二つ分もあろうか。高さ（深さ？）も、やはり体育館の二倍くらいあった。八メートルほどの金かな網あみフェンスが巡らされており、観戦の安全性と娯楽性を高めていた。

  　地下通路を通ってあちこちから観客が集まって来る。

  　今日はかなりの集客が望めるだろう。人気上昇中のスレンダー・ジェーンドゥの試合があるからだ。

  （スレンダー・ジェーンドゥＶＳ……え～……っと誰だれだったっけ？　まずい。対戦相手の資料に目を通しておかなきゃいけなかった）

  　ＡＣＦは甘くない。天てん狗ぐになっているとすぐ足元をすくわれてしまう。

  　結々子＝スレンダー・ジェーンドゥは気を引き締しめた。

  

  ３　アーマード・スーツ

  

  　結々子は気合いを入れて「選手控え室」に入った。

  　事務所よりは広く活気もある。メカニックたちが忙しく動き回っていて、控え室というよりは町工場といった方が相応ふさわしい。

  「こんちは！」

  「おう！」

  「来た来た。整備バッチシだぜ」

  　メカニックたちは自信ありげに請け負ってくれた。彼らはプロフェッショナルであり、アーマード・スーツは結々子（＝スレンダー・ジェーンドゥ）仕様に、きっちりと調整されているはずである。

  　結々子は、ここで「鈴すず木き結々子」から「スレンダー・ジェーンドゥ」になるのだ。

  　割り当てられた三畳じようほどの個室（本当の意味での選手控え室はこのスペースだけ）に入って、奥のシャワールームで制服を脱いだ。

  　裸になって保護皮膜クリーム（通称『ヌルヌルゼリー』）を全身に塗ぬった。

  　ショート丈のレギンスの上にはスポーツタイプのブラを着けた。今日は髪に合わせて赤にした。

  　選手はビキニかワンピースか、全身タイツみたいなヤツか、好みでどんなタイプでも構わないのだが、身体からだにピッタリしたボディスーツ着用が義務付けられている。

  　これはアーマーを動かすのに外付けの駆く動どう装置を使っていないことを示すため……というのが表向きの理由だ。

  （ホントは女の子の肌の露ろ出しゆつを増やそうっていう魂こん胆たんに決まってる！）

  　しかし正式なレギュレーションなので、結々子も疑問を感じつつ従っているのだ。

  　準備ができたので個室を出た。

  「もう装着できますけど」

  「おっしゃーっ！」

  　メカニックたちが大事そうに、コロ付き台座に載せてアーマード・スーツを運んできた。

  　見慣れているせいだと思いたいが、メカニックの男どもはセブンティーンな乙女おとめのセパレーツ姿には見向きもしない……。
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  （そうじゃなきゃ、この人たちは全員ゲイ）

  　みんな目をキラキラさせてアーマード・スーツに見とれている。

  「スケルトンＶＦＸ・ライトリミテッド」というのが、このアーマーの正式名称なのだが、結ゆ々ゆ子こはただ単に「ガイコツ君」と呼んでいた。

  （だって移動台座から吊つり下げられた姿は、理科室の骨格標本みたいだし……）

  　装着前の「ガイコツ君」は、がらんどうな外骨格なので、骨格標本に似ていると言えば似ている。

  　チーフメカニックの合図で、結々子は肋ろつ骨こつのような（軽量化のためにスリットが入っている）上半身プロテクターを開いて身体からだを中に入れた。

  　結々子の背骨に沿ってピッタリとガイコツ君の背骨をはわせる。内側にシリコンパッドが付いているので、まさに密着という感じである。

  　腕や足の装甲は西洋甲かつ冑ちゆうのような形状で、脚部は太ももの半分くらいまで装甲パーツが覆おおっており、長いブーツを履はくように装着する。腕の装甲パーツも上腕部の半分まであり、グローブの先まで指を通すとショルダーパッドを下ろし、ネックガードをはめる。

  　腰のプロテクターは、半分に切った小ぶりなタイヤのような装甲を骨こつ盤ばんに被かぶせるようにはめ込む。

  　上半身プロテクターを閉じると装着完了である。

  「起動させてくれ。ジェーンドゥ」

  「押お忍す！」

  　結々子は、チーフのオーダーに応じた。起動確認はちゃんとしておかないと命取りになるからだ。

  『人間は生きた電池である』

  　アーマード・スーツはそういう発想というか理屈で動いている。

  　いくら軽量化を図ったところで、アーマード・スーツは強度・材質その他の理由で二十～四十キロぐらいにはなる。本来、飛んだり跳はねたりできる重さではない。

  　装着した人間の動きに合わせて、機械仕掛けの関節が重いスーツを動かす。基本的には非常にシンプルな装置である。

  　問題はスーツを動かす動力だが、それはなんと装着している人間そのものから取っているのだ。

  　人体を流れる微弱電流をスーツが感知して、それを増幅して駆く動どう系に回す。ヌルヌルゼリーを塗るのも感度を上げるのと通電性を良くするためである。

  　アーマード・スーツは元々競技用ではなく、障しようがいのある人たちのサポート器具が原点であった。そのためには、かさばる外付け動力や電源はない方が望ましい。

  　普通に手足のように動かせる義手や義足。脳からの命令を伝えるわずかな電流で、本当の手足のように動かす。それがアーマード・スーツの基本コンセプトであった。

  　微弱な電流で重い装甲具を動かすには相当なテクノロジーが必要であろう。

  　すでに何戦もアーマード・スーツで試合をしているにもかかわらず、その辺はさっぱりだった結ゆ々ゆ子こは、素そ朴ぼくな疑問をメカニックにぶつけてみたことがある。

  「仕組み自体は、結構シンプルなんだよ。ホラ、小学校の時、理科の実験でカエルの足に電極差してピョコンピョコンやったでしょ。アレと同じだよ」

  　わかったようなわからないような答え。

  「増幅は反復サーキットを使うから、これも単純な装置だよ」

  　結々子的には「あ、そーですか」という感じである。

  　何か西洋っぽい（科学っぽい）微弱電流と言われても、正直ピンとこなかったのだが、結々子なりに解釈すれば、ガイコツ君を動かすのは自分の「発はつ剄けい」である。

  　つまり、発剄……すなわち人間の「氣き」が電源。

  （これなら腑ふに落ちるわ。ストンとね）

  　発剄は人によって弱かったり強かったりするのだが、結々子の氣の大きさは師し匠しようである父親のお墨すみ付つきである。

  　ここで鈴すず木き家の流派、『発はつ剄けい拳けん』の出番となる。

  　幼い頃ころからのスパルタ教育のおかげで、結々子はかなり強い発剄が出せるのだ。

  　しかも、結々子の最大の弱点である体力のなさをアーマード・スーツが補ってくれる。

  　鈴木結々子は無敵のスレンダー・ジェーンドゥになるべくしてなったのだ。

  　そもそも『電でん離り層そう大だい厄やく災さい』以来、大きな電力は使えない。

  　前の世紀の終わり頃から、「このままでは地球が保もたない」と相当な危機意識を持って、学者や政治家は議論を重ねていた。だが、その議論が実を結ぶ前に大厄災は起こったのだ。

  『電離層大厄災』は人類に対する強きよう烈れつなしっぺ返しだとも言える。

  　そして、大厄災以後、「ともかくエネルギーの消費を抑えよう」という世界的潮流が起こり、今までとは別の切り口……東洋チックなアプローチが俄が然ぜん注目されたのである。

  『発剄拳』もそのような流れの中で世に出たのだ。

  「古い伝承を受け継ぐ伝統的な拳法」と、結々子の祖父は語っていたが、孫の結々子自身はこのルーツについては正直、眉まゆ唾つばだと疑っている。

  　しかし格かく闘とう技ぎとしては、間違いなく合理的で強い。合あい気き道どうをベースに骨こつ法ぽうや柔じゆう術じゆつも取り入れ、積極的な格闘ワザを抽出、空手や剣道ともミックスさせており、寝技や関節ワザもある。

  　これを単に寄せ集めの武術と決めつけてしまうのは早計である。格かく闘とう技ぎ術じゆつを体系化し一つの流派として興おこすには、非常に高い格闘センスを要するからだ。

  　そもそも武術とは、相手を倒す技術なのだから、もともとは「総合格闘技」である。それが剣道とか柔道とかに枝分かれしていったということであり、〝総合〟こそが武道の正しいあり方だと言える。

  　学校でも家でも、ウンチと思われている結ゆ々ゆ子こだが、自分の格闘技哲学はしっかり持っているのだ。

  「ジェーンドゥ。スーツ調整オッケーだぜ」

  　ヘソ下三寸にある「丹たん田でん」に溜ためた氣き（結々子の場合、輝かがやく球体のイメージである）を上に押し上げると、スッと、ガイコツ君が動き出した。

  「押お忍す。出ます」

  　スーツ搬はん出しゆつ口ぐちの扉が開いていく……。いよいよスレンダー・ジェーンドゥとして出しゆつ撃げきである。

  

  ４　地下試合

  

  　暗くら闇やみの中に太いライトのビームが走る。

  「スゥー……レッンダァァァ──、ジェ───ンドゥ！」

  　巻き舌でべったりとしたリングアナウンスを、地鳴りのような歓声がかき消した。

  　広い闘技場を縦じゆう横おう無む尽じんに走っていたスポットライトが、鋼製の扉に集まった。

  　重々しい音を響ひびかせながら扉は左右に開かれて、骨格標本のようなアーマード・スーツが現れた。

  「大した人気ですこと」

  　神かみ矢や崎ざき蘭らん子こは、スレンダー・ジェーンドゥの登場を冷ややかに見下ろしていた。

  　弥み勒ろく学園の生徒会長にして、神矢崎財ざい閥ばつご令れい嬢じようのセレブ。

  　もちろんＡＣＦ界でもＶＩＰである。

  　もっとも学園関係者は、生徒会長の蘭子が怪しげな地下興行に出入りしているなど知るよしもなかったが……。

  　壁のようにそそり立つ観客席のさらに上、天てん井じように貼はりつくように吊つり下げられたＶＩＰの観覧ボックスから、蘭子はスクエアなバトルアリーナを睥へい睨げいしていた。

  「ウチの選手ちゃんは誰だれ？」

  「オズマ・ザ・キャット・イン・ブーツです」

  　蘭子の斜め後ろから、執事の黒くろ崎さきの低くて渋い声がした。

  　黒崎は自ら声を発しなければ、全く気配を感じさせなかった。

  「どんなキャラ？」

  　答えようとした黒崎の声は、巻き舌のリングアナウンスに遮さえぎられた。

  「バァアアーサスゥ、オズゥゥマッ・キャッツゥイン・ブウゥ─────ツッ！」

  　またもや地鳴りのような歓声と、走るライトのビームが、通常の会話を許さなかった。

  　スレンダー・ジェーンドゥとは反対側の扉が開いた。

  　のそりと重々しいアーマード・スーツが現れた。

  「どこが猫ちゃんなのよ！　なんかダンゴ虫ちゃんみたい」

  　蘭らん子この指摘通り、オズマ・キャット・イン・ブーツは、腰から上に貝かい殻がらかダンゴ虫を被かぶっているようなデザインであった。背中から肩、顔面までを多節の甲こう殻かく装甲で覆おおっており、上半身は丸みを帯びている。

  　アーマード・スーツは実に多種多様でバリエーションが豊富なのだ。

  　装甲ダンゴ虫の内側には、ショッキングピンクのボディスーツがのぞいている。首から下しか見えないが、その肢し体たいはグラマラスだ。

  　試合開始のゴングが鳴った。

  　スレンダー・ジェーンドゥは現在、七連勝中。

  　アーマーは軽量なタイプなので速攻主体かと思いきや、出だしは慎しん重ちようで、鈍いと言ってもよい。

  　後ろに身体からだを反そらせるような格好で立っている。明らかに防御重視の構えだ。

  「なに？　余裕ぶっこいているワケ？　スロースターターってヤツ？」

  「そのようですね……」

  　まだ二人とも攻こう撃げきが届く間合いではない。

  　ジェーンドゥを中心に、十メートルくらいの距きよ離りを取ってオズマが、ジリジリと右に右にと回る。

  　あれほど沸き返っていた観客は、緊きん張ちよう感かんで静まりかえった。

  　何の前触れもなく、オズマが跳とんだ。

  　十メートルの長さを瞬しゆん時じに詰め、思いっきり膝ひざを入れたのだ。

  　受けたジェーンドゥは、派手に後方に吹っ飛ぶ。

  　宙空でクルクルと回り、大の字で金かな網あみに叩たたきつけられた。

  「やった。やった！　スゴイよ、オズマちゃん！　パッと見、重そうに見えるアーマーだけど、脚部が違うのよ！　あの娘の足、ローラー・ギミック付きだったよね」

  　ＶＩＰ席で蘭子は躍おどり上がって喜んだが、渋くて低い声が水を差した。

  「小こ手て調べです。後ろに飛んで、受け流している。空中で身体をコントロールして背面からケージに当たったので、ダメージはほとんどないでしょう」

  「そうなの？」

  「だいたい、オープニングの一発でノックアウトされる程度なら、七連勝もできるハズがない。オズマもそのくらい承知でしょう」

  「チッ、腐ってもスレンダー・ジェーンドゥか」

  　派手に金網に激突した割りには、ジェーンドゥはフワリと着地した。

  　観客がどっと沸く。

  　攻こう撃げきを上う手まく捌さばかれたのはわかっていたので、オズマは攻め手を緩ゆるめていなかった。

  　ローラーダッシュで追って第二波攻撃を繰くり出す。

  　フックのコンボ。右、左、右……とリズム良く相手に打ちこんだ。

  　オズマのグローブパーツは、丸っこくてデザイン上は愛あい嬌きようがあるが、これは重いパンチを打つためである。五指のフィンガーパーツに分かれているジェーンドゥのアーマーとは設計思想が違う。

  　ジェーンドゥは金かな網あみに右半身をこすりつけながら、重いフックを捌いた。

  　外受けに弾はじくのではなく、内受け気味に叩たたき落とす。防戦一方に見えたが、四発目の左フックを捕らえた。

  　左手で包み込むように相手の手首をつかむのと、右手が肘ひじを押し上げるのが同時。

  　オズマは左腕の関節を極きめられないようにするため、本能的に身体からだを浮かせてしまった。

  　ジェーンドゥはそこをすかさず、すくい投げ。

  　耳みみ障ざわりな金属音を立てて、オズマの丸い装甲が金網を下から上に擦こする。左肘を梃て子こにして、オズマ・ザ・キャット・イン・ブーツがフワリと浮いた。

  　観客がいっせいに息を呑のんだ。

  　オズマはそのまま垂直落下で床に叩きつけられた。

  　鈍い音と振動がリノリウム製の床に伝わる。アーマード・スーツを装着していなければ即死だ。

  　誰だれもが勝負あったかと思った瞬間、オズマの両脚が百八十度開き、凄すさまじいスピードで旋せん回かいした。

  「わおっ！　ブレイクダンス？」

  「ブラジルの腿たい法ほう、カポエイラです」

  　はしゃぐ蘭らん子こに、黒くろ崎さきが冷静に訂正を入れる。

  　蹴けり技以外に、足払い等の〝崩し〟の技法も含むものを腿法と言う。

  　鋭く襲おそいかかってくる連続蹴りを、ジェーンドゥは両腕を閉じてガードし、危ういところでしのいだ。

  　ローラー・ギミックの付いた丸っこい足元から繰り出される華か麗れいな足技は、見た目と裏腹に重い。

  　ジェーンドゥは今度は、本当に吹っ飛ばされた。

  　肩けん甲こう骨こつのあたりまでカバーしている両肩の装甲を頼たよりに、とっさに背中で受け身を取った。

  　背中が床にぶち当たる瞬しゆん間かん、背筋力と自重の軽さを利用しバウンドしながら体勢を立て直した。

  　天地が逆さまなオズマは、さすがにすぐには追つい撃げきしてこない。

  　攻守逆転し、ジェーンドゥが攻めかかったが、鞭むちのようにしなる蹴り技に間合いを割ることがなかなかできない。一進一退の攻防。

  　観客のどよめきがウェーブのようにアリーナ全体に広がる。

  　ジェーンドゥが引いて間合いを取り直した時に、オズマも逆立ち姿勢を解いて立った。

  　もちろん逆立ちをしないと蹴けり技が使えないワケではない。天地逆になろうが蹴りを出せるというのが、厄やつ介かいなのだ。

  　オズマはフックやストレートに強きよう烈れつな蹴りを混ぜるコンビネーションを繰くり出してきた。

  　三連、四連のコンボ。ジェーンドゥは攻撃終わりを見み極きわめて出ようとした刹せつ那な、飛び込み前転のようにオズマが両手をついた。避さけきれない間合いで上から鋭い蹴りが降ってきた。

  　ジェーンドゥは左肩と両手、丸太ん棒を担かつぐような姿勢で、オズマの重い蹴りを受けた。

  　受けた瞬間、両脚を床に滑すべらせ百八十度開脚。内ももが床に着くと、そのまま上半身を前倒しにした。

  　オズマの必殺の蹴りは、ジェーンドゥの背中に乗り上げるような格好で止まった。

  　だがその瞬間、突き上げるような軌道でジェーンドゥの左手掌しよう底ていが、ショッキングピンクのボディスーツに突き入れられていた。

  　逆立ち状態のオズマの胃のあたりにセパレートフィンガーのグローブがめり込んでいる。

  　オズマ・キャット・イン・ブーツはズルリとくずおれた。

  「ウィナアア──ッ、スウレェンダァァー・ジェ─────ンドゥ！」

  　アリーナは割れんばかりの歓声に包まれた。

  「ま……負けた。また負けた。なんなのよ。あの娘……。また私の選手が負けた」

  　神かみ矢や崎ざき蘭らん子こはガックリと腰を下ろした。

  「クッソー！　絶対に正体暴いてやる！　ウチの学校の娘なのよ。ソッコーよ。ソッコー」

  「オズマは力押し過ぎますね……」

  　黒くろ崎さきは重厚な黒革の手帳に、何やらメモを取りながら呟つぶやいた。

  

  ５　ゴー・ホーム

  

  （ああ、マイッた。マジでやばかった……）

  　油断したつもりもないし、ナメてるつもりもなかった……。

  　だが結ゆ々ゆ子こ自身、やはり油断があったと思わざるを得ない。

  　一応、対戦相手のプロフィールには目を通していたのだが、それに書いてあるのはアーマード・スーツのスペックばかりなのだ。

  　アーマーの仕様から、だいたいの想像はつくのだが……。

  （しっかしカポエイリスタなんて、どっから連れて来るのよ？　まぁ、発はつ剄けい拳けん遣いなんつーのはわたしだけでしょうけど……）

  　控え室のシャワーを浴び、ヌルヌルゼリーをとると、スレンダー・ジェーンドゥが洗い流されていくのを感じる。

  （でも今日も勝てた。危なかったけど……）

  　これで今月も乗り切れる。

  　結ゆ々ゆ子こは現実的な算段をしてみた。

  　今日の勝利と今まで貯めたファイトマネーで学費の支払いはクリアできるだろう。

  　これで学校を、クビにならなくて済む。

  　それから生活諸経費（食費、光熱費、上下水道代、電話代……の折半）も払える。

  　正直、ホッとした。

  　結々子は急に田た中なか先生の顔が見たくなった。

  　恩人で後見人でタダの同居人。

  （でも、今のわたしにとっては家族なんだ。唯一の……ね）

  　試合が終わってまず思うことは「早く、おウチに帰りたい！」である。

  　勝っても負けても……。

  （わたしはただの間借り人だけど、今やあそこがわが家なんだ）

  　全員ゲイ（推定）のメカニックたちも、バトル後は速攻でアーマード・スーツのメンテナンスをしたいらしく、誰だれも結々子に構わない。それはそれで好都合。

  　結々子は挨あい拶さつもそこそこにアリーナを出て、クネクネと地下通路を通って事務所に戻った。

  「八連勝。コングラッチュレーション。ミスＳ」

  　何の感情も込めず、座長がねぎらってくれた。

  　茶封筒に入ったファイトマネーを受け取ると、思いの外ほか、厚みがあった。

  「押お忍す！」

  　これ以上の会話は不要。結々子は封筒をカバンにしまうと事務所のドアに向かった。

  「ああ。そうだ。ミスＳ」

  「ハイ？」

  「今度、君のスポンサーが直接会いたいそうだ」

  「はぁ……？」

  「まぁ、急ぐ話ではないが」

  　結々子は返事もそこそこに事務所を後にした。

  　帰りもチャリンコハイウェイに乗っかって、ビュンビュンとぶっ飛ばした。

  「ただいま～」

  「ああ、お帰り。結々子君」

  　全くもって三さぶ郎ろうも素そっ気けないのだが、これでいい。

  　これで日常に戻ったという実感が湧わくからだ。

  「今日、アルバイトだったっけ？」

  「ええ……」

  「お疲れさま。と言うか、無理しなくてもいいんだよ。生活費の折半なんてこだわらなくてもね。心意気は買うけど、結ゆ々ゆ子こ君の本分は学業なんだからね」

  　この紋切り型のお説教が意外にも結々子には心地良かった。

  「どうした？　なんか、いいことでもあった？」

  「なんでもないです。エヘヘヘ」

  「あ、そう……」

  　三郎のキョトンとした顔が、ちょっと面おも白しろかった。

  （今度、突然、お兄ちゃんて呼んでみようかな）

  　その時の三郎の顔を想像したらおかしくなった。

  　鼻をくすぐるいい匂においがする。

  「アレ？　夕飯？」

  「ああ、ボルシチを作ってみたんだ」

  「え～っ……、ヤバイです。わたし、朝も作ってないし、また先生が作ったんじゃ、わたしルームメイト失格になっちゃう」

  「まぁ原則は大事だけど、こういうのは手の空あいている者がやればいい。その方が合理的だ」

  「ありがとうございます」

  （マジで嬉うれしいッス。押お忍す。ホントだよ。お兄ちゃん！）
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   エピソード２　「内輪の戦士」

  

  １　弥勒学園

  

  　電でん離り層そう広範囲障しよう害がい現象は、全世界的に多大な影えい響きようを及ぼしたが、因果関係は多岐に及んでいる。

  　大だい厄やく災さいによって大型輸送時代は終わりを告げた。

  　大陸間を動脈のように循環していた物流は止まり、人々の移動も大いに制限された。

  　飛行機が飛べない以上、大陸間移動は船がメインとなったが、それだってコンピューター制御の大型船は使用できず、こちらも六ろく分ぶん儀ぎの時代に逆戻りであった。

  　狩しゆ猟りようをする生物は移動ができなくなると絶滅する。

  　人類も行動範囲を制限され停滞した。

  　世界人口は減少傾向にあった。日本も例外ではない。

  　私立弥み勒ろく学園は厳しい統廃合の嵐あらしを生き残ったタフな学校である。

  　生徒は自転車・バス・電車を利用して通っており、通学圏はかなり広範囲に及ぶ。とにかく大量の学生をかき集めており、学園の近くにあった他の学校は、私立公立を含めすべて廃校に追い込まれた。

  　弥勒学園の自主性を重んずる校風が学生には受け、反面、校則の遵じゆん守しゆに対して厳格な態度が保護者には評判が良かった。しかし、私立なので、もちろん学費は安くはない。

  

  　今朝も始業時間ギリギリまで、学園の正門は生徒の自転車を吸い込み続けていた。

  　鈴すず木き結ゆ々ゆ子こも今日は遅刻にならずに、校内にすべり込んだ。

  　最後の駆け込みグループに混じり、上う手まい具合に集団の中央にポジショニングして、十台近くの自転車と共に校門を通り抜けたのだ。

  「チッ」

  　地獄の門番・ゴリ大おお崎さきは、間に合った結々子に聞こえるように舌打ちした。

  　生徒が遅刻せず登校したのに、それを残念がるとは、先生としていかがなものかと思われるが、遅刻常習者の結々子と大崎教諭の門もん扉ぴを挟んだバトルは、入学時からの長い長い「歴史」があるのだ。

  　結々子は駐輪場で、小さな勝利を噛かみしめた。

  　遅刻はどうでも、朝から大崎先生の説教をくらうのと、くらわないのとでは一日の気分が変わってくる。

  　説教だけならまだしも、あの舐なめまわすような目つきがキモイ。

  　ゴリ大崎こと大崎五ご郎ろう教諭は、自立心旺おう盛せいなある種の女子生徒から非常に評判が悪かった。

  　まさに見た目通りのマッチョな体育教師で、風紀委員会指導教諭と校内警備担当を兼任している。

  　角刈りに日に焼けた黒い肌、分厚い胸板に白い歯のスポーツマンを、爽さわやかなナイスガイと見るか、暑苦しい大男と感じるかは微妙なところである。

  　大おお崎さき教諭は、性格も見た目を裏切らない「黙だまって俺について来い」系であった。

  　庇ひ護ごを求める羊タイプの生徒には、寛かん大だいで頼たよれる熱血教師だが、気き概がいのある狼おおかみタイプの生徒には、厳しく接する抑圧者でもあった。

  　結ゆ々ゆ子こは学園内では猫を被かぶっているが、実のところ「隠れ狼」である。

  　本人はいわゆるウンチで、陸上部の元お荷物マネージャーであった。

  　体育会系からかなり遠い存在であるはずなのだが、毎朝毎朝、遅刻ギリギリでノロノロやって来る結々子は、大崎教諭にとっては、かなり苛いらつく存在なのかもしれない。

  「ゴリ大崎は、あの絵に描いたような体育教師ぶりが、なんともうさん臭くさい」

  　やはり体育会系ではないが、自主独立の気概が強い如きさ月らぎ杏あんは、生徒会副会長であるにもかかわらず、大崎教諭をそう断じていた。

  「えーっ。そっかー？　セイラはゴリのこと、結構いいティーチャーだと思いマスけどぉ」

  「セイラはオッパイにばっか栄養がいって、脳にまわってないんだよ」

  「杏！　ひっどーい！」

  　ほっぺたを膨ふくらませて神じん宮ぐう寺じセイラが、肩をいからせると、盛り上がっている胸はつられて揺れた。

  「ごめん、ごめん。いい過ぎた」

  　如月杏は素直に謝ったが、ゴリに対する評価を撤てつ回かいする気はなかった。

  「セイラって、あんまり大崎先生との接触ないんだっけ？　結構イヤらしい目つきで人のカラダをジロジロ見るんだよ」

  　そう言いながら結々子は、遅刻者カードに記入する際に、腕組みをしながら見下ろしている大崎教諭のまとわりつくような視線を思い出し、ちょっと不愉快になった。

  　二階の図書室の横にあるランチルームで二のＡ仲良しトリオは、いつも通りに昼食をとっていた。

  　楽しいランチなのに、なぜゴリ大崎の話題になってしまったのかわからない。

  　おそらく隣となりのテーブルの子たちがゴリ大崎の悪口を喋しやべっていたせいだろう。

  　ランチルームは全学年共用なので、耳を澄すませていれば、いろんなゴシップが手に入る秘ひそかな情報交換の場でもあった。

  「大崎先生はわたしたちを生徒じゃなく、女として見ている。教師にあるまじき行いよね」

  　結々子は毒づいたが、杏にはすぐ賛同を得られなかった。

  「う～ん。それについては、いささか異論アリだぞ。私たちはもっと自分の女性性を意識して自戒すべきだと思う。教師側にばかり自制を求めるのはアンフェアな気がする」

  　国語の田た中なか先生と秘密裏に同居している結ゆ々ゆ子こは内心、ひやりとした。

  （だけど、ウチの先生は大おお崎さき先生と違って全然、イヤらしいとこないぞ）

  　異性としては全く認識されていない……という裏返しの感じもするが、同居人としては理想的だ。一いつ緒しよに住み始めてもう三年になるし、確かに兄妹みたいな暮らしではある。

  （まぁ、お兄ちゃんだもんね。まだ、そう呼んだことないけど）

  　結々子が清らかな同どう棲せい生活の記き憶おくに浸っていると、セイラが悪気はなくそれをブチ壊こわした。

  「でもティーチャーだろうがなんだろうが、メンズってみんなちょっとＨじゃん？　とってもナチュラルにスケベだデスよね～」

  「そーゆーカラダをしていれば、そーなるんだ」

  　杏あんが細い人差し指で、ブラのカップに覆おおわれていないセイラの乳房の上半分を、シャツの上から押した。

  「そうだ。その通りだ」

  　結々子も、杏が押していない方の乳房を指で押した。

  （ゴリとウチの先生を一緒にするなんて許さん！）

  　指はすぐに弾力を受けて押し返された。

  「きゃあっ！　なにするデスのよ。もお……二人とも！　Ｈ！」

  　セイラは身をよじって親友二人の攻こう撃げきをかわした。ゆさゆさとまた胸が揺れる。




  [image: ]


  「自制せよ。セイラ。その熟うれすぎメロンが男どもをくるわすのだ」

  「バストが大きいのはセイラのせいじゃないモンなのだデス！」

  「自分のまき散らすフェロモンをちょっとは考えなさいってハナシなの」

  「杏あんとゆーゆのイジワル！」

  　自然に上目使いになり、頬ほおを膨ふくらませるセイラは天然のフェロモン発生器だった。

  　弥み勒ろく学園は男女別学だが校舎は同じ敷地内にあった。

  　大きな長方形の校庭の端はしと端、同じ大きさの校舎が向かい合わせに建っている。

  　広い校庭をちょうど二分して男子部と女子部に分かれているのだが、縦並びにくっついて建てられたプールと体育館が間仕切りの役を果たしていた。

  　別学ではあるが、プールと体育館は共用施設として使われている。

  　共用といっても体育館は通常の一・五倍ほどの広さがあり、プールも五十メートルあった。授業で男子部と女子部が一いつ緒しよになっても、別カリキュラムを充分にこなせる大きさである。

  　弥勒学園は中高一貫校でもあり、思春期の六年間を同性生徒だけで過ごすというのは、かえって不自然というのが創立者の考えであった。無菌状態のまま卒業させては社会対応に遅れを取るという配はい慮りよから、わずかな準共学ゾーンを設けたのだ。

  　その他、体育祭・文化祭等の大きな催もよおし物は同時開催が基本なので、年に数回は共学校の雰ふん囲い気きを味わえるのだ。

  　二年Ａ組は本日、午後は体育にあてられ、バスケットボールの授業が行われた。

  　神じん宮ぐう寺じセイラと如きさ月らぎ杏は体育会系ではなかったが、二人とも身体能力はかなり高い。

  　バスケの授業だと、二人はいつも別チームに分けられていた。

  　仲は良くても試合は互いに手抜きナシ。

  　セイラと杏は振り分けられたそれぞれのチームで自然とキャプテン役をつとめていた。

  　結ゆ々ゆ子こは本日は杏の率いるチームに組み入れられた。

  　クラブ活動であれば、もちろん結々子の出番はない。だがこれは体育の授業である。結々子にも公平にコートに立つ順番が回ってきた。

  　結々子のコートインにセイラチームは、あからさまに喜び、杏チームのメンバーは沈んだ。

  「結々子。あんまり動かなくていいから。私がパスを出すから受けたら迷わずシュートだよ！　ＯＫ？」

  「う……うん」

  　杏キャプテンの作戦は、「鈍どんくさい娘」結々子を敢あえて動かさず、スリーポイントシューターに仕立て上げることである。

  　試合は基本的に杏とセイラの激しいボールの奪い合いだ。

  　セイラのブロックをかいくぐって杏が鋭いパスを出してきた。

  　のけ反ぞりながらも結々子はボールをキャッチ。

  　なんとキレイな弧を描いて結ゆ々ゆ子このシュートが決まった。

  「おおー……」

  　敵味方の別なくどよめきが起こった。

  　セイラと杏あんによるレベルの高い攻防の末、結々子にパスが出る。

  　二人はいつも五分五分の争いを見せるのだが、今回はセイラのカットがワンテンポ遅かった。

  　杏に割られるシーンが多く、必然、結々子へのパス本数が増えた。

  　スローイング・マシーンのような正確な結々子のシュート。

  　侮あなどっていたウンチ・結々子にポンポン決められている……。

  　セイラチームの面々の顔つきが変わった。

  　結々子にパスを通さないよう、アイコンタクトで瞬しゆん時じに意思疎そ通つう。

  　突然、杏へのマークが厳しくなった。

  　棒のように立っている結々子を残して、九人で入り乱れてボールを追っている。

  　それでも杏は厚いブロックを割って、結々子にキラーパスを出した。

  「させるかーっ！」

  　必死の敵ディフェンス陣がボールに追いすがり、結々子に殺到した。

  （ぬぬっ！）

  　せっかくの杏のパスだ。カットさせまいと結々子もダッシュした瞬間……。

  　自らの長い足に長い足を絡からませて……コケた。

  （ひぃー……っ）

  　そこに敵ディフェンス陣がなだれ込み、折りかさなるように転倒。

  　すぐさまホイッスルが鳴った。

  「大だい丈じよう夫ぶか？　結々子？」

  「へ……平気」

  「よくやったよ。もう、上がりなよ」

  　一応以上の役目を果たし、結々子はメンバーチェンジした。

  　その後も杏とセイラの激しい攻防は続いたが、結々子のアドバンテージのおかげで、杏チームが勝利した。

  　結々子は戻ってきた杏にタオルを差し出した。

  「二のＡに当たるのは超ラッキーなんだそうだ」

  「ハイ……？」

  「いやいや男子部」

  　杏はあごをしゃくって体育館の反対側を指した。

  　天てん井じよう近くから吊つり下げられたカーテン代わりのネットの向こうで、男子部生徒が器械体操をしている。

  「巨乳のセイラ派か、脚線美の結ゆ々ゆ子こ派か……。拮きつ抗こうしてるらしいぞ」

  「バ……バッカじゃないの！」

  「バカなんだろう」

  　杏あんはクスクス笑った。結々子は憤ふん懣まんやるかたない。

  「セイラは体育の時、コルセットみたいにカチカチのブラに換えてマジでやってるのに、そーゆー目でしか見られないの！　全く……」

  「揺れは抑えられても大きさが減るワケじゃない。その辺も男子には萌もえ～なんじゃないか」

  　しかし女子部も実は似たり寄ったりの状況ではあった。男子がマットの上でバック転宙返りなどを決めると、黄色い歓声を上げている。

  「今日、一いつ緒しよにやっているのは男子部二のＣだが、あのクラスの天あま沢ざわアイルと神楽かぐら光こう次じ郎ろうが女子人気ナンバーワンとツーだ」

  　生徒会副会長の杏の情報網もうは広い。どうでもいいようなゴシップネタから、抜き打ちテストの予定日まで、様々な情報をつかんでいるのだ。

  　結々子にとって、今のは「どーでもいい」ネタであったが。

  　でも確かに、飛び抜けて上う手まい男子生徒が一人いる。それが杏の言うところの「女子人気ナンバーワン」の生徒なのだろう。

  「あの子はずいぶんキレイに跳とぶね」

  「天沢アイルは体操部のホープさんだからね。ところで、先ほどの試合だが、セイラをどう思った？」

  「ん？　今日はなんか調子イマイチ？　いつもなら杏ちゃんともっといい勝負するでしょ」

  「そうなんだよな」

  「いつもより、全然キレがない感じ……かな？」

  「ふーむ。そうか。やっぱりね。原因はアレかもね」

  　杏があごで指した先には、見事に宙を舞う天沢アイルがいた。

  　着地が決まると女子の黄色い声がした。

  　そういったミーハーな女子たちは、間仕切りネットのギリギリまで近づいて、男子部の体育を覗のぞいていたが、セイラはその一団とは離はなれた壁かべ際ぎわに立っている。

  　ちょうど一戦終わった後なので、タオルを顔に当てているが、首の動きがミーハー女子軍団と見事にシンクロしていた。

  　だがセイラはアイルの着地を見て歓声ではなく、ため息をついていた。

  「ええっ！　まさか、あの娘……」

  「つき合っておるのではないのかなぁ、あの二人」

  「ウソォ！」

  「いやマジで。まだ日が浅いと見たが……。私の推理は結構、的中率高いでしょ」

  　敵チームだったのでセイラは、結ゆ々ゆ子こたちとはコートを挟んだ反対側にいた。杏あんの視線には全く気づいていないようである。

  　杏の豊かな情報力は、副生徒会長という役職や人脈だけでなく、当人の鋭い洞察力に負っているのだ。

  「しかしセイラも水くさいよな。オトナになったつーか。あっ、カラダじゃなくてね」

  　杏がお姉さんぽく笑う。

  「へへへへ……」

  　結々子もつられて笑ったが、心なし笑顔が引きつった。

  「まぁ、セイラが自分から言い出すまでは黙だまっておいてやろうと思う。あ、ウラはしっかり取るけどね」

  「ははは……」

  　結々子の口角は完全に固まって貼はりついた。

  （杏ちゃんスルドイ！　わたしの「同どう棲せい」がいつ見破られるかヒヤヒヤもんだよ……）

  

  ２　ＡＤＦ

  

  　午後に二コマ続きの体育のカリキュラム。

  　ダイエットには良いかもしれないが、かなりハードである。

  （今日はＡＣＦの試合日じゃないから、まぁ良しとするか）

  　如きさ月らぎ杏は生徒会で、神じん宮ぐう寺じセイラは茶道部、鈴すず木き結々子は帰宅部と、仲良しトリオは今日の放課後はバラバラであった。

  　セイラは運動神経の良さを買われて、以前、大おお崎さき先生に運動部に勧かん誘ゆうされていたのだが、それを断って文化部を選んだらしい。

  　結々子など茶道部と聞くと、ザッツ・文化部という感じがしてならない。

  　しかし金髪に着物で茶道とは……。

  　まるで外国人のニッポン文化体験のようであるが、神宮寺セイラの場合、それはあながち的外れではない。彼女は小学生までアメリカに住んでいた帰国子女なのだ。

  　昔は帰国子女が数多くいたものだが、昨今はその割合が減っている。

  　結々子などはまだ外国に行ったことがなく、当分行く予定もない。

  （アメリカって遠そうだな……。船で何日かかるんだろう？）

  　セイラはアメリカには戻らず日本に永住予定である。しかし外国暮らしの反動か、ニッポンに早く慣れたいという気持ちが強く茶道部に入部したそうで、見かけによらず茶道歴は長いのだ。

  　本当はもう日本語がペラペラで流りゆう暢ちように話せるのに、微妙に変な言葉使いにしているのは、本人曰いわく「帰国子女話芸」ということである。

  （確かにセイラのあのルックスだと、あーゆー喋しやべりかたを想像しちゃうもんね）

  　愛車を押して校門を出ると結ゆ々ゆ子こは、意外な人物から声をかけられてビックリした。

  「鈴すず木き結々子さんですよね。ちょっとお話よろしいでしょうか？」

  　ついさっき、杏あんから解説を受けた男子部人気ナンバーツーである。名前は……。

  「男子部二年の神楽かぐら光こう次じ郎ろうです」

  　天然パーマっぽいウェービーな髪に、白い肌。切れ長の目に薄うすい唇くちびる。神楽光次郎は確かに女の子にモテそうなルックスと雰ふん囲い気きを持っていた。

  　セイラのカレ氏（おそらく）はスポーツ万能らしくて背が高かったが、結々子から見て神楽光次郎は男子としては、やや背が低いような感じがした。

  　弥み勒ろく学園の人気を二分する男子二人。

  （わたしはどっちかなぁ……って、いやいやいや、なんで田た中なか先生の顔が浮かぶ？　学校にいるからか……）

  　田中三さぶ郎ろうは今日は受け持ちの授業があり登校しているのだ。校内で滅めつ多たに顔を合わすことはないが、保護者が同じ学校にいるというのは妙に緊きん張ちようするものだ。

  「実は鈴木さんに折り入って頼たのみたいことがあるのです。ああ、交際の申し込み等ではありませんから、ご心配なく」

  　神楽光次郎はフッと笑った。

  　ファンの子には必殺のキラースマイルなのだろうが、結々子は正直、ちょっとカチンときた。黙だまっているとさりげなく提案してきた。

  「あの、ちょっと場所を変えませんか？　ここだと目立ち過ぎるので……」

  　確かに下校する女子の視線が、さっきから結々子の背中に突き刺さっている……。

  　五～六人の小集団があちこちに形成されつつあって、遠巻きながらガンガン殺気を送ってきており、このままでは呪のろい殺されそうだ。

  　ちょっと面めん倒どうといえば面倒なので、取りあえず校門から離はなれることには同意した。

  　結々子は自転車を押し、人気男子と連れだって駅の方向へ歩き出した。

  　これで確実に明日は、学園ゴシップ間違いなしであろう。

  　結々子は浅くため息をついた。

  　弥勒学園は男女別学なので校則では一応、生徒同士の交際は禁止されている。

  

  　一、男子部女子部生徒とも、学園内での交際はこれを禁止する。

  　（以下、細則）

  　・男子部生徒と女子部生徒は、校内で手をつないではいけない。

  　・男子部生徒と女子部生徒は、校内で往復書簡をやり取りしてはならない。

  　・男子部生徒と女子部生徒は、校内で長話をしてはならない。

  　・男子部生徒と女子部生徒は……

  　といった具合で、先生方が思いつく限りの男女交際のバリエーションが書かれ、「……してはならない」でシメてあるのだ。

  　だいたい普ふ段だんはお互いの校舎には入らないのだから、微に入り細に入り心配する必要はないハズなのだが、文化祭・体育祭の時を警戒しているのだろうか？

  　これに対して、生徒たちの解釈はこうだ。

  「学校の敷地内ではイチャイチャすんな！」

  　実際に弥み勒ろく学園カップルは結構多い。

  　学校では校則を一応守るが（校則遵じゆん守しゆには厳しいので）、放課後は自分たちの自由。

  　校則で記されている「学園内で」とか「校内で」というのがミソなのだ。

  　校門を一歩出たら「交際禁止令」の及ぶ範囲ではない。だが生徒は一応、制服のままイチャイチャするのは控えているのが実際のところである。

  　家に帰ってから外で逢あうか、駅のロッカーで私服に着替えるか。

  　だいたい誰だれとつき合っているのかなんて学校に知られても、いいことなんて一つもない。

  （わたしなんか特に。田た中なか先生はカレ氏じゃないんだけど……）

  　逆に今、神楽かぐらが結ゆ々ゆ子こと制服のまま堂々と並んで歩いているというのは、やましいことはないというアピールと言えなくもない。

  　神楽光こう次じ郎ろうは、必要以上に背筋を伸ばして颯さつ爽そうと歩いていた。

  　弥勒学園女子部の制服はカワイイ系だが、男子部のは硬派系である。黒いストレートのスラックスに、上は今時珍めずらしい詰つめ襟えり。しかもホックのタイプで色は白。袖そで周りと襟の縁から合わせの縦線は紺こん色いろのラインで縁取られており、同じ学園の制服とは思えない仕上がりになっていた。

  　結々子は何も考えずについて行ったら喫茶店に連れ込まれてしまった。

  　それもオジサン御ご用よう達たしっぽい純喫茶である。

  「えっと……悪いんですけど、さっさと用件を聞かせてくれます？　わたし、そんなにヒマじゃないし」

  「アレ？　今日はＡＣＦの興行ないですよね」

  　結々子は飲んでいた珈琲コーヒーを噴いてしまった……。見事な強きよう襲しゆう。

  「ななななな、なにいってるワケ？　はぁ？　いいい……意味わかんない！」

  　立て直しが必死すぎて動揺しているのが、もろバレである。

  「僕も回りくどい話はキライな方ですので、ここは単刀直入に行きましょう。スレンダー・ジェーンドゥ」

  　トドメの追加攻こう撃げきで、結々子はみっともなくも咳せき込んでしまった。

  「鈴すず木きさんはＡＤＦをご存じですか？」

  「Ａ……Ｄ、Ｆ？」

  「アーマード・ドッグ・ファイト。略してＡＤＦです。ＡＣＦのキャットに対してドッグのＤ。つまり男子選手のアーマード・ファイトで、Ａ・Ｄ・Ｆ」

  「女子選手がやるから、普通のアーマード・ファイトにキャットを付けたんでしょ。男の試合ならＡＦでいいじゃない。なんでわざわざドッグを付けるんですか？」

  　結ゆ々ゆ子こは思わずツッコミを入れてしまった……。

  　これでもう、すっとぼけたり、ごまかしたりはできない。

  「鈴木さんはあくまでも選手として参加なさっているので、興行には詳しくないようですね。ＡＦは今やキャット・ファイトの方が人気があるのですよ。それにあやかって逆輸入のニュアンスで、男子の試合をＡＤＦと銘打って興行をしているのです。厳密なカテゴリー分けではないのですが、ＡＤＦは若手選手中心のマッチメイクを組んでいるのです」

  「へぇー。そうなんですかー……って、あ……、あなた、なに者？」

  「あらためまして。弥み勒ろく学園二年Ｃ組、神楽かぐら光こう次じ郎ろうです。男子部の生徒会長を務めさせてもらっています」

  （ああ、そうでした。この子、まだ二年なのに生徒会長をやってるんだった）

  　理路整然とした話し方が杏あんにソックリである。
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  　杏あんも一年の時から生徒会役員をやっていたが、神楽かぐら光こう次じ郎ろうは一年生の時から副会長をしているのだ。

  「そして放課後はＡＤＦのマネジメントというか、最近は興行にもちょっと噛かませてもらっています。プロモーター見習いといったところですかね。高たか柳やなぎさんには、大変お世話になっているのですよ」

  「ハイ……？　高柳って誰だれ？」

  「関東ＡＣＦ暁あかつき町ちよう支部長のお名前です」

  （ああ、座長さんにも苗みよう字じがあったのだなぁ。……って当たり前か。お互い名前でなんか呼んでいないし、だいたい座長さんからして人の名前を呼ばないもんね。「鈴すず木き」のわたしは「ミスＳ」だから、「神楽クン」はさしずめ「ミスターＫ」か）

  　などとどーでもいいことを考えている間にも、神楽の話は続いていた。

  「高柳氏は暁町支部長も務めてらっしゃいますが、本当はもっとエライ人なんですよ。関東地区の統括マネージャーなのですから」

  「あ、そーなんだ……」

  「僕がＡＤＦに関かかわったのは、そもそも兄のマネージャーをしたからなのです」

  「へぇ、お兄さんいるんですか。ＡＤＦの選手？」

  「ええ。男子部三年生の神楽光こう一いちです」

  「ええッ！　狂きよう狼ろうカグラ？　ああ、苗字同じだけど。マジであの……三年のカグラ！」

  「はい。弥み勒ろくの学園番長・神楽光一が僕の兄です」

  「し……知らなかった。いろいろ含めて……」

  　神楽光一は弥勒学園のみならず、このあたりじゃ超有名なワルなのだ。

  「番長」なんてお茶目な言い方は全く似合っていない。ケンカ相手を何人も病院送りにしているという噂うわさもあり、正に「狂狼」という呼び名が相応ふさわしい人物であった。

  　このできの良い弟とは全部が全部、正反対。神楽光一は背が高くて、ワンレンぽいストレートのロン毛をなびかせ、一見華きや奢しやなルックスだが目つきは凶悪。

  「触さわったら斬きれるぞ」オーラ全開の不良三年生なのだ。

  　結ゆ々ゆ子こは後で知ったのだが、この弟クンがいなかったら兄キはとっくのとうに退学だったらしい。

  （う～む。ウチにもいるぞ。ヒミツのお兄ちゃん。わたしもあの人がいなかったらとっくに「退学」だった……）

  「しかし三年のカグラさんが、アーマード・ファイトをやっていたとは……」

  「この地域には高校は三校しかない。ウチと聖ラファエル高等学校と、公立の暁高校。つまり十代の人間のかなり多くが、この三校のいずれかの生徒ということになる。若手だけでマッチメイクが組めるほど選手がいるということは、鈴木さんが思っている以上に高校生ファイターがいるということです」

  （言われてみればナルホド……）

  「ほら、兄貴って有名なヤンキーだから、聞けば、ああナルホドって感じでしょ。意外というなら鈴すず木きさんの方が、よっぽど意外ですよ。あなたは……その、どちらかというと運動神経はよくないので…………有名っていうか」

  「………」

  「ＡＣＦファイターの正体がバレないように、学校では運動オンチを装よそおっているなんて感心しましたよ。兄貴もちょっとは見習ってほしいものです」

  「狂きよう狼ろう……じゃなくて、三年のカグラさんて、最近、噂うわさを聞かないけど」

  「理由があって、学校は休んでいます」

  「んんっと、それって……？」

  「不登校とか停学ではありません」

  　神楽かぐら光こう次じ郎ろうは目を伏せて、ため息をついた。

  「全治一か月のケガです。ＡＤＦで負ったものです」

  　ＡＣＦではそれほど派手な怪我や故障は聞いたことがない。

  「さて前置きが長くなりましたが、これからが本題です」

  　神楽の表情がけわしくなった。

  「先日、僕の企画が通って、高たか柳やなぎ氏からプロデュースを任せられたのです。一試合だけですが。その僕の初企画に協力していただきたいのです。スレンダー・ジェーンドゥ」

  「ちょっと！　外でその呼び名はやめてください！」

  「失礼。では鈴木さん。お願いできますか？」

  「あのぉ、話は見えたけど、内容が全然わからないんですけど……」

  「ああ、失礼。ＡＦ界初の異性間マッチ。わかります？　男対女の試合を組みます。そこで女性選手はＡＣＦの昇のぼり龍りゆう、スレンダー・ジェーンドゥ。男性選手はＡＤＦの暴れん坊、ザッキー・ザ・パワーラッシャー」

  「ちょ、ちょ、ちょっと、待って、待って。なんです。その無む茶ちやなマッチメイクは？　そんなの座長さんが許したんですか？」

  「エキシビションということで。ただし女性選手の承しよう諾だくが開催の最低条件です」

  　今度は結ゆ々ゆ子こがため息をつく番だった。

  「お願いできますか？」

  「無茶ですよ！　男子相手に闘たたかえってことでしょう？　ハンディキャップ・マッチなの？」

  「アーマード・スーツは体力差を是正できます。実は男女間格差はないに等しい。それにガチバトルでないと興行的な成功は難しいでしょう」

  「なんで……わたし？　チャンピオンとかのタイトルホルダーじゃないし……」

  「八連勝中。戦績も話題性も充分です。それに同じ学校のよしみで僕も頼たのみやすいですしね」

  　ニヤリと笑った神楽かぐら光こう次じ郎ろうは、ちょっとスマイルが邪悪であった。

  （ファンの子たちにも見せてやりたいよ）

  　イリーガルな地下興行に関かかわっている点では、神楽も同じ立場のハズなのだが、どうも結ゆ々ゆ子この方がシッポを握られているような雰ふん囲い気きを作り出している……。

  「ちなみに相手も、同じ弥み勒ろくの人間です。鈴すず木きさんの方がよく知っているハズだ」

  「へ……？」

  「ザッキー・ザ・パワーラッシャー。正体は大おお崎さき五ご郎ろう教諭です」

  「い───っ！　お、大崎先生が！　マジですか？」

  　神楽光次郎はここで深くため息をついた。

  「教職員でＡＦに参加しているのは、大崎氏ぐらいでしょうね。ちなみに兄貴……ライトニング・ウルフを潰つぶしたのは、ザッキー・ザ・パワーラッシャーです」

  「大崎先生が、狂きよう狼ろうカグラを……！　ゴリ大崎は知っててやってるんですか？」

  「いや、それはない。彼は全く周りを見ていない。そういった意味では鈍い。鈍すぎるんですよ。腹立たしいくらいね」

  （神楽クンもゴリが嫌きらいなんだ。そりゃそうか。お兄さんのこともあるし……）

  「ＡＦの興行で一番、何に気を使うかわかりますか？」

  「えっ……？　儲もうけとか？　客？」

  「死人を出さないこと。これが大原則です。死人は当局の介入を招く。興行どころではなくなってしまう。アーマード・スーツの細かいレギュレーションは、そういう事故を防ぐためにあります。選手だって殺し合いをしに来てるワケじゃない。ガチンコだが、あくまでも試合だ」

  　神楽はじっと結々子を見つめた。

  「大崎教諭はそういうことを、理解していない。ムチャクチャやってて、やりたい放題に見える兄貴でも、その辺の見み極きわめはしています。大崎先生には、それを身体からだに叩たたき込む必要がある」

  （ヤダ。神楽クンの顔、超怖くなっているんですけど……）

  「ＡＦはそもそも地下興行ですからね。過激な選手だから出場停止とかぬるいことは許されない。決着はあくまでもリングでつける。高たか柳やなぎさんはそう考えておられるはずです。だが男同士でやらせるとどっちとも死亡なんて最悪のケースも考えられる」

  「だから、わたしなワケ？」

  「あなたの遣うあのちょっと不思議な拳けん法ぽう……」

  「発はつ剄けい拳けんです」

  「あれなら理想的に思えるのです。殺さなければ足腰を立たなくしてやってもいいですよ」

  　大崎とのガチンコバトルだけでも厄やつ介かいだが、結々子はそれで正体がバレないとも限らない。

  「ちょっと、わたしだけリスクが高すぎません？」

  「返事は今日でなくとも結構です。エキシビション・マッチということでファイトマネーは相当はずみますよ」

  「よく考えさせてください」

  「もちろんです」

  　神楽かぐら光こう次じ郎ろう氏は若じやつ干かん、薄うすめの邪悪スマイルで答えた。

  

  ３　セクハラ

  

  　神じん宮ぐう寺じセイラの告白は本当にいろんな意味で衝しよう撃げき的てきだった。

  　結ゆ々ゆ子こが男子部の神楽光次郎から、ＡＦのエキジビション・マッチ出場を打診されて数日後、セイラが親友二人に話したいことがあると言ってきたのだ。

  「ごめんね。二人とも忙しいのに……」

  　セイラはいつになく殊勝で、杏あんと結々子は思わず顔を見合わせてニヤリとした。

  「ちょっとマジ話もあって、できれば学校から離はなれてて、どっか落ち着いたところで、聞いてほしいんデスのだけど」

  　そこで放課後を待って、結々子は二人をここに連れてきたのだ。

  『純喫茶　灯ともしび』

  　先日、神楽に連れ込まれたオッサンテイストの喫茶店である。杏はこの店に感心しきりだった。

  「結々子って、結構、引き出し一杯あるよね。なんでこんな渋いお店を知っているワケ？」

  （悪いけど、そいつは教えられません）

  　店内の落ち着いた雰ふん囲い気き……というか内装の暗さが、密談には持ってこいという感じにさせるのだ。実は結々子自身、思いの外ほか、『灯』が気に入っていた。

  　杏と結々子が並んで座って、セイラと向き合った。

  「あのぉ、セイラね。二人にはまだ話してなかったんデスけど……」

  「うん。うん」

  　知ってるけど知らないふり。

  「ほんのちょっと前から、っていうか、つい最近なんだけど、あたし……」

  　聞き役の二人は真剣な顔を作る。

  「男子部の天あま沢ざわアイル君と、おつき合い……始めたんだ」

  　恋愛話こそが女子の真のスィーツである。

  「ええーっ！」などと、結々子と杏はわざとらしくリアクションした。

  「いつから？」

  「どっちから？」

  「きっかけは？」

  　定番だが外せないクエスチョンの嵐あらしに、セイラはいつもの帰国子女語はナシで真剣に話した。

  「あ、天あま沢ざわ君て、セイラと同じ帰国子女なんだ。アイル君の方がセイラより、あっち暮らしが長くて、アイル君がこっちに来たのは高校からなんだって」

  「へぇ～。天沢君てそうなんだ」

  　天沢アイルは背は外国人並みに高いけど、ルックスは丸っきり日本人である。

  「体育館で二のＣと一いつ緒しよだった時、ネットの近くにいたアイル君が、なんかブツブツいってるのが聞こえて……。バスケで取られた反則が納得いかなくて愚ぐ痴ちってただけなんだけど、それが英語だったんだ」

  「ああ、なるほど。ネイティブ・スピーカー同士というのがきっかけか」

  　杏あんは合が点てんがいったようだった。

  「そうなのよ。ネイティブ・イングリッシュに思わず反応して、ついこっちも話しかけちゃったんだ」

  　結ゆ々ゆ子こも杏も、ニマニマしながら聞き入った。

  「最初はつき合うとか、そういうのじゃなくて、アメリカ時代の話で結構、盛り上がっちゃって。そのうち、どちらからともなく……」

  「うん。うん」

  「アイル君は、その……愛情表現が、ストレートっていうか、とってもオープンなんだ。彼はナチュラルにハグとか、軽いキスとか……」

  「おい、ちょっと待て」

  「校内で？　マズイよ。それ」

  　結々子と杏は顔を見合わせた。

  「それを誰だれかに見られた？」

  「ん～。……だけじゃなくって」

  「撮られたのか！　写真？」

  「……うん」

  「ええっ！　誰だれに？」

  　二人は思わず同時に訊きいた。

  「そ……それが、その……ゴリ大おお崎さき……に」

  「いいいい─────っ……！」

  （ゴリ大崎？　大崎先生が生徒を盗撮！）

  　さっきまでのハッピーオーラはすっかり霧む散さんしてしまった。

  　ここから先は超ムカツク話だった。
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  　体育の授業の終了間ま際ぎわ、セイラは大おお崎さき教諭に呼び止められた。

  「神じん宮ぐう寺じ。少し残れ。話がある」

  「え？　わたしですか？」

  「そうだ。何度も言わせるな」

  （なに？　ゴリ大崎、いつもと違うじゃん。なんか威い張ばってナイ？）

  　大崎教諭は、セイラの頭の上からつま先までじっと見下ろしている。

  「なに……？」

  　あからさまにイライラした様子で、他の生徒たちが更衣室に消えるのを待っていた。そして校庭で二人きりになると、おもむろに尋ねてきた。

  「学生の本分は何だ？　神宮寺」

  「は……？」

  　小首をかしげたが、そういった仕草が男には媚び態たいのように映り、嗜し虐ぎやく性せいを煽あおることに本人は気づいていない。

  　大崎教諭は発育の良い胸に視線を留め、意味ありげに唇くちびるを歪ゆがめた。

  「勉学だ。神宮寺。男とイチャイチャすることじゃないぞ」

  　大きな手の平に隠し持っていた写真を、チラリと見せた。

  「…………！」

  「青春のモヤモヤはスポーツで発散したらどうだ。お茶なんかガブガブ飲んでいても溜たまる一方だぞ。今からでも遅くない。バスケでもバレーでも、やってみたらどうだ？」

  　セイラは一いつ瞬しゆんパニックを起こし、何も考えられなくなった……。

  「放課後までに、よく考えておけ」

  「え……」

  「体育教官室に来い」

  　そう言い残すと大崎教諭は大おお股またで校舎に戻って行った。

  　放課後まで授業はうわの空だった。

  （なんで……どうして、あんな写真が？）

  　タンクトップにジャージの男子が、白いスポーツウエアの女子の肩に手を回している後ろ姿のショット。

  　何の変哲もない写真だが、場所が体育館とわかり、写っている男子は背の高さから、女子は頭髪で人物が特定できてしまう。

  「学校の敷地内でイチャついたら厳げん罰ばつ」が不ふ文ぶん律りつだ。

  （退学とかになったらどうしよう。停学だって充分にヤバイ……）

  　派手な外見によらず、セイラは今まで問題など起こしたことはなく、無遅刻無欠席の皆かい勤きん賞しよう少女だった。

  （それに写真があれだけとは限らないし……）

  　大おお崎さき教諭は、様々な運動部のコーチングを買って出ていたが、特定の専属はない。

  　バスケ部でもバレー部でも顧こ問もんは別におり、大崎自身は運動部の総合コーチのような役に就いていた。

  　教諭としては確か写真部の顧問のハズ。

  （あの写真は、望遠を使った隠し撮りだ……）

  　一いつ瞬しゆんしか見られなかったが、鮮明なショットだった。

  （あたしが運動部に入らなかったのを、根に持っていたのだろうか？）

  　そうだとしたら、相当しつこい性格である。放課後に教官室に行かなければ、何をしてくるかわからない。

  　セイラは意を決して教官室に向かった。

  

  　都合よくというか悪くというか、教官室にいるのは大崎教諭だけだった。

  　スポーツウエアよりも制服のほうが胸が目立ってしまうのは、セイラも自覚していた。窮きゆう屈くつでいつもは付けないリボンを締しめ、シャツのボタンもきっちり上から留めた。

  　だが豊かなボディラインはカッチリと制服に包まれることにより、かえってなまめかしさを増してしまっていた。

  　大崎はもう無ぶ遠えん慮りよにセイラの身体からだに視線を這はわせている。

  　実は他の体育教諭はそれぞれが顧問をしている部活の指導に出ており、この時間帯、教官室にいるのは大崎だけなのだ。

  　親友・結ゆ々ゆ子この言っていた意味がやっとわかった……。

  「あたしは茶道が好きなので、部を辞めるつもりはないデス」

  「ふーん……。まぁ、俺の横ヤリで、お前を運動部に引き抜いたりすると、いろいろ面めん倒どうだしな……」

  　口の利きき方から態度から大崎は、セイラの知っている体育の先生とはまるで別人だ。

  （ひょっとして、ゆーゆや杏あんは、ゴリのこーゆー一面を……）

  　なんとか気丈な態度を保とうとしたが、大崎は揺さぶりをかけてきた。

  「運動は彼氏とだけで充分か」

  　手の平を返してさっきとは違う写真（背の高い男子が身をかがめ、金髪の女子に顔を近づけている）を、見せられた。

  「そ、それは……」

  　大おお崎さきは回転イスを回し、こっちに向き合う。

  「どんな運動をしているのやらなぁ。もうヤッてるのか？」

  　耳を疑った。

  　これが教師の言う言葉だろうか？

  　耳まで真っ赤になるのが、自分でもわかる。

  　言葉を失った……。

  　これが文字通りの「絶句」というヤツだ。

  　どうして良いかわからずうつむいていると、大崎はさらに信じられない言葉を投げかけてきた。

  「初体験は経験豊富な男の方がいいんだぞ。充分にイカせてから、入れてやる。俺なら痛くしないぜ……」

  　そう言うと、チェックのスカートの上からヒップを撫なでてきた。

  「きゃぁ！　な、なにするんデス！」

  　反射的に大声が出る。

  　自分が思った以上の大声だった。

  　大崎はサッと手を引っ込めた。

  　そのわずかな隙すきに身をひねって逃げた。

  「神じん宮ぐう寺じ。これからお前の進路については、先生と二人でゆっくり話し合いだぞ！」

  　大崎は捨てゼリフを投げつけてきた。

  　いい先生どころか、もう生理的嫌けん悪おしか感じられない。吐はき気がしたので女子トイレに駆け込んだ……。
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  「それはいったい、いつの話なの！　セイラ！」

  　結ゆ々ゆ子こは思わず怒ど鳴なり声に近い大声を上げてしまった。

  　年齢不詳のマスター（スキンヘッドでヒゲ）が、カウンターの奥で顔を上げた。年配のウエイトレスさんもビックリしてこっちを見ている……。

  「い……一週間……前かな」

  　セイラが申し訳なさそうに、小さな声で答えた。

  （ああ、ごめん。セイラは悪くないよ）

  　結々子が反省している横で、杏あんは冷静に尋ねた。

  「他に……被害は？　何かされた？」

  　静かな口調だが、杏も怒おこっているのがわかる。かわいい握りこぶしが真っ白でプルプルしていた。

  「すごく……しつこい」

  　誰だれもいない階段や廊下では、すれ違いざまに必ず胸やお尻しりを触ってくるらしい。

  　そして耳元で卑ひ猥わいな言葉を囁ささやく……。

  　結ゆ々ゆ子こも杏あんもこんなに怒いかりを感じたことはない。

  「卑ひ劣れつきわまりない。くだらん写真で追い込んで……。そんなことで女子生徒を自分の好きにできると本気で思っているのか」

  　杏は淡々と話すので、余計に怒りが伝わってきた。

  「天あま沢ざわ君には話したの？」

  　結々子は思わず訊きいてしまった。

  （田た中なか先生ならどうするだろう？　同じ教師として、いや、同じオトコとして……）

  　こっちは恋人でもなんでもないのだが。

  「い、言ってないよぅ。言えるワケないじゃん……」

  「どうして？　カレ氏でしょ！」

  「アイル君が、こんなこと知ったら……。絶対に、体育教官室に乗り込んで行っちゃうよ」

  （いいぞ！　ＧＯ、ＧＯ、天沢！）

  　大おお崎さきと天沢アイルが実際、闘たたかったら、どっちが強いのだろうか……。

  　思わず結々子の格かく闘とう家かとしての血が騒さわいだ。

  「でも絶対に、そんなことダメ！　アイル君が退学になっちゃう……。そんなこと、ヤダもん。セイラ、アイル君と一いつ緒しよに卒業したいデス！」

  　思い詰めたセイラの声が店内に響ひびいた。

  「写真だ……」

  　二人がエキサイトしている間にも、杏は冷静に考えていた。

  「とにかくその写真を奪だつ還かんしないと駄だ目めだ。なんとかゴリの身辺をガサ入れしたいな」

  「ガサ入れって、杏ちゃん。どこを？」

  「体育教官室及び、写真部の部室。必要とあれば、ヤツの自宅も……」

  　結々子は独身ゴリの散らかった小汚い部屋を想像した。

  「うげげ……」

  「まあ自宅は後回しだが、学園内のヤツのテリトリーはなんとかしたいな。学園のセキュリティーはしっかりしているから、日曜や祭日に校内に入るのは難なん儀ぎだな。平日で都合よくゴリだけ休んだりしないかな。そうなれば、生徒会の仕事名目でヤツの机を調べられるのだが……」

  　杏の話を聞いて突然、結々子は閃ひらめいた！

  （ある！　ゴリを「病欠」させる方法！　あるじゃん！）

  「セイラ！　わたしたちがついてるのよ。大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなに心配しない！　ね、杏ちゃん」

  「ん……？　うん。まあ、ゴリの休み待ち以外に、何か上う手まい手を……」

  「大だい丈じよう夫ぶよ！」

  「ありがと。ゆーゆ。なんかちょっと元気でてきたデスかも」

  　結ゆ々ゆ子こは心に誓った。

  　近日中、ゴリ大おお崎さきに必ず学校を休ませてやる！

  

  ４　エキシビション・マッチ

  

  　鈴すず木き結々子は愛車にまたがって男子部正門の前で立った。

  　思わず腕組みである。

  　下校の男子部生徒がジロジロと結々子を見て行く……。

  （男子、無ぶ遠えん慮りよ過ぎ）

  　しばらく男どもの視線に耐えていると、あからさまに去年までは中坊だったとわかる一年生が二人、駆けよって来た。

  「生徒会長の神楽かぐらさんに用事ですよね？」

  「その通り」

  「お待ちを。呼んできます！」

  　ダッシュで校舎に駆け戻る姿が、子犬のようでかわいい。きっと生徒会の役員なのだろう。

  「やぁ、鈴木さん。わざわざ男子部まで来てくださるとは……」

  「ここ、目立ち過ぎ。場所変えてくださる？」

  　そういった事情で二人は連日の『純喫茶　灯ともしび』通いとなった。すっかり常連さんである。

  「受けます！」

  「あ、マジですか？」

  「わたしの気が変わらないウチに、早めに試合日を決めちゃった方がいいと思うけど」

  「ふーん。まあいいです。では善は急げということで」

  「ヤツへの交渉って神楽クンじゃないんでしょ？」

  「もちろんです。高たか柳やなぎさんがしてくれますよ」

  「受けると思う？」

  　神楽光こう次じ郎ろうは凄すご味みのある邪悪スマイルで応こたえた。

  

  　驚おどろいたことに、ホントに即日ＯＫが出た。

  　試合日も異例の早さで決まった。

  　本来なら体調をピークに持っていってから試合……というのが望ましいのだが、セイラのことを思えばグズグズしてられない。

  　数日後、結ゆ々ゆ子こは「興行事務所」に顔を出した。

  「こんにちは……です」

  「こんにちは。ミスＳ」

  　相変わらず殺風景でしょぼい事務所に、今日もダークスーツの座長。

  （高たか柳やなぎさんて聞かされてもねぇ……。座長さんはやっぱり座長さんだし）

  「よく引き受けてくれましたね。いささか驚きましたよ。ミスＳ」

  「ええ、まぁ。こっちもいろいろ事情がありまして」

  「ふむ。光こう次じ郎ろうの初プロデュースです。お手並み拝見。ミスＳの健けん闘とうを祈ります」

  「はい。がんばります」

  （待て、なんか違和感があるぞ？　なんだろう？　なんか引っかかる……）

  「相手の資料はここです。ミスＳ。エキシビションとはいえ、テストマッチも兼ねています。光次郎にとってもですが……。これがグッドバウトになれば、これから異性間マッチ興行もありえます」

  （光次郎！　わたしたち選手はイニシャルで、神楽かぐらクンは「光次郎」ですか！）

  　弟子だからだろうか？

  　ちょっと怪しい関係に思えなくもない。

  　だがそれによって選手のプロフィールが漏ろう洩えいするのはマズい。

  「座長さん。いくら将来有望なプロモーター候補だからって、わたしたち選手の情報を簡単に教えないでほしいんですけど……」

  「……？」

  「神楽クンとは同じ高校なので、漏らされるといろいろ都合が……」

  「してませんよ」

  「ハイ？」

  「プロモーターとして、選手の個人情報を開示することは一切しません」

  「だって、神楽クンはわたしのことを……」

  「それは、光次郎が自分で調べあげたものです。関東ＡＦＣの機密保持はかなり厳格です。ですが選手の方は……。たとえ素顔を晒さらしていなくとも、頭髪の一部や遣う格かく闘とう技ぎが背景を探るヒントとなる場合もあります」

  　神楽光次郎も如きさ月らぎ杏あんばりの洞察力の持ち主であった。

  「時間です、ミスＳ。アリーナに向かってください。本当に健けん闘とうを祈ります」
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  　すごい数の観客が集まっていた。

  　急なマッチメイクで告知だって充分ではなかっただろうに、いつも以上に満員御おん礼れいであった。

  　スレンダー・ジェーンドゥの出場時間帯は放課後～夕方である。

  （みんな仕事は何してるのよ？）

  　そんな気楽な感かん慨がいにふけっていられたのも、出しゆつ撃げきドアが開くまで。

  　アリーナに踏ふみ出すと、結ゆ々ゆ子こは完全にスレンダー・ジェーンドゥにトランスした。

  「さぁ皆さん、お待ちかね。本日はＡＦ界初のスーパー・エキジビション・マッチ！　現在破竹の八連勝中。ＡＣＦの昇のぼり龍りゆう、スゥーレェンダー・ジェ───ンドゥ！」

  　反対側の出撃ドアが開くと、敵が現れた。

  「対するは、ＡＤＦの暴れん坊、恐怖の壊こわし屋、ザッキィ───・ザ・パワーラッシャ─────ッ！」

  　鼻まで覆おおわれているヘルメットと、一体成形のように見える大きな肩と胸部のアーマー。二の腕に輪っかのような装甲あり。オープン・フィンガーだがナックル・パーツは馬ば鹿かデカいのが特徴である。

  （パンチ主体の打撃系……）

  　男性用アーマード・スーツは金的を警戒して、腰部をスッポリとカバーするブリーフタイプが多い。

  　腿ももの装甲は薄うす手でで、膝ひざ下したからのアーマーは、ブーツ型。上半身に比べると下半身は生身がむき出しのようで貧弱に見える。全体のシルエットはコマのような逆三角形だ。

  （アーマード・スーツまでマッチョかよ！）

  　試合開始のゴングが鳴ると、十メートルくらいの間合いで、お互いに円を描いてまずは様子見である。

  （大おお崎さきだからザッキーって、ひねりもなにもありゃしない）

  　セイラのことを思うと怒いかりが湧わきあがってくるが、結々子はグッと自制した。

  　怒りはパワーも生むが、感情に身体からだを乗せると浮き足立ちかねない。武の道を歩む者が「平常心」を叩たたき込まれるのは、そういうことなのだ。

  （あれはゴリ大崎じゃない。ザッキー・ザ・パワーラッシャーだ）

  　結々子は自分に言い聞かせた。

  （わたしも鈴すず木き結々子じゃない。スレンダー・ジェーンドゥだ）

  　接近戦で「正体」がバレないように、トレードマークの紅あか毛げは、今日は編み込んである。

  　スレンダー・ジェーンドゥもスロースターターだが、ザッキーも慎重なタイプのようだ。

  　二人の「お見合い」にじれた観客がブーイングしだしたが、ザッキーに動じる様子はなかった。

  （我がが強い……というか、我を通すタイプ。厄やつ介かいな相手かも）

  　ちゃんと自分のファイトスタイルを持っていて、それに相当自信があるということだろう。

  　スレンダー・ジェーンドゥの攻こう撃げきの起点は、相手の攻めを受けてから返す、いわゆる「後の先」なのだが、発はつ剄けい拳けんにはもちろん「先の先」もある。

  　ザッキー相手には、後の先で横よこ綱づな相撲ずもうを取っている余裕はなさそうだ。

  　ジェーンドゥは右の足裏を床から紙一枚分だけ浮かせ、左脚の腿ももに氣きを溜ためて……跳とんだ。

  　右の上段突きから、左右の中段二度突き！

  　スピード充分で意表をついたつもりだったが、上う手まいバックステップで躱かわされた。

  （ボクシング？）

  　ザッキーは最後の突きをわざと浅く躱し、アッパーを打ってきた。

  　ジェーンドゥはその場でのけ反ぞって、床にビタッと両手を突いて躱しながら蹴けり上げた。

  　カウンターの拳こぶしにカウンターの蹴りで応おう酬しゆうしたが、左手でブロックされてしまった。

  　ジェーンドゥがバック転気味に起きあがると、自然と絶妙な間合いになった。だがザッキーは簡単に追って来ない。

  （手て強ごわい……）

  　相手が男だとか学校の先生だとか、そういうことはもう関係ない……というか、すっかり忘れた。

  　目の前の相手をどう倒すか。考えているのはそれだけである。

  　一度、戦せん端たんを開くと、ザッキーは怒ど濤とうのラッシュを掛けてきた。

  　直線的だが、微妙に左右にステップし、ジャブとストレートを不規則に織り交ぜて打ってきた。

  （速っ！）

  　外受けでは弾はじけず、ガードで受けた。

  　一発一発が重いけど受けきれないワケではない。

  「アーマード・スーツは体力差を是ぜ正せいする」

  （誰だれの言葉だったっけ……）

  　ザッキーのスタミナも予想外だった。

  　長いラッシュの果てに、ジェーンドゥはアッパー気味のボディブローを喰くらってしまった。

  　上半身狙ねらいのジャブやフックの連続で、ガードを上げていたところを狙いすました一発！

  （ぐっ……不覚！）

  　ボクシングの定じよう石せきなのかもしれないが、悔くやしいったらない！

  　腹に迫りくるパンチの風圧を肌に感じた瞬しゆん間かんに、外がい発剄で腹筋を固めた。

  　これは結ゆ々ゆ子この無意識の条件反射である。日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものだ。

  「外発剄は筋肉を瞬間的に固い鉄に変える」

  （もちろん比ひ喩ゆよ）

  　おかげでボディブローのダメージは内臓までは届いていない。

  　すぐさま反転攻勢に出た。

  　間合いを離はなされる前に、装甲の貧弱なザッキーの下半身を狙った左右の連れん蹴げり。

  　上半身への攻こう撃げきは、器用にローリングしながら躱かわされてしまう……。

  　しかし蹴り技への対応は得意ではないハズである。

  （特に下段は）

  　ザッキーは瞬時に反撃されるとは思ってなかったようだ。反応には焦あせりが見えた。

  　スレンダー・ジェーンドゥは左右の下段蹴りで押しこんで、突然、縦攻撃に変化。

  （見よ！　この華か麗れいな三段蹴り！）

  　相手の体中線に下から中段、上段と三発入れた……つもりが、上段蹴りで足首を取られた！

  （げっ！）

  　ザッキーは足首を引っぱって何か仕掛けてきたが、とにかく外すのが先決である。

  　少々慌あわてたが、相手に右脚を持たせたまま、ジェーンドゥは左脚で床を蹴って上段回し蹴りを放った！

  （かすった！　けど……外れ。チッ）

  　おかげでザッキーは手を離したが、ジェーンドゥは棒のように床に落ちた。

  　そのままゴロゴロと回転し、攻撃間合いを外してから起きあがった……が、何かおかしい！

  （右脚が曲がらない！　あっ……、コイツ！）

  　ジェーンドゥの足を取った瞬間、ザッキーはアーマーの関節部に攻撃を加えていたのだ。

  （ボクシング・スタイルなのにオープン・フィンガーなのはそういうことか！）

  　そもそもザッキー・ザ・パワーラッシャーはボクサーではない。いやボクシング経験が長いのは確かだろうが、それだけの選手ではなかった。

  （きっとシュートボクシングかなんかやっている！）

  　あるいはロシアのドラッカか、中国の散さん打だか……。

  　試合前に渡される選手プロフィールは、アーマード・スーツのスペックがメインで、選手が何系の格かく闘とう技ぎを遣うかの記載はほとんどないのだ。

  　ザッキー・ザ・パワーラッシャーは、ボクサーの振りをしたサブミッション遣いだった。

  （チッ……。ヤラレた！　なんかヤラレた気がする）

  　しかしアーマード・ファイトで関節ワザをつかうヤツがいるとは……。

  　合理的で通好みのワザだが、寝技や関節技は見た目が非常に地味だ。わざわざアーマード・ファイトで使う選手がいるとは思わないだろう。

  （これまで、さぞかしブーイングを受けただろうに……）

  　そんなノン気なこと考えている場合ではないが、これもまた平常心である。

  　実際に、立ち上がってから十秒も経たっていない。

  　スレンダー・ジェーンドゥの頭は超高速回転で、思い、考え、立て直しに必死だった。

  　膝ひざが壊こわれて曲がらない右脚部を、股こ関かん節せつから持ち上げる。

  　右脚に意識を集中させ床に踵かかとを思いっきり落として、打ちつけた瞬しゆん間かんに発はつ剄けいで氣きを通す。

  （おっ、やった！）

  　ジェーンドゥの右膝は上う手まい具合に角度がついて曲がった。

  （戻らないけど……。でもコレならなんとかなる！）

  　ザッキーは余裕でタックルを掛けてきた。

  　今度は左脚を潰つぶす気だ。

  　時間の流れがスローモーションに感じられ、ザッキーの口角がつり上がるのが見えた。

  　この瞬間結ゆ々ゆ子こには、狂きよう狼ろうカグラ……リング名、なんたらウルフがやられたことを悟った。

  　おそらくアーマード・スーツの全部の関節を壊され、身動きできなくなったところでサンドバッグにされたに違いない……。

  （させるか！）

  　スレンダー・ジェーンドゥは動かなくなった右脚を軸にして、左脚の膝をたたんで前まえ蹴げり状態で、つま先を天高く向けた。

  　取ろうとしていた足が高く上がったので、ザッキー・ザ・パワーラッシャーは条件反射で、つい顔が上向いた。

  　ジェーンドゥは踵落としの要領で、左脚を振りおろした！

  　このキックはギリギリ、入って来たザッキーのあごをかすった……。

  　目の前でマッチョな巨体がグラリと揺れた。

  「やった！」

  　次の瞬間、結々子は大おお崎さきに対する感情を一挙に解き放った。

  　動けない人間をボコボコにして愉たのしむ残ざん虐ぎやく性せい。

  　セイラを隠し撮りして執しつ拗ように迫る執しゆう着ちやく心しん。

  　教師を隠れミノにしている抑圧者……。

  　怒いかりを発剄に乗せ、くずおれるゴリ大崎の首に手刀を叩たたき込んだ。

  　これぞ真の発剄拳けん！

  　父親に「あまりやるな」とたしなめられている内ない発剄の技……。

  『発剄手刀断だん頸けい拳けん』

  　ドスンと丸太ん棒のようにザッキー・ザ・パワーラッシャーは倒れた。

  「ウィナアァ───、スレンダー・ジェ───ンドゥ！」

  　アリーナが揺れるような大歓声。

  　集中しすぎて試合中は観客の声は聞こえてなかった。今は割れんばかりである。

  　ザッキーはピクリとも動かないので、機動台車に乗せられて退場した。

  　今は気絶しているが、目がさめたら驚おどろくだろう。

  　どこも悪くないのに身体からだが動かせない。

  　脊せき髄ずいに叩たたき込まれた氣きによって、脳からの神経伝達は一時的に遮しや断だんされており、身体が痺しびれた状態になっているハズだ。

  （まぁ二十四時間もしないうちに回復しちゃうけどね。でもこれでゴリは、明日休校決定！）

  　退場に関してはスレンダー・ジェーンドゥもザッキーと似たり寄ったりの状態であった。

  　結ゆ々ゆ子このガイコツ君は右みぎ膝ひざが動かなくなっているから、歩きにくくてしょうがない。

  　結局、立った状態で機動台車に乗せられて退場したのだ。

  　更衣室でやっと、スレンダー・ジェーンドゥから鈴すず木き結々子に戻った。

  （ふう～っ。さすがに今日は疲れました……）

  

  ５　ひみつ

  

  　大おお崎さき先生病欠の情報をつかんだ杏あんの行動は早かった。

  　他の先生が出払っているタイミングで、体育教官室に出向いて、ゴリの机をガサ入れした。

  　万が一、先生方が戻って来ても「写真部の予算申請に、部員の名めい簿ぼが今日中に必要で、大崎先生の机を見させてもらってます」とかなんとか、もっともらしい理由もこしらえていた。結局、その言い訳は使わずに済んだのだが。

  　写真部の部室のガサ入れはもっと簡単だった。生徒会の権力を最大限利用して強制執行である。

  「このクラブハウス棟からタバコの煙らしいものが上がっていると、生徒から通報を受けました。全部室内の所持品検査を行います」

  　高圧的な態度で写真部員を追い出した。

  　写真部員たちは身に覚えのない事だが、やましいところなどないのですぐに応じた。

  　部室内は整然としてキレイなものだったが、一箇所だけ小汚い場所があった。

  　大崎五ご郎ろう教諭は、暗室の奥に「第二暗室」を設け、そこは事実上、ゴリの私室で部員はアンタッチャブルであった。

  「これがビンゴ。お目当てのモノはそこにあったのよ」

  　杏は冷静に語った。

  「ガサ入れ」から三日後、結々子と杏とセイラは『純喫茶　灯ともしび』に来ていた。

  　杏を前に、結々子とセイラは並んで調査結果を聞いている最中なのである。

  （セイラのために目に見えてがんばったもんね。わたしは人知れずにだったけど……）

  　それについては結々子は、秘ひそかに大きな満足感を得ていた。

  「……で、見つけたデスのか？　セイラの隠し撮りのネガ？」

  　セイラはいつもの帰国子女語に戻っていたが、ちょっと照れ隠しのようにも聞こえる。

  「あったよ。他にも面おも白しろいモノ多数。いや不愉快なモノだな」

  　何と大おお崎さき先生は他の生徒も盗撮しており、更衣室や女子トイレを写したモノまであったという……。

  「マジでオーマイガッ……デスのね！」

  「うわぁ～……」

  「ホント気持ち悪っ！　わたしの着替えとか撮られてた？」

  「被害者の個々の情報については公表はできない。けどあの変態野郎、校舎内の隅々まで撮ってたよ……」

  「ぎゃ～～～っ。わたしの恥はずかしい写真も絶対にあるでしょ！」

  「しかし、どうか安心してほしい、貴重な証拠物件であったが、個人が特定できる写真は全すべて焼却処分した」

  　杏あんはニカッと笑った。

  「デジタル技術がまだイキで、大昔みたいに世界中がネットワークでつながっていたら……。ネガを焼いてうんぬんなんて、かわいいハナシじゃなかったよ」

  「でも無事に盗撮写真を奪だつ還かんできて良かった良かったってハナシでしょ。大崎先生の自宅までガサ入れしなくて済んでよかったじゃん。さすがの杏ちゃんも教職員の自宅までは調べられないでしょう」

  「んん～。でも、写真は自宅にはないと確信していた」

  「どうしてデスのか？」

  「調べたんだが、ゴリは母親と二人暮らしで、この母親というのがゴリを溺でき愛あいしているらしい……。ゴリは重度のマザコンなのだよ」

  （うわ……気持ち悪い度数アップ）

  「盗撮写真なんて母親に見つかったら大変だろ。だから隠し場所は学校と踏ふんだのさ。『第二暗室』こそ、ヤツの真の安らぎの場だ。あそこはヤツのトロフィールームだったのさ」

  　まるでシリアルキラーとプロファイラーの対決のようである。

  「杏ちゃんの調査能力。すごーい……デスのね」

  「変態教師め。どうしてくれよう」

  　今さらながら、結ゆ々ゆ子こは憤いきどおった。

  「もう手は打った。ゴリは二度と弥み勒ろくには来ない」

  「え……？」

  「本来なら刑事事件だけど、公にしてスキャンダルになったら、不愉快な思いをするのは弥勒の女生徒の方だ。諭ゆ旨し免職で手を打った」

  　淡々と話す杏が結構、怖い。

  　結々子とセイラは顔を見合わせた。

  「ああ、一枚だけ焼却しなかった写真があってな……」

  　杏あんは裏返しのまま、その一枚をテーブルの上で滑すべらせた。

  　セイラは手もとに送られた写真をひっくり返して見た。

  「あ！」

  「わ～。ステキ……」

  　雨の校庭で小走りするカップルを真正面から捉とらえたショット。

  　背の高い青年がジャージの上着を傘かさ代わりにして、金髪の美少女をかばっている。

  　寄り添う二人の距きよ離りが自然で、それは一枚の絵のようだった。

  「燃やすには惜おしいと思ってね」

  「ハ……恥はずかしいよデス！」

  「そんなことないよ！　すごくキレイな写真だよ」

  　思わず結ゆ々ゆ子こはため息をついた。

  「汚れたゴリが撮ったとは、思えない奇跡の一枚だろ」

  「違うわ。二人の美しい青春の輝かがやきが、ゴリのスケベ心に勝まさった証拠よ」

  「ゆーゆ、真顔で言うなよデスのよ。顔から火が出るじゃんデス！」

  　三人は声を合わせて笑った。

  「……でもセイラ、この写真、大事にするデス」

  「うん。それがいいよ」

  「それにしても、ゴリは都合よく病気になってくれたと思わない？　しかし一日だけ意識不明になるなんて、どんな病気だ……」

  　杏が、じっと結々子を見つめた。

  （うわっ。わたしの目をのぞき込んでいる！）

  「さ……さぁ？」

  （杏ちゃんにいくつも秘密を隠し持つのは至難のわざかも……デス）
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   エピソード３　「夏への戸」

  

  １　十連勝興行

  

  　鈴すず木き結ゆ々ゆ子こは平へい穏おん無事な暮らしを望んでいた。

  　具体的に言えば、友達と笑い合える学校、家族の待つ家……。

  （家族は……ちょっとワケありだけど、ないワケじゃない）

  　結々子は、徹てつ夜や明けでショボショボ顔の三さぶ郎ろうを思い出してちょっとほっこりした。

  （過ぎた贅ぜい沢たくもしてないし、人様に迷惑もかけていない………………ってのに、なに！）

  　今、結々子は町工場のような臭においの中で、むさい男どもに囲まれていた。

  　しかも半裸状態で、全身にヌルヌルゼリーまで塗ぬりたくっているのに、周りの男どもはガイコツ君に夢中で、十七歳のピッチピチ・ボディには見向きもしない。

  　ここはハンガーと呼ばれているＡＦ選手控え室兼アーマード・スーツ整備場である。

  「勝っても負けても、今度は記念的な試合になります。もちろん、あなたの勝利を信じていますよ。ミスＳ。そこで、なるべく派手な衣装でお願いします」

  　座長から直々に、そのような注文があったので、結々子は珍めずらしくビキニタイプのボディスーツ（しかも金色）を着ているのだが……。

  （しかし、アーマー装着しちゃうと見えないんですけど）

  　夏も近づいており、ＡＣＦの選手はより露ろ出しゆつ度どの高いボディスーツ（要するにビキニ）の着用を推すい奨しようされているのだ。あくまでも推奨で強制ではないが……。

  　座長は試合内容については厳しく本格派志向なのだが、その一方で「客寄せ」のアイデアもいろいろ出してくる。

  「もうすぐ夏ですしねぇ……」

  　そう言いつつ座長本人は、相変わらずダークスーツで季節感ナシである。

  　この試合の打ち合わせのため、結々子が事務所を訪れたのは十日ほど前であったか……。

  （しかしヌルヌルな上に金のビキニって、なんか風俗嬢じようみたい……。調子こいて勝ち過ぎちゃったってこと？）

  　親友セイラのピンチを人知れず救ったことに多大な自己満足を覚え、そのことに関しては全く後悔はしていない。

  　しかしその結果、九つも連勝を重ね、次の試合は「十連勝が掛かった大一番」という事になった。

  　メカニックたちは試合前の最後の調整に忙しそうである。

  　そんな中、チーフが結々子の元にやって来た。

  「ジェーンドゥ。前の試合でザッキーを倒した時、なにかやっただろう」

  「ハイ……？」

  　一応、すっとぼけてみたのだが、メカニックたちはお見通しのようであった。

  「ほら、最後の空手チョップだよ。ジェーンドゥは、微弱電流を自分でチャージできるのかい？　スゲー機能が付いてるんだな」

  （いや、わたし、メカじゃないんですけど……）

  　それは発はつ剄けい拳けんの奥おう義ぎである。

  　体内に溜ためた氣きを打だ撃げきに乗せて、相手の身体からだに叩たたき込む内ない発剄の技だ。

  　奥義系の技は「あんまり遣うな」と、父親にたしなめられていたのだが、発剄拳の極きめ技は多かれ少なかれ内発剄を使う。

  「おれたちもジェーンドゥにインスパイアを受けて、スーツをカスタマイズしたんだ」

  「ああ、そりゃどーも……」

  「ジェーンドゥの体内電流チャージを感知したら、スケルトンＶＦＸのナックル・パーツも呼応して、一時的にエネルギーをアームの反復サーキットに回す。つまりジェーンドゥのチャージに合わせて、スケルトンも本当にチャージを開始するワケ。でもってナックルが相手にインパクトした瞬しゆん間かんに溜めてたチャージ電流を解放する」

  「ええっ！　それって……」

  「効果はスタンガンに近いかも」

  「レギュレーション違反じゃないんですか？」

  「ん～、ビミョー」

  「おいおい、ビミョーって……」

  「禁止されてる武器持ち込みには、ギリギリ引っかからない……と思う」

  「だってスタンガンは武器でしょう？」

  「ナックル・パーツにスタンガンを装着したワケじゃないし、電流の強さはジェーンドゥのチャージ量に依よる。それにずっとビリビリできるワケじゃない。インパクトの一瞬だけだ」

  「それでも、なにか仕込むのは卑ひ怯きような感じがするんですけど……」

  「それを言うなら、ジェーンドゥの拳法自体ヒキョーじゃん。あんな技を使えるのは君だけだろ」

  「ううっ！　そりゃそーだけど……」

  「レギュレーション違反に当たらないと思うのは、君以外には使えない仕組みだからだよ」

  「う～ん。これって、カスタマイズ？」

  「発動のさせ方だけど、ジェーンドゥが必殺技を出す前のあの決めポーズで、スケルトンＶＦＸのアーム・パーツでチャージ・オン！」

  「ハイ？　なんですか、決めポーズって？」

  　ルチャリブレではないのだから、試合中にそんな余裕はない。

  　詳しく聞いてみると、チーフの言うところの「決めポーズ」というのは、発剄拳の「構え」のことらしい。防御から攻勢に転じた時の「前屈立ち」を指しているようであった。

  　結ゆ々ゆ子こ自身は小さい時から叩たたき込まれているので、意識しての決めポーズではない。ほとんど条件反射である。

  　間合いを取って離はなれると自然に構え、相手に隙すきを見つけたら瞬しゆん時じに攻める。

  　その刹せつ那なで、①スイッチオン→②チャージ→③ビリビリアタックなどとできるのだろうか？

  「今日の試合、大変なんだろ。おれたちはジェーンドゥを応援してるからさ。当たり前だけど。少しでもサポートができればいいなって思ってさ。上う手まくすればパンチ力が×一・三くらいになる。まぁお守りみたいなもんだな」

  「あ、ありがとうございます」

  「がんばってな。Ｖテン。マジで期待してるからさ」

  「押お忍す！　がんばります」

  　チーフはアポロキャップを目ま深ぶかに被かぶって、ガイコツ君のところに戻って行った。

  　今日の試合はハードだ。

  　三対一のハンディキャップ・マッチ。

  　先日の打ち合わせの時、座長はこうのたまったのだ。

  「先日の異性間マッチは大好評でしたよ。ミスＳ。ちなみにあれは『Ｃ＆Ｄマッチ』と名付けることにしましたが、そこで今回はあれに勝るとも劣おとらない企画……インパクトのある試合をうたねばなりません」

  「はぁ……？」

  　Ｃ＆Ｄマッチ（キャット＆ドッグ？）は、弥み勒ろく学園男子部生徒会長・神楽かぐら光こう次じ郎ろうの企画だった。

  　座長はこの見習いプロモーターに、大いに刺激されたようである。

  （神楽クンが認められたと言うべきか、座長さんが子どもっぽいのか）

  　濃いサングラスの奥の表情は全く読めないが、ろくでもないことを考えているに違いない……。

  「ハンディキャップ・マッチなんて、いかがでしょう。三対一。スレンダー・ジェーンドゥの十連勝を阻はばまんとする刺し客かくトリオ。どうです？」

  「はぁ！　無理に決まってるじゃないですか！　アーマード・スーツで三対一なんて。こっちは勝ち目ナシ。なにが『どうです？』ですか！」

  「だから、ハンディキャップ・マッチなんですよ。なにもスレンダー・ジェーンドゥだけが不利なのではない。相手はルーキーたちを用意しています」

  「ハイ？」

  「新人相手なら三対一でも、おつりが出ますよ」

  「出ません！」

  　断固たるブーイングをしつつ、結ゆ々ゆ子この頭の中では、複数の相手を想定した発はつ剄けい拳けんの「型」と「約束組み手」を思い出していた。

  （剄けい成せい四段と七段・後手は、複数の敵に対応していたのよね。あれは何人相手の場合だったっけ？）

  　ついついリアルめなシミュレーションを始めてしまった。

  　座長は敏感にそれを見透かしたのか、間髪容れずに結々子に申し込んだ。

  「それでは、そういうことでヨロシク」

  「……うん。三人までなら、なんとか……」

  （……ってわたしのバカ！）

  　慌あわててこの無む茶ちやなマッチメイクを否定したのだが、もう後の祭りであった。

  「アーマード・スーツは人数差を是ぜ正せいできます」

  「できるか！　単純にアーマード・スーツ同士で三対一じゃない！」

  （それに、どっかで聞いた言い回しのセリフだし……）

  　それでも結局、結々子はハンディキャップ・マッチを引き受けてしまった。

  

  ２　脅迫状

  

  「はぁ～～～～……」

  　どうせ誰だれも聞いていないので、結々子はハンガーで思いっきり大きなため息をついた。

  　今日の試合……『スレンダー・ジェーンドゥの大一番！　成るかＶテン？』（って知るか！）を迎えるにあたって、実はハンディキャップ以上に深刻な問題を抱え込んでいた。

  　予期せぬトラブルが発生しているのだ。

  　おかげで結々子は微妙なコンセントレーションで、「大一番」とやらに臨むハメになってしまった。

  　試合の前日、結々子の自宅（正確には田た中なか先生のマンション）に、結々子宛あての手紙が届いたのだ。

  



  
    ＊
  


  

  　　　前略、鈴すず木き結々子様

  

  　前略といったら前略。

  　ハロー、スレンダー・ジェーンドゥ。

  　お加減いかが？

  　まずは九連勝おめでとう。

  　貴女あなたって本当にお強いのね。何しろ破竹の九連勝。男にも勝っちゃうし。

  　世間様にも充分に貴女の強さは伝わったと思うの。

  　でも、ちょっと飽きたわ。

  　順風満まん帆ぱんなんて見ていてつまらない。特に他人のはね。

  　出る杭くいは打たれるともいうわよね。

  　十連勝なんてしたら、これから先、貴女の人生はずっとつまらなくなると思うわ。

  　高校を中退させられちゃったりしてね。

  　人生って意外な方がオモシロイわよ。

  　強いと思ってたヤツがコロッと負けちゃうとかね。

  　明日の試合、がんばってね。

  　では、ごきげんよう。



  
    ＡＣＦの楽しさを守る会
  


  追伸　がんばりすぎると、ステキな後見人が職をなくしたり、貴方の目の前から永遠にいなくなったりしちゃうかもね。

  

  　読んだ瞬しゆん間かん、結ゆ々ゆ子こはうなじの産うぶ毛げが逆立つのがわかった。

  　瞬間湯沸かし器的に頭にきたのだが、ジワジワっと寒気がおそってきた。

  　手紙はタイプライターで書かれていて筆跡はわからない。もちろん差出人不明で、女っぽく書いてはいるが書き手の性別も不明。

  　こういうおかしな手紙をもらうのは、実は初めてではなかった。

  　スレンダー・ジェーンドゥ宛あての手紙は、事務所に届き、座長の判断で見せてもらえるのだ。

  　ジェーンドゥが連勝し始めてから、脅きよう迫はく状じようまがいというか正真正銘の脅迫状が増えたのだ。

  　ＡＦはスポーツライクな格かく闘とう技ぎだが、あくまでも地下興行である。

  　試合は全部、賭かけの対象だ。

  　一般の観客が一日でどれだけ散財し、ＶＩＰと呼ばれる上客の間で一晩にどれだけの金が動くのか、結々子は全然知らないし興味もない。

  （競走馬が、客の財布の中味なんて知ったこっちゃないのと同じ）

  　スレンダー・ジェーンドゥに賭けて儲もうけた人もいるだろうし、その逆もいる。

  　逆さか恨うらみした人が、おかしな手紙を送って寄こす。

  　それを見せられたところで選手たちにはどうしようもないのだが、一部の客にそういう手合いがいるということを、知らせておくのがフェアだと座長は考えているようだった。

  （だけど今回のコレは深刻だぞ。だって届いたのが自宅マンションで、鈴すず木き結々子宛なんだよ）

  　脅迫者は結々子の名前も住所も握っているということになる。

  （いったい誰だれ？　どうやってわたしのことを知ったの？）

  　消印は最も寄よりの郵便局である。得え体たいの知れないヤツが、このあたりをウロウロしていたかと思うとゾッとした。

  「どうした？　結ゆ々ゆ子こ君。昼間、なにかあったのかい？」

  「んん。なにもないですけど」

  「そうか」

  　徹てつ夜や明けで起きてきたばかりの田た中なか三さぶ郎ろうは、寝ぐせヘアーで大あくびだった。

  　外では見せない無防備な顔。

  　結々子が「家族」を実感する一いつ瞬しゆん。かなり距きよ離りがある家族ではあるが……。

  （まだ、お兄ちゃんて呼べないし）

  　手紙のことを三郎に気づかれなくてホッとした。

  「あ……あの、明日のバイトなんですけどぉ、ちょっと長引くかも」

  「あ、そーなの。その、大だい丈じよう夫ぶなの？　わざわざ夜間シフトとか入れない方がいいんじゃない？」

  「そ、そんなには遅くならないから」

  「あんまり無理しちゃダメだよ。君は体力がある方じゃないんだから……」

  　結々子は言葉に詰まってしまった。
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  （わたし、先生に秘密があって、ウソをついているんだよね）

  　今のが一番新しいウソだ。

  　つくたびに小さな罪悪感がたまっていく。

  （ちゃんと話した方が、いいんだろうけど……）

  　脅きよう迫はく状じようは田た中なか先生にも危害を及ぼすようなことを、ほのめかしているのだ。

  　だが結ゆ々ゆ子こ自身は、実際に先生になにかされるとは思っていなかった。

  　田中三さぶ郎ろうは慎重な性格である上、超々出で不ぶ精しようなので学校がない日はこのマンション……いや自分の部屋から、ほとんど出てこない。

  　それにこのマンションは結構、セキュリティーはガッチリしているのだ。

  　玄関は二重ロックで、エントランスには二十四時間体制で警備員が詰めている。

  （男の一人暮らしなのに、なんでこんなマンション選んだんだろう？）

  　実際には簡単に手出しできないだろうが、三郎はいざという時、どこか避ひ難なんできる場所はあるのだろうか？

  「先生の実家って、どこですか？」

  「えっ？　なんでそんなこと訊きく？」

  （えっ……なに？　怒おこったの……？）

  　三郎はマジでちょっと厳しい顔になっている。

  （なになに？　そんなマズい質問だったの？）

  　しばし気まずい沈ちん黙もくの後、三郎がボソッと答えた。

  「いろいろあって、実は僕も実家と没交渉だ。もう何年も連絡を取っていない。あっちは、今、僕がどこに住んでるか、誰だれと住んでるかも知らない……と思う」

  「あ……その、ごめんなさい」

  「いや。君が悪いんじゃない。こちらこそごめん」

  　三郎は、げた箱に置いてあるメモ用紙になにか書き込むと、ちぎって結々子に寄こした。

  「君の叔お父じと叔お母ばだ。コレが住所。会いたければどうぞ」

  　そう言い残すと、さっさと自室に入ってしまった。

  （これだよね。この程度……なんだよね）

  　日々一いつ緒しよに暮らしてるのに、結々子と三郎はお互いのことをほとんど知らない。

  　それは、こんなちょっとしたことであらわになるのだ。

  　残された結々子から自然にため息がもれた。

  （ちくしょう！　こんな脅迫状のせいで、踏ふまなくてもいい地雷を踏んじゃったじゃない）

  　しばらく犯人について、いろいろ考えてみたが……やめにした。

  　結々子は自分をそれほどバカだとは思っていないが、如きさ月らぎ杏あんのような頭の良さはない。

  （犯人捜しで悶もん々もんと過ごすのは、思考の空転。今夜、わたしにできるのはさっさと寝ちゃうこと）

  　……というワケで無理矢理寝た。それでちゃんと寝てしまえるところがタフである。

  　おかげで今朝はいつもより早起きができ、いつもより早く登校した。

  「杏あんちゃんたちと待ちあわせなの」

  　また小さいウソ。

  「いつもこのくらいなら遅刻なくなるのにね。結ゆ々ゆ子こ君」

  「えへへへへ」

  　昨日の一件には一切触れず、いつものように二人で朝食。

  （先生の実家の話は、もうしないと思う。多分）

  　珍めずらしく結々子は、三さぶ郎ろうよりも早くマンションを出た。

  　杏から、生徒会は一般生徒より登校が早めだというのを聞いたことがあった。

  　いわく「事務という名の雑用」だそうだけど、おそらく男子部の生徒会も似たり寄ったりだろう。

  　結々子は昨夜、神楽かぐら光こう次じ郎ろうに脅迫状の一件を相談することを思いついたのだ。

  　同系列校の同学年、地下興行の関係者、如月杏と同等の洞察力……。

  （まさに、うってつけ！）

  　しかし結々子は神楽光次郎の住所も電話番号も知らない。

  　だから始業前に彼となんとかコンタクトして、放課後までに次善策を練ってもらおうという魂こん胆たんなのだ。

  　そのため結々子としては異例の早朝登校となった。

  　せっかくの早起きを無む駄だにしては元も子もないので、チャリンコハイウェイをいつもより増して、必死に走った。

  　奥の自動車レーンをピンク色の大型車が走りぬけて行くのが、目の端はしに映ったような気がしたが、今はそんなこと気にしている場合ではない。

  　おかげで、始業時間前に学園に到着できた。

  　結々子は愛車を男子部正門に回し、ここで神楽光次郎を待ち伏せするのだ。

  　男子がチラホラ登校してくるが、必ず結々子をチラ見してから正門に入って行く。

  　結々子から出向くのはこれで二回目になり、これではまるで神楽光次郎に入れあげているように見えてしまう……。

  （ヤバイ！　田た中なか先生は今日、男子部で授業だった気がする。早くしないと鉢合わせしちゃうじゃない！）

  　結々子はちょっと焦あせりを感じてきた。

  （神楽クンはもう生徒会室にいるんじゃないのかな……）

  　不安がよぎった瞬しゆん間かん、後ろから声をかけられた。

  「おはようございます。鈴すず木きさんじゃありませんか。どうしました？　こんな朝早くに？」

  　結ゆ々ゆ子こは黙だまって背中のデイパックから、例の「脅きよう迫はく状じよう」を取り出して、神楽かぐら光こう次じ郎ろうに渡した。

  「ん？　これは……」

  　神楽は文面を一いち瞥べつすると見る見る顔が曇くもった。

  「高たか柳やなぎさんには？」

  「昨日の今日で、人に見せるのは神楽クンが初めてよ」

  「それは光栄です。預かってもよろしいですか？」

  「お願いします」

  　ただし脅迫文の追伸部分はカットしてある。

  　神楽光次郎は、結々子と田た中なか先生との同居を無論知らないだろうし、座長も結々子の履り歴れき書しよは持っていても戸こ籍せき抄しよう本ほんまでは調べていないだろう。

  「どんな打つ手があるかな？　放課後までにアドバイスをくれるとありがたいんですけど」

  「わかりました」

  　結々子は用件だけ伝えると、さっさと女子部に引きあげた。

  　今日は遅刻はないが、始業前にどっと疲れてしまった。

  （こうなったのは全部、あの脅迫状のせいだ！）

  　結々子はまだ見ぬ犯人に怒いかりを燃やした。

  

  　いつものように『純喫茶　灯ともしび』で秘密ミーティングがはじまった。

  　暗い店内に似合っている落ち着いたオーク材のテーブルを挟んで、結々子と神楽光次郎は向き合った。

  「犯人わかりました？」

  「脅迫状見た瞬間に察しはついたのですが」

  「えっ！　わかったんですか？　誰だれ？」

  「まだ確証はないので、申し上げられません」

  「時間、ないんですけど！」

  「わかってます。犯人は考える暇ひまを与えないように興行の前日に、この手紙が届くようにした。抵抗や反はん撃げきを封じるためです。僕に相談したのは賢明でした」

  　結々子はよっぽどコワイ顔になってたらしい……。神楽はちょっとビビった様子である。

  「まぁ、取りあえず僕の話を聞いてください。順序立てて話しますから」

  　神楽探偵の推理が披ひ露ろうされた。

  「まず、情報流出はアーマードファイトクラブからではないですね」

  「なんで、わかるの？」

  「選手らの個人情報書類は、暁あかつき町ちよう支部なら事務所の奥の部屋で厳重に管理されています」

  「奥の小部屋の鍵かぎが頑がん丈じようだからって、それで安心とは言いきれないでしょ。現にわたしの情報は脅きよう迫はく者しやに漏もれてるし……」

  「アーマードファイトクラブの選手情報は、暗号化されているのですよ」

  「暗号化？」

  「書類を盗んだとしても、おそらく訳のわからん数字が羅ら列れつされてるだけでしょう。解読の鍵となるコードブックがないと読めないんですよ。そのコードブックは高たか柳やなぎさんが管理しています。事務所からの流失はないです」

  「じゃあ……？」

  「弥み勒ろく学園からでしょう」

  「学園だってセキュリティーは固いんでしょ？」

  　神楽かぐら光こう次じ郎ろうは鼻で笑った。

  「実は、表沙汰になっていませんが、一週間前に弥勒でちょっとした騒さわぎが、あったんですよ」

  「なんか事件でも？」

  「部外者の潜せん入にゆうです。正確に言うと、ＯＢというか何年か前の中退者グループですね。弥勒の制服を着て放課後、数人で学校に入り込んだのです。目的は恨うらみのある教諭へのお礼参り。ただ、お目当ての教諭も退職なさっていた。そこで個人情報書類の保管室に押し入った……という話です」

  「で？　どうなったんですか？　その中退ＯＢたち？」

  「捕まりましたよ。未み遂すいで。一応、警察署で勾こう留りゆうされ調書も取られたようですが、実際はなにも盗まれておらず、まぁ軽犯罪です。あまり表おもて沙ざ汰たにしたくない学園の意向もあり、保護観察で釈しやく放ほうです」

  「へぇー……」

  「おそらく、そのグループの内の誰だれかが女子部にも潜もぐり込んで、鈴すず木きさんの個人情報を盗み出した」

  「いっ……！」

  「そもそも、センコーへのお礼参りなんて動機がアナクロ過ぎる。彼らは誰かに雇われていて、最初から鈴木さんの個人情報が目当てだったのではないでしょうか」

  「そんな……バカな！　わたしが？　わたし目当て……って。たかだか一女子高生のプライバシーを知るために、学校に押し入るんですか？　ありえない……」

  「ただの一女生徒じゃない。スレンダー・ジェーンドゥの情報ですよ」

  「な……なんで？」

  「脅きよう迫はくのネタ探し。犯人は最初から鈴木さんが弥勒の生徒だということは知っていたようですね。そこまでわかっていたのなら、何かもっといいネタはつかめなかったのでしょうか？」

  　結々子は内心ギクリとした。

  　それが後見人兼同居人の田た中なか先生情報だったワケだ。

  「ところで、生徒の書類ってどこに管理されているか知っていますか？」

  「事務室……とか？」

  「みんなフツーにそう考えますよね」

  「いや、フツーの生徒はそんなこと考えないかも……」

  「実は、図書室の奥の司書室のさらに奥の部屋で管理しているんですよ。女子部も同じハズです。一般生徒には知らされてないのですがね」

  「はあ……」

  「これで脅きよう迫はく者しやの正体がかなり絞れます」

  「え？　どうしてです？」

  「生徒の個人書類の保管場所は学園関係者の一部しか知らない」

  「で、いったい誰だれなんですか？」

  「特定はもう少し時間が必要です」

  　じらされた結ゆ々ゆ子こは少しイラついた。

  「ところで、今日の試合は出場しますか？」

  「当たり前です！　脅迫状にビビッて、取りやめたりしたら、ＡＣＦの選手なんかできなくなるし」

  「なるほど。それでは質問を変えます。勝ちます？」

  「それは確約できないけど、全力でやります！」

  「負ける気は、ないのですか？」

  「ハイ？　神楽かぐらクンはわたしに八や百お長ちようやれっていうのですか！」

  「それが脅迫者の要求です。応じるという選せん択たく肢しもありますよ」

  「それは絶対にイヤ！　こんなヒキョーな脅おどしに屈したらダメです。一度、折れちゃったら、こーゆー要求ってどんどんエスカレートするでしょ。神楽クンに犯人捜しを頼たのんだのは、そいつをとっちめてやりたいからです！」

  「なるほど。鈴木さんはアーマードファイターの鑑かがみです。ガチが売りの地下興行は、すぐ八百長に転ぶようなヤワな選手は要りませんからね。安心しました。ぜひ今日の試合、勝ってください。脅迫者も観戦に来るはずです。あなたの試合内容が犯人をいぶり出す薪まきになる」

  　そうして、神楽光こう次じ郎ろうと結々子は別々に事務所に向かった。
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  　これが結々子の抱えている現在進行形のトラブルである。

  　座長にも状況を打ち明けたが、だいたい神楽光次郎と同じような反応だった。

  　二人して「犯人いぶり出しミッション」を始めて、当事者の結ゆ々ゆ子こはさっさとアリーナに追い出されてしまった。

  「ジェーンドゥ。装着、いい？」

  「ちす。お願いします」

  　メカニックたちが、移動台座に載せてガイコツ君を運んできた。

  　発はつ剄けいスタンガンを仕込んであるせいか、アームパーツは一回り大きくなっている感じがする。

  （あれ？　手足の装甲が金色に変わっている）

  「強度アップに成功したんだぜ。スケルトンＶＦＸ・ライトリミテッド・ゴールドエディションだ！」

  　結々子の用意した金色ビキニと偶然色が合ってしまっているので、何か演出過か剰じような感じもしてちょっと恥はずかしい。心持ち大きくなったアームパーツだが違和感はなかった。

  「ジェーンドゥ。出られます」

  　出しゆつ撃げきドアを開けるサイレンが鳴り響ひびく……。

  

  ３　ＶＩＰルーム

  

  　アリーナの天てん井じよう近くには個室ブースが設けられていた。

  　ブース自体はさして広くないが、中に入ると正面の壁はアリーナ全体を睥へい睨げいできる大きな窓ガラスがはめ込まれている。

  　暁あかつき町ちようのアリーナには、このＶＩＰルームが壁一面につき五つ。四面で合計二十の個室があった。

  「今日は最強の刺し客かくとして名を上げるのか、それとも三匹まとめて、かませ犬になるのか？　ＡＣＦ界の超新星！　旋せん風ぷうを巻き起こせ！　アーマードファイター三人娘！　ミラクルゥー・パワフルゥ──・ワンダフォ───・イン・ヤン・ヨォ──────ッ！」

  　部屋の隅のスピーカーから、巻き舌のアナウンスが響いてきた。

  「来た来た来たーっ！　ウチの新人ちゃん三人組よ。今日こそアイツをぶっ飛ばしてやるわよ」

  　神かみ矢や崎ざき蘭らん子こは革張りのソファーから立ち上がった。

  　どこかのプリンセスのような派手なドレスを着ている。

  　大きく背中があきながらもエレガントなデザインは、華きや奢しやな蘭子には良く似合っていたが、ここはＡＣＦのアリーナである。

  　いくらＶＩＰルームとは言え、場違いなことはなはだしい。

  　手に持っているストロベリーシェークの容器もドレスアップした衣装には不釣り合いだ。

  　蘭子はＴＰＯのセンスが少しズレている。学園だと制服なので、そういうズレ具合は露ろ呈ていせずに済んでいたが。

  「いよいよ十連勝なるか！　ここは試練の大一番だ。三人の刺し客かくをどうさばく？　ＡＣＦの昇のぼり龍りゆう、スーレェンダァ──・ジェ─────ンドゥ！」

  　観客の歓声がＶＩＰルームの床に伝わってくる。

  「うふふ。今日はこの地じ響ひびきを悲鳴に変えてア・ゲ・ル。楽しみでしょう」

  「お手並みをとくと拝見させていただきます」

  　斜め後ろの暗がりから、後見役兼執事の黒くろ崎さきの声がした。

  「グランパにそろそろ、蘭らん子この実力を見せておかないとね。この試合、真の支配者は私よ」
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  　興行師がジェーンドゥの次の試合にハンディキャップ・マッチを企画しているという情報をつかんだ蘭子は、自分の手て駒ごまをねじ込んだ。

  「ふうむ……。全員、神かみ矢や崎ざきグループの選手ですか。まぁ良いでしょう」

  　ダークスーツの興行師は意外とあっさり受け入れた。

  （三対一ってだけで、ジェーンドゥにはかなり勝ち目ナシだけど、ダメ押しでもう一つ追い込んでやりたい……）

  　憎にくきスレンダー・ジェーンドゥ。

  　正体は鈴すず木き結ゆ々ゆ子こ。

  　同じ弥み勒ろく学園の生徒で、ある意味有名な運動オンチ。赤毛の二年生。

  （世を忍ぶ仮の姿ってヤツよね。あれじゃ絶対に気がつかない。まんまと騙だまされたわ。まさか同じ高校の娘だなんて思いもしない上に、学園ナンバーワンのウンチだもんね）

  　その鈴木結々子＝スレンダー・ジェーンドゥに、子飼いのＡＦ選手をすでに四人も潰つぶされているのだ。

  （神矢崎家の一員であるこの私が、いったいいくら損させられたと思ってんの！　たかだか一般人の後輩ごときに）

  　ジェーンドゥの正体が判明したのはハイウェイで偶然、遭遇したおかげだ。

  　でもわかった以上、鈴木結々子に関する情報なら何でも欲しい。

  （できればヤツの弱みを握れるような強きよう烈れつなネタを）

  　蘭子は自分の男子部による親衛隊で、使えそうなヤツを思い浮かべた。

  　そういえば、なにか悪さをして学園を中退させられたヤンキーがいたっけ……。

  　神矢崎蘭子は「彼とその仲間たち」を雇って弥み勒ろく学園に押し入らせたのだ。

  　彼らは蘭子女王様のお役に立てることと、思ったより実入りが良かったので嬉き々きとして「仕事」に励んだ。

  （あんなハシタ金で、自分の履り歴れき書しよに傷がつくかもしれないようなことを、よく引き受けるわよね）

  　実際に彼らは警察署に勾こう留りゆうされた。

  　だが首尾は上々。蘭らん子こは「鈴すず木き結ゆ々ゆ子こ」の身上調書を手に入れたのだ。

  （バカとなんとかは使いようだわね）

  　手に入れた「鈴木結々子」の個人情報記録の備考欄らんには、彼女の気の毒な生い立ち……両親の事故死と実家焼失が簡素に記されていた。

  （そういえば、中等部の時、家が火事になった後輩の娘がいたっけ。コイツだったんだ。その後、親しん戚せきの家に引き取られた……と。よくあるお話だわね。お気の毒……）

  　後見人　田た中なか三さぶ郎ろう。

  　蘭子は最初、その重要性に気づかなかった。

  　穴があくほど結々子の身上書を見つめていたので、「田中三郎」という、ありふれているようで今時かえって珍めずらしい名前が、蘭子の頭の隅に残った。

  

  　翌日、三年Ａ組の教室で蘭子は、国語教師の長い指を眺めていた。

  「……つまり、ここに出てくるＢの記述は、前章のＡの記述であらかじめ触れられており、ここで伏線が張られていたのです。これはこの作者の好む手法で……」

  　教師は黒板に小説の構成を図式で示していた。

  （この先生って、国語なのに数学みたいな教え方をするのよね）

  　後輩の副生徒会長・如きさ月らぎ杏あんはこの教師を「弥勒の講師陣では一番論理的」と高く評価していたっけ……。

  　教きよう壇だんに立つ先生の姿は優雅とも言える。

  （田中先生ってコンタクトにすればぐっとルックスが上がるのに。えっと、下の名前はなんと言ったかしら？）

  　……三郎。

  　田中三郎。

  （なんて無個性でつまんない名前なのかしら）

  　でもどっかで聞いたような。はて……？

  

  　放課後、蘭子の姿は生徒会室にあった。

  「如月さん。先生方の名めい簿ぼはどこだったかしら？」

  「真ん中の書類ロッカーで、鍵かぎＢの棚です。なんに使われるのですか？」

  　副生徒会長はメガネの奥から射すくめるような視線を向けている。

  「ああ、ホラ、三年生だと卒業記念の感謝品を贈らせていただくカンケーで……」

  「ふーん。そうですか。ここにある名簿は現役教師陣のみですが」

  「ええ、わかっているわ」

  「持ち出し不可。閲えつ覧らん後は元の位置に戻しておいてください」

  　二年生の副生徒会長は事務能力が高いが、それをちゃんと自覚しているところが小こ憎にくらしい。

  （生徒会長は私なのよ）

  　憤ふん懣まんをおくびにも出さずに、蘭らん子こは名簿をめくった。

  （コレ……って？）

  　国語の非常勤講師の現住所と、鈴すず木き結ゆ々ゆ子この身上書にあった住所が同じ。

  （どういうこと？　同どう棲せいしてるの？　先生と生徒なのに？）

  　蘭子は興奮もおくびに出さずに名簿を閉じた。

  　だが生徒会室を出ると、自然に口角が上がってきた。

  　情報を得るというのは、相手より上に立つということだ。

  （敵を知れば百戦危うからず……ってね）

  　蘭子は、鈴木結々子＝スレンダー・ジェーンドゥをよりいっそう追い詰める手段を思いついたのだ。
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  　ハンディキャップ・マッチの序じよ盤ばんは、いつものスレンダー・ジェーンドゥの試合運びだった。

  　重心を後ろに構えて、「待ち」の姿勢だ。だがいつもの王者の余裕が、今日ばかりは臆おくしているかのように見える。

  「いい気味。いい気味。黒くろ崎さき、お前も給料をイン・ヤン・ヨーに賭かけたら？　儲もうけさせてあげてよ」

  （今回は仕掛けも、仕込みも私一人でこなしたわ。グランパの課題「場のコントロール」もこれでクリアよ）

  　斜め後ろから低い声がした。

  「この人選はお嬢じよう様さまが、なさったのですか？」

  「当然よ！」

  　全く気配を感じさせぬ執事は、静かに試合を見つめた。

  

  ４　ハンディキャップ戦

  

  　アリーナに出るとスレンダー・ジェーンドゥは正直、ちょっとビビった。

  　三対一。

  　これが思っていた以上の威圧感なのだ。

  　相手の三人組は同型のアーマード・スーツでピョンピョン跳はねてデモンストレーション中であった。

  　チキンレッグ系のアーマーである。

  　チキンレッグというのは文字通り、鳥類とか二足歩行のＴレックスなど恐竜の脚部のことだ。

  　膝ひざが人間とは逆に曲がっているように見えるが、実際には膝ではなく足首で、ニワトリやＴレックスは長い足の甲で、つま先立ちで立っているのだ。

  　アーマード・スーツには、この形状を脚部に採用したタイプがあり、それらはひっくるめて「チキンレッグタイプ」と呼ばれていた。元々は災害救助用のスーツである。

  　チキンレッグタイプは大抵、膝の関節部から、逆「く」の字型に脚部が付いているのが特徴だ。装着者の足は靴底のようなフットパネルに乗っており、地面から三十～五十センチくらいで浮いているように見える。

  　結ゆ々ゆ子こはこのタイプは使ったことないが、おそらくバネ付きの竹馬に乗ってるような感じがするんじゃないか……と想像した。

  　チキンレッグ系の最大の特徴は跳ちよう躍やく力りよくである。

  　瓦が礫れきの山と化した災害現場でも難なく歩行可で、地べたから二階の窓に取りつくこともできる（らしい……）。

  　これを競技用に転用すると、より立体的な攻こう撃げきが仕掛けられるのだ。

  　ジャンプ力という利点を活いかすため、アーマー自体は軽量タイプが多い。

  　結々子のガイコツ君と似たり寄ったりの胸部装甲に肩パッドは割りと小さめで、装甲よりも可動重視ということだろう。ヘルメットはちょっと尖とがっており、それがコーンヘッドのようでマヌケに見えた。

  　先に入場した彼女たちは三人同時に高く跳とんで、一回転ひねりの宙返りで観客にアピールし、着地してポーズを決めた。

  （座長さんは新人て言ってたけど、三人相手って、かなりキツいかも……）

  　試合開始のゴングが鳴ると、三人組は、スレンダー・ジェーンドゥを中心に半径五メートルぐらいの円を描いて回り始めた。

  　同型アーマーの三人が交互に先頭を入れ替わるので幻げん惑わくされる。

  （本当に「分身の術」みたい……）

  　しかし、トリッキーな目くらましが効いたのは攻撃が始まるまでだった。

  　先頭の相手が唐とう突とつにタックルをかましてきた。

  　あまりにも素直に下半身を取りにきたので、ジェーンドゥは逆にビックリである。

  　ほぼ同時に、列の最後にいた敵がいきなり跳び蹴げりを放ってきた！

  　真ん中の相手は、この唐突コンボには加わらなかった。

  　二人で仕掛けるワザだったのか、入り損ねたのかは不明。

  　スレンダー・ジェーンドゥの取っている後屈立ちは、防御に優すぐれた構えとされている。

  　その通りでこの二人の同時攻こう撃げきに、ジェーンドゥは半歩後退して後ろの軸足を起点に半身ひねりをしただけで難なく躱かわした。

  　跳とび蹴げりは、外受け払いで横に軌道をずらし叩たたき落とす。

  （しっかし蹴りから入るなんて、シロート？　跳び蹴りちゃんて呼んじゃうよ）

  　起きあがると、跳び蹴りちゃんは気合いとも雄お叫たけびともつかぬ大声で、がむしゃらに突っこんできた。とにかく気が強そうである。

  （この子は、武術経験ないな。我流のケンカ殺法だ）

  　本人的には「一歩も引かねー」特攻精神なのだろうが、これはケンカじゃない。

  　アーマード・キャット・ファイトだ。

  　スレンダー・ジェーンドゥは手打ちパンチを受けきってから、相手のむき出しのお腹なかに掌しよう底ていを叩き込んでやった。

  「お……ぐっ」

  　跳び蹴りちゃんが、勝手にどんどん突っこんでいたので、残りの二人は手を出しかねていたのだろうか？

  （とにかく、三対一になってない）

  　おかげでジェーンドゥとしては大助かりだった。

  　膝ひざをついた跳び蹴りちゃんに踵かかと落としを見舞う。

  　そのままうつぶせになり動かなくなった。

  （これで二対一）

  　さっき先頭だった敵が、すかさず飛びついてきた。

  　この相手は、タックルさんと命名した。

  　とにかくタックルさんは、直線的にタックルをかましてくる。

  （レスリング経験者？）

  　そうだとしたら、アーマード・スーツの選択を間違っている。

  　タックルのスピードは増すだろうが、それでジャンプ力を活いかしているとはいい難がたい。

  　しかしいくら跳びこんできても、ジェーンドゥはそう簡単に手も足も取らせない。

  　実のところ手や腕を取られたところで、『発はつ剄けい拳けん』には返し技（主に関節系の寝技）が豊富にある。しかしジェーンドゥは基本的に打だ撃げき系の技が好きで、また得意でもあった。

  　関節ワザは身体からだを密着させるので、それが生理的に嫌いやなのだ。

  　チーム名『イン・ヤン・ヨー』は、トリオとしての連れん係けいがまるでなかった。

  （この人たち、にわかトリオなんだ）

  　今のところ謎なぞの三人目は仕掛けてきていない。だがいつ攻撃参加してくるかわかったものじゃない。

  （タックルさんとの決着は早くつけないと……）

  　ジェーンドゥは前屈立ちに構えた。

  （次で、極きめる！　んん？）

  　キュイン……って何か小っちゃな機械音が聞こえた気がする……。

  　手刀を構えた右手に、タックルさんがすかさずタックルしてきた。

  　ジェーンドゥの右手首に両手で取りついた瞬しゆん間かん、タックルさんはニタリと笑った。

  　床を蹴けって身体を浮かせ、ジェーンドゥの右腕を鉄棒よろしく足を回して乗っかってきた。

  　空中で腕ひしぎ逆十字を掛けるつもり……のようであったが、この右手は最初から誘さそいであった。

  　タックルさんが取りついてきた瞬間、ジェーンドゥは左で正せい拳けん順突きを放った！

  　それは足を巻きつけられる前に、タックルさんの腹部に入った。

  「ぐっ」

  　ジェーンドゥのつかまれていた手首が急に軽くなったと思ったら、タックルさんは後ろに吹っ飛び、背中からアリーナの床に落ちて、大の字にのびてしまった。

  （あれ？）

  　そんなに強い内ない発はつ剄けいは出していないつもりだったけど……。

  （あっ。ビリビリパンチか！）

  　……って、三人目がいない？

  　三人目の敵は、上から降ってきた。

  　タックルさんが倒れた瞬間にジャンプしたのだろう。

  　高く跳とべるチキンレッグは滞空時間が長く、不覚にもスレンダー・ジェーンドゥは、闘たたかいの最中に敵の姿を見失ってしまった……。

  　気がつくのが一瞬遅れたら、強きよう烈れつな踵かかと落としを食らってノックアウト確実だった。

  　チキンレッグの踵がアリーナの床にめり込み、たわんだ。

  （これは……ネリョ・チャギ？　この娘、テコンドー遣いか！）

  　謎の三人目は以後、テコンドー・クイーンと命名！

  　直撃はまぬがれたもののテコンドー・クイーンの反応は素早かった。

  　着地と同時にすかさず回し蹴りトルリヨ・チヤギを放ってきたのだ。

  『跆拳道テコンドー』は特に蹴り技が多彩で、かなりアクロバティックな跳び蹴りも多い。（ケンカ殺法のアバウトなキックとは、質が違う）

  　テコンドー遣いにチキンレッグ・アーマーはジャストフィットなチョイスかもしれない。

  　ジェーンドゥは回り込みながら躱かわそうと試みたが、テコンドー・クイーンが横ざまに百八十度回転横蹴りを連続で繰くり出して追ってきた。

  　これ以上は躱かわせないと悟った瞬しゆん間かん、ジェーンドゥはダメージの軽減にシフトした。

  「くっ！」

  　受けてみると予想以上の衝しよう撃げきだった。

  （強い……）

  　スレンダー・ジェーンドゥは派手に吹っ飛ばされた。

  　空中で後方回転受け身し、なんとか倒されずに着地する。

  　間髪容れずにまたネリョ・チャギが降ってきた。

  　これは半身開きで躱しながら、ジェーンドゥも掌しよう底ていのカウンターを打った。

  　残念ながらテコンドー・クイーンはすぐ横ざまに跳とんでいたので、極きめきれなかった。

  　しかし、これでお互いに最初の間合いに戻った。

  　テコンドー・クイーンは、チームメンバーのレベルを見越して最初から、かませ犬に使う気だったのだろう。

  　三対一にはならなかったが、スレンダー・ジェーンドゥは三連戦である。

  （なんて冷れい徹てつなヤツ）

  　おかげでジェーンドゥは、かなり消耗している。

  （ヤバイかも……。だけど、あっちだって派手な連蹴りで相当、体力を使ってる）

  　どっちにしろ、もうそろそろクライマックスだろう。

  　テコンドー・クイーンも極める気満々な感じである。

  　スレンダー・ジェーンドゥはあらためて丹たん田でんに氣きを溜ためた。

  　体内の光輝かがやく球体が、その輝きを増すイメージ。

  　手刀を構える指先に、引き手に固めた拳こぶしに、両足のつま先にまで、体内を流れる氣の環流を感じる。

  （コイツは絶対に、派手に極めようとするハズ……）

  　テコンドー・クイーンが動くか動かないかのギリギリで、ジェーンドゥは反応した。

  　入り身跳び。

  　テコンドー・クイーンは跳び回し蹴りを仕掛けてきた……。

  　宙空で回転中の相手の背中と、正面から行ったスレンダー・ジェーンドゥがぶつかった！

  　蹴り技を避さける方法は二つ。射程外に逃れるか、近接して威力を相そう殺さいしてしまうかだ。

  　結ゆ々ゆ子この遣う『発はつ剄けい拳けん』は合気道がベースになっているので、技によっては相手に身を預けんばかりに接近する。

  　テコンドー・クイーンと接触した瞬しゆん間かんに転換し、クルリと回転しながらジェーンドゥは中段突きを打った。

  『発剄入り身転換正せい拳けん突づき』

  　転換で向きが同じになったジェーンドゥは、相手の腰に拳を叩たたき込んだのだ。

  　空中で背後から打だ撃げきを受けテコンドー・クイーンは、大きくのけ反ぞった。

  　彼女の腋わきの下から、左腕を回して首に手首を巻きつけながら落下する。

  　下敷きになったテコンドー・クイーンは、極きめを入れなくても動かなかった。

  　打だ突とつのダメージはそれほどでもなかったであろうが、内ない発はつ剄けいの奔ほん流りゆうとガイコツ君のビリビリ機能の重ね技一本で気絶してしまったのだ。

  「ウィナァ────ッ……、ス──レェンダ────ッ・ジェ──────ンドゥッ！」

  　怒ど濤とうのような歓声が会場中にわき上がった。

  



  
    ＊
  


  

  　ＶＩＰルームでは悲鳴が上がった。

  「ウッソォ──！　なんで？　バカじゃないの、あの子！　なんでなの？　信じらんない！」

  　神かみ矢や崎ざき蘭らん子こは、ガラスの窓を小さな拳こぶしで叩たたいた。

  「ナメんなよ！　鈴すず木き！　後悔させてやるわ！　そんなに不幸がお望みなら、その通りにしてやる！」

  「状況の制圧……不可」

  　ボソリとした呟つぶやきに蘭子は、我に返った。
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  「ちょ、ちょっと、やめてよ。黒くろ崎さき。ま、まだ結論を出すのは……早くてよ」

  　パタンと手帳を閉じる音がする。

  「感情の抑制も含めて、『場のコントロール』なのですよ」

  「ほほ。わ、わかっているわよ。私は冷静よ。お前に損させた分は、私が責任を持って補ほ填てんしてあげるから、安心なさいな」

  「いえ。お気遣いなく。お心遣いは感謝しますが、損益と呼べるようなものはありません」

  「ハシタ金しか賭かけていなかったから、大だい丈じよう夫ぶだったというのね……」

  　自分の大勝負に、執事が少額で済ませたことに、蘭らん子こは少し傷ついた。

  「いえ。儲もうけましたよ。私はスレンダー・ジェーンドゥに賭けていましたから」

  　ギャンブラー兼執事の黒くろ崎さきは事もなげだ。

  「く……く……黒崎～っ！」

  　蘭子の絶叫がＶＩＰルームに轟とどろいた。

  

  ５　逆アップ

  

  　連日の『灯ともしび』通いなので、神楽かぐら光こう次じ郎ろうとカップルのように思われるのは困ったものである。

  「昨日の試合は、本当に見事でした。感動アリガトウ。そしてお疲れさま」

  　本当にお疲れ気味なので、結ゆ々ゆ子こはまぜっ返すのも面めん倒どうであった。

  「で？　犯人、誰だれでした？」

  「鈴すず木きさんて、試合と同じで無む駄だな手は極力、省くのですね」

  　神楽はウェービーな髪を、指先でもてあそびながら微笑の貴公子状態である。

  　ファンの子なら大喜びだろうが、結々子はちょっとイラついた。

  「神かみ矢や崎ざき蘭子」

  「は……？」

  「女子部三年生、生徒会長の神矢崎女史が脅きよう迫はく犯はんです」

  「いいっ？　神矢崎って、あの生徒会長の蘭子サマ？」

  「はい」

  「うそぉ！　でも、意味わかんない……。なんで蘭子サマがわたしを脅おどすんですか？　っていうか関係者？　あんなセレブがなんでＡＣＦなんかに関かかわっているワケ？」

  「何のためにアリーナにあんなにＶＩＰルームが用意してあると思いますか？　神矢崎女史……というか神矢崎家はＡＦ界では超ＶＩＰですよ」

  「そ、そうなの。でも、彼女って超優等生でしょ。容姿端たん麗れい……ちょっと背は低いけど。みんなの憧あこがれの生徒会長様ですよ。その人がホントに犯人？　神楽クンのいってた確証って、つかめたんですか？」

  「昨日、座長と一いつ緒しよに、神かみ矢や崎ざき家の横の観覧ボックスに陣取っていたのですよ」

  （ＶＩＰルームで、二人っきり……）

  　神楽かぐらはすまし顔で続けた。

  「蘭らん子こ女史は、スレンダー・ジェーンドゥが勝つと半狂乱でしたよ。脅きよう迫はくを実行すると息巻いていました」

  「マジ？　信じらんない……。でも、なんで？　なんでわたしをキョーハクするんですか？　お嬢じよう様さまがワルぶっちゃって、大金賭かけちゃってたとか？」

  「うん。まぁ、当たらずも遠からず……ですかね。神矢崎家には、ＡＣＦをスポンサードしてもらっています」

  「タニマチってことですか？」

  「確かに、選手の個人スポンサーもなさっています。というか有望選手を何人も囲い込んで、今や神矢崎系と呼べるグループを形成しているのですよ」

  「へぇ、そうなんですか。わたし、全然知らないですよ。そんな神矢崎グループの選手とか……」

  「昨日の三人を含めて、スレンダー・ジェーンドゥが今まで倒した神矢崎系は七人」

  「い……」

  「それが動機です」

  「わ、わたしは、一介の選手として試合しただけなのに……。それってカンペキ逆さか恨うらみじゃない！　だいたい、なんで蘭子サマはそんなにＡＣＦに肩入れするんですか？」

  「神矢崎財ざい閥ばつは、いろいろ手広くビジネスをしています。ＡＣＦスポンサーなんてその末まつ端たん事業でしょうが、蘭子女史もいずれは系列企業を任されるでしょう。ＡＣＦ興行で実地訓練をしている……というのが僕の推理です」

  「訓練？　ＡＣＦがビジネスの練習になるんですか？」

  「ビジネスにはオモテとウラがある。ＡＣＦなら裏社会が垣かい間ま見みられる。社会勉強にもってこいです」

  「まぁ、地下興行だし」

  「僕がＡＣＦの興行に首を突っこんでいるのも、その辺が理由なのですよ」

  （なにが「その辺」なのか、全然わかんないし、興味ないってば）

  　神楽は意を決したように言った。

  「僕は政治家になりたいのです。ＡＣＦで作れる人脈は絶対に、将来的に役に立つ……」

  （神楽クン。邪悪スマイルが板についてきていますわよ）

  「蘭子女史は多分、ＡＣＦ興行で利益を上げられるか。試されているんじゃないかと思います」

  「テストならズルしちゃダメじゃないですか」

  「どういう手を使っても儲もうけを出す。これが金持ちになる鉄則。逆に真っ当なビジネスでは使えない手もＡＣＦなら試せるでしょ。なんせ地下興行ですから」

  「金持ちのお遊びの延長で、わたしは脅きよう迫はくされたワケ……？」

  「ただの遊びじゃない。早めに手を打っておかないと、今までの腹いせでホントに退学させられるかも……」

  （段々、むかっ腹が立ってきたぞ）

  　散々、神楽かぐら光こう次じ郎ろうに情報を聞かせてもらってから、結ゆ々ゆ子こは『灯ともしび』を後にした。

  　結々子は次の日、ランチルームでそれとなく杏あんに、生徒会長評を訊きいてみた。

  「う～ん。悪くはないのだが、なんというかソツのない感じだね」

  「積極的な評価じゃないのね？　副会長」

  「会長の実家って、学園の大口寄付者だろ」

  　結々子はセレブというものにちょっとウンザリしてきた。

  「今の生徒会長は実力でなったワケじゃない？」

  「見方による。実際、成績優秀だし、あのルックスだ。人気もあるし、対外的には申し分ない」

  「蘭らん子こサマはお飾り？」

  「そうは言ってない。役割分担ってことだよ」

  （名より実を取る。……杏ちゃんらしいな）

  「でも、朝の連絡会議とか出席率は悪いしな。事務系はもう全部、私が仕切ってる。実をいうと、あの人の遅刻回数は、結々子とあまり変わらなかったりするんだ」

  「え……？　遅刻者カードを書いてるとこなんか、見たことないですけど……」

  「遅れそうな時は自動車通学してるんだよ。今日も遅刻ギリギリだったみたいだし」

  「自転車？」

  「自動車。クルマだよ。ク・ル・マ」

  「どっちにしろ、見たことないわよ。クルマで乗りつける生徒なんて」

  「正門じゃない。来客用の来らい賓ひん門もんから出入りしてるんだよ。それが……、結々子に言おうかどうしようか迷ってたんだけど、生徒会長のクルマってピンク色のリムジンなんだよ」

  「な、なんですと～！」

  「ほら、いつかハイウェイでポイ捨てしたマナーの悪いクルマ。同じヤツかどうかわからんから黙だまってたんだけど……。いくらなんでも、会長が、そんなエチケット知らずじゃないだろうし……」

  　ピンクのリムジンなど、そう何台もあるものではない。

  　放課後、結々子は来賓門とやらに行った。

  　学園の敷地内にあるけど、一般の生徒はほとんど使わない門である。

  　男子部と女子部を分けている体育館の裏手、駐車場の出入り口が来賓門だ。

  　学園祭とか体育祭を見学に来た保護者が主に使うのだろう。

  　学園の駐車場は金かな網あみと背の高い糸いと杉すぎに遮さえぎられており、そもそもが目立たないように設計されていた。

  　駐車場と校庭をつなぐ出入り口も、格子のない鉄製の門もん扉ぴが置かれ、普ふ段だんは施せ錠じようされているので、一般の生徒には正に「開かずの門」なのだ。

  （いっつも、ここを出入りしてるってことは、学園から鍵かぎを渡されてるってことなのかしら）

  　チョイチョイ優遇を受けているセレブ共に、結ゆ々ゆ子こはふつふつと怒いかりが湧わいてきた。

  　誰だれも見ていないことを確かめてから、金網に取りついた。

  （ひ～ん……。ガイコツ君が今、欲しいよう）

  　昨日、敵を三人もぶっ飛ばした全能感はどこへやらである。

  　ゼェゼェいいながら、結々子は金網によじ登り、駐車場側に降りた。

  　駐車場は意外に広く、二十台は駐とめられるスペースがあった。平日だが数台が駐車中であった。

  （このご時世に、クルマってまだ結構あるんだ。クルマ通勤の先生なんているのかな？）

  　取りあえず、身を隠せる場所は確保した。

  　杏あんの話しぶりから、蘭らん子こは今日の下校もクルマを使うに違いない。

  　誰のものかわからないクルマの陰に、身を潜ひそめた。

  　セイラではないが、結々子もリボンを外して、ボタンを二つまで開ける。

  （もうすぐ夏か……）

  　駐車場はセミが鳴いていても全くおかしくない温度にまで上がっていた。

  　それでも我が慢まんして、張り込みを続けていると、大型車が来らい賓ひん門もんをくぐって現れた。

  （バカみたいなピンク色！　間違いない。わたしにシェークをぶっかけたあのクルマだ！）

  　一いつ瞬しゆん、カッと頭に血が昇ったが、グッとクールダウン。

  　だが気持ちは、もう試合モードである。

  　ほどなく、鉄門扉の鍵の開く音がした。

  　蘭子がピンクのリムジンに近づくと、バクンとくぐもった音がしてドアが開いた。

  　その瞬間に、結々子は猛ダッシュした！

  　振り向いた蘭子は驚おどろいている。

  「アンタねぇ……」

  　言いたいことは山ほどあったが、勢いあまった結々子は、敵の目前で……。

  　コケた！

  「わっ……」

  　そのつもりはなかったが、結々子は神かみ矢や崎ざき蘭子にタックルをかまして、一いつ緒しよにピンクリムジンの車中になだれ込んでしまった。

  「押お忍す！　生徒会長」

  「ななな、な、なに？」

  　運転手が振り向いて身構えた。

  「君は、誰だれだ？」

  　運転手は、ちょっと渋い声のイケメンだった。

  「ちす。二年Ａ組。鈴すず木き結ゆ々ゆ子こです」

  「なに？　なんなの！　なんのつもり……？」

  「わたしを退学させたら、あなたも道連れですよ。神かみ矢や崎ざきさん」

  「は、はぁ？　いったい、なにをおっしゃっているのかしら……」

  「すっとぼけなくていいです。わたしは選手で、あなたは大口の上客。立場は違うけど、地下興行に関かかわってるのは一緒」

  「ほほほ……。いったいなんのことかしら」

  「あなたの脅おどしは、正体がバレてなきゃ効き目あるけど、今は五分五分」

  　結々子は神経戦は苦手である。

  　駆け引きをするつもりは全くない。手持ちのカードは全部ぶちまけて出たとこ勝負をかけるつもりなのだ。

  「証拠はなくてよ」

  　神矢崎蘭らん子こは突然、開き直った。正に豹ひよう変へんである。

  　ちょっと面食らったが、豹変モードの方が話は早そうだ。

  「鴨かも田だ浩こう介すけ」

  「は……誰ですの？」

  「あなたが雇って、わたしの学生カードを盗ませたＯＢ男子。いくら使い捨てだからって、名前くらい覚えておいてあげるべきですよ」

  　蘭子の顔が引きつった。

  （神経戦は得意じゃないけど、わたしもやる時はやるのだ）

  　だがここでネタばらしすると、この情報源は神楽かぐら光こう次じ郎ろうである。

  　さらにタネ明かしをすれば、地元のワル（ヤンキー？）の人名録は、不良番長の兄貴・神楽光こう一いちの知識からの引用である。

  （サンキューです。狂きよう狼ろうカグラ。ちゃんと話したことないけど）

  「鴨田センパイの口封じに、今度はスナイパーでも雇っちゃいます？」

  　結々子は、渋い運転手さんの方に向き直った。

  　運転手は視線を外さず、右手は背広の胸元に入れたままである。

  「ＡＣＦなんか持ち出さなくても、あなたを退学にできるのよ！」

  　蘭子が、ヒステリックに叫んだ。

  「あなた、同どう棲せいしてるでしょ！　高校生のクセに、ふしだらよ！　しかも相手は、この弥み勒ろく学園の現役教師。信じられなくてよ。教師と生徒が……」

  「どこが悪いんです？」

  「え……？」

  「親しん戚せき同士が同居するのは違法なんですか？　田た中なか先生はわたしの従い兄と弟こでもあり後見人です。未成年者が保護者と暮らすのって当たり前じゃない」

  「で、でも、でも……教師と生徒なのよ！　オトコとオンナで……、近親者でそんな……」

  「言わんとする意味わかるけど、そーゆーのゲスの勘かんぐりって言うんですよ」

  「ゲ、ゲ、ゲス！　この私がゲスですって！」

  「よしんば、わたしたちがそーゆーカンケーだったとしても、法律的には結婚もできます」

  　結ゆ々ゆ子こは自分で言っておきながら照れた。

  　だがここはポーカーフェイスで強行突破である。

  （わたしの最大の弱みは、ＡＣＦの選手だってことを先生にナイショにしていることだ）

  　しかし、身上書にはそんなことは記載されていない。

  　ここから一気にチェックメイトである。

  「あなたの脅きよう迫はく状じようの方が、よっぽど違法です。もうカンペキ犯罪です」

  「証拠にはならないわ！　タイプライターじゃ筆跡鑑かん定ていなんてできなくてよ」

  　思った以上に、蘭らん子こは揺さぶられているようだ。
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  　脅きよう迫はく状じようがタイプライターだったなんて、結ゆ々ゆ子こはひと言も言っていない……。

  「もういいでしょう。スレンダー・ジェーンドゥ」

  　突然、運転手が割って入った。

  　低く落ち着いた声でリングネームを呼ばれて、結々子はドキッとした。

  　フトコロからゆっくり手を引き出した時はピストルかと思ったが、持ってたのは黒い手帳だった。

  「稚ち拙せつで……強引」

  　運転手はポツリと呟つぶやいて、手帳に何か書き始めた。

  「や、やめてよ！　黒くろ崎さき！　そんな報告を上げる気？」

  「お嬢じよう様さまはせっかく有力情報を手に入れながら、使い方を誤りました……」

  　運転手＝執事の黒崎は、教師のような口調で諭さとした。

  「じゃあ、どうしたら良かったワケ？」

  「スカウトなさるべきでした。スレンダー・ジェーンドゥに最大限に良い条件を提示し、交渉すべきでした。話の持っていきようによっては引き入れられたでしょう。今となってはもう無理でしょうが」

  （ああ、確かにそうかも）

  「先生にバラすぞ」と脅おどされていたら、結々子は神かみ矢や崎ざきの軍門にくだっていただろう……。

  「黒崎！　そんな報告、許さないわよ！　お前は使用人なのよ！　わきまえなさい！」

  「私は神矢崎家に雇われているのです。お嬢様の『場のコントロール』の評価は不可です」

  　神矢崎蘭らん子こは、しゃくり上げて泣き出した。

  （なんなの？　こっちはそっちのけ。これが神楽かぐらクンの言ってたテストってヤツ？）

  「スレンダー・ジェーンドゥ。鈴すず木きさん……でしたね。中退処分の件、ご心配は要りません。この辺でお引き取り願えませんか」

  「ええ。いいですけど」

  　蘭子はリムジンのソファーに突っ伏して泣いている。

  （よくわからないけど、切り抜けた？）

  　まぁ、そーゆーことみたい……。

  　しかし結々子は個人情報流出で、もっと厄やつ介かいな事態に巻き込まれてしまうのだが、それはもう少し後の話である。

  　趣しゆ味みの悪いピンクリムジンのドアを開けると、どっと夏が押し寄せてきた。

  　結々子は風になって家に戻った。

  「ただいまー」

  「おかえり。結々子君。今日はバイトは、なかったんだっけ？」

  「うん。しばらくは、バイトのシフト入れないつもり……」

  「そうか。あんまり無理はするなよ」

  　優し気に微笑ほほえむ三さぶ郎ろうをじっと見つめた。

  「どうした？　僕の顔、なんかついてる？」

  「ううん。なんでもないよ」

  （わたしたち、結婚できるって知ってた？　お兄ちゃん）
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   エピソード４　「エンタなゲーム」

  

  １　スポンサー

  

  　スレンダー・ジェーンドゥの十連勝興行は評判上々であった。

  　それ以前のエキシビション、『Ｃ＆Ｄ（キャット＆ドッグ）マッチ』も大好評だったという。

  （あれだけ人が入ってりゃ、そりゃ興行的には黒字でしょうよ）

  　無む茶ちやなマッチメイクを二戦連続でこなした鈴すず木き結ゆ々ゆ子こはクールに受け止めていた。

  「目新しいというだけで人を呼んでも、内容が伴っていないと観客は満足しません。その点、ここ最近のスレンダー・ジェーンドゥの試合は素晴らしい。良い意味で観客を裏切っている」

  「それは、どうも……」

  「Ｃ＆Ｄマッチは興行として充分に成立しそうです。ハンディキャップ・マッチは、まだ一考の余地ありです。そもそもがミスＳほどの格かく闘とうスキルがないと、興行が成り立ちませんがね」

  「わたしは、しばらく遠えん慮りよさせていただきます」

  　エキシビションマッチ続きで、思いの外ほか収入があった。おかげで学費と当分の生活費折半は心配がない。詰めてマッチメイクをする必要はないのだ。

  「ふむ。それも仕方ないでしょう」

  　それにしても、こんなゴキゲンで饒じよう舌ぜつな座長を見たのは初めてかもしれない。

  　結々子とは今まで短いやり取りしかしていなかった。

  　今日は試合でもないのに結々子は「興行事務所」に呼び出されたのだ。いったい何の話だろうか。

  （ファイトマネーを上げてくれるとか？　そうなればさらに試合回数を減らせるし）

  　座長自身が、こんなに褒ほめているのだから期待大である。

  　だが、残念ながらそんな話ではなかった。

  「こちらは、あなたの有力スポンサーのミスターＴ」

  　狭くて殺風景な事務所には不釣り合いなジェントルマンを、座長から紹介された。

  　ジェントルマンといっても、中年というほどの年ではない男性。

  　座長と三さぶ郎ろうの間ぐらいの年齢だろうか。

  （スポンサーっていうより学者っぽい感じ？　なんとなく田た中なか先生と似た雰ふん囲い気き……）

  　ただ着ているスーツやオシャレな縁なしメガネは、三郎とは違いちょっと高級そうだった。

  　座長も高そうなダークスーツを着ているが、ツヤっとしたイタリア製で、いかにも興行師然としている。

  　それに比べるとこのミスターＴのスーツは、生地から仕立てまで見るからにオーダーメイドで、着慣れている雰囲気はセレブリティーを感じさせた。

  「あの、初めまして……ですよね？」

  　ミスターＴは尚、結ゆ々ゆ子この顔をじっと凝ぎよう視ししている……。

  「なんですか？」

  「……あの、以前にお会いしてません？」

  「初めまして……です」

  「ああ、そーですよね」

  　なにか自分で納得したようで、ミスターＴはガラリと雰ふん囲い気きが変わった。

  　急にビジネスライクに愛あい想そが良くなったのだ。

  「いやいやいや、先日の試合は非常にインパクトがありました。素晴らしかったですよ。ジェーンドゥ。以前から一度、お会いしたいと思っていました」

  「そ……それは、どうも」

  　サラッと手を差し出されて握手したのだが、スポンサー氏と何を話していいのかわからず、結々子は困惑した。

  　こういうスポンサーたちがいるおかげでＡＦの興行は成り立っているのだ。

  　アーマード・スーツは元来、格かく闘とう用ではない。障しようがいを持つ人たちのためのサポート器具である。

  　そこから発展して産業用スーツが開発され、さらに警察等で使う警護用スーツに枝分かれした。

  　結々子たちが使っている競技用スーツは、元になる量産型があり、新人選手たちは最初、量産型のスーツで試合に参加する。

  　同じスーツで何戦か重ねると、そのユーザー独特のクセがついてくる。これがカスタマイズの始まりだ。

  　有望選手にはそのうちに、スポンサーが現れたりする。

  　アーマード・スーツのチューニングから、よりその選手に合ったパーツの改良、腕の良いメカニックやらを雇ってくれるのだ。

  （ありがたいと言えばありがたいけどね）

  　だが必要以上にスポンサー氏にへりくだることはない。なぜなら、その辺はギブ＆テイクにできているからだ。

  　アーマード・ファイトは地下興行である。

  　単純に見み世せ物もの的な側面もあるが、メインは賭と博ばく。ＡＦ全試合が賭かけの対象なのだ。

  　スポンサー諸氏は、自分の選手のアーマード・スーツに金を注つぎ込み、勝率をアップさせる。

  　結々子は、スポンサーたちがいくら賭けていくら儲もうけているのか知らないが、アーマード・スーツのチューンナップ代なんて軽くまかなえるのだろう。そもそも連中は大金持ちのＶＩＰなのだから。

  　結々子は良くも悪くも連勝中なので、対戦相手というかその背後にいるスポンサー氏に大いに損させている（らしい）。

  　先日は逆ギレしたＶＩＰに脅きよう迫はくまで受けた。

  　それが同じ高校のセレブ生徒会長・神かみ矢や崎ざき蘭らん子こだったりするのだが、今のところ、小康状態である。

  　お互いに無視しているといった方が正しい。

  　そもそも二人とも昼間はフツーの女子高生なのだ。

  　正直、結ゆ々ゆ子こにとってＡＣＦは、割りのいいアルバイトであった。

  　必要以上にこの世界に足を踏ふみ込まないように、自分でブレーキをかけている面もある。

  　だから、スポンサー氏を紹介されたところで………………困る！

  「ウチのスケルトンＶＦＸはいかがですか？　オーダーがあれば遠えん慮りよなく言ってください」

  　ミスターＴは慇いん懃ぎんな言葉遣いで、結々子は恐縮する一方だった。

  （ウチのスケルトンＶＦＸ……って。ミスターＴはアーマード・スーツのメーカー関係者なんだろうか？）

  　どうも、ただの金満ＶＩＰではなさそうだ。

  「あなたには近いうちにもっと特別なスペシャル・マッチをお願いするかも知れません。ジェーンドゥ」

  　ちょっと頭の中で警報が鳴り始めた。

  「ミスターＴ。それは以前、申し上げた通り……」

  「高たか柳やなぎさんにはご迷惑はかけませんよ」

  　結々子の頭越しになにやら「大人の会話」が交わされている……。

  　スポンサー諸氏の事情どころか、興行の仕組み自体、結々子はイマイチわかっていなかった。

  「わたし、しばらくは試合に出る気はありません」

  「ふむ。そうですか……」

  　同じ「ふむ」でも、座長とミスターＴでは百八十度違った。

  　ミスターＴの「ふむ」は全く納得していないようだ。

  「すいません、ちょっと今日は急ぎの用事がありまして。わたし、そろそろお暇いとまさせていただきます」

  　挨あい拶さつもそこそこに結々子は、スパッと事務所を後にした。

  　うさん臭くさく見える座長の方が、意外にも選手を大事にしている。

  　身なりはきちんとしているがミスターＴの方が絶対に冷たいに違いない。

  （あの人にはなるべく近づかないようにしておこう……）

  　愛車をこぎながら、しっかりココロにメモした。

  　結々子の急用。

  　それはもちろん一刻も早く、わが家に帰ることだ。

  　結ゆ々ゆ子こはチャリンコハイウェイをぶっ飛ばしてマンションに帰った。

  

  ２　『灯』定期会

  

  　情報交換のため最近、結々子はひんぱんに神楽かぐら光こう次じ郎ろうと会っていた。

  　場所は『純喫茶　灯ともしび』であるが、互いに正門まで行って相手を待ってると目立ってしょうがないので、用がある時は最も寄よりの「暁あかつき本ほん町ちよう」駅の伝言板に「ＡＣＦ」と書き込んで連絡を取り合っていた。

  （なんかナイショのデートっぽいけど、そんなつもりは一ミリもありません）

  　神楽光次郎がどう思っているかわからないが、この男子部生徒会長のモテ男は、結々子が全く意識していないと知ったら、プライドが傷つくに違いない。

  　だから敢あえて、不自然なくらい、かたくなに、そーゆー話はしないようにしていた。

  『灯』ミーティングは名目上は情報交換なのだが、実際は「交換」というより一方的な「引き出し」というのが正しい。

  　結々子は選手として試合に出ているが、ＡＦ界の知識はほとんどない。それに比べ神楽光次郎はＡＦマメ知識の宝庫であった。

  　今日、会っているのはスポンサーに対するマメ知識を仕入れるためである。

  「スポンサーというのは、大ざっぱにカテゴリー分けすると三種類。一つ、純粋なファン。好きな選手を熱ねつ烈れつに応援するタイプ。まぁ大抵が小金持ちで、スポンサーというか小口の寄付者っていうか。次は神かみ矢や崎ざき蘭らん子こに代表される大口のＶＩＰ連中。知っての通りこの連中は商売で金を注つぎ込んでいます。ＡＦに対する愛はなくとも儲もうけは求める。最後は企業スポンサー。アーマード・スーツのメーカーがその代表。スーツの開発や提供をしていて、ＡＦの興行自体、彼らがいなくては成り立たちません。メカニックたちはほとんど、メーカーからの出向です。資金も人材も出すが、結果も求めるし、口も出す。興行主が一番気を使わなければならない存在ですね」

  「じゃあ、わたしがこの前、紹介されたミスターＴて……」

  「一番エライ、スポンサーサイドの人間です。僕も会いたかったなぁ……。鈴すず木きさんのアーマード・スーツは、ＴＮＫ・インダストリー製ですよね」

  「そうなの？」

  「そうです。スケルトンシリーズは、非常に汎はん用よう性せいの高い名機ですよ。ＴＮＫ・インダストリーは四大アーマード・スーツ・メーカーの実質トップ企業。日本が世界に誇る大企業です。僕が作りたいのは、正にそういったとことの人脈なのです」

  「そんなエライ、スポンサー側の人間が、自分でマッチメイクをしたりするんですか？」

  「そこが大変、興味深いところです。結論を言えば、まずありえない。企業スポンサーは結果を求める……と言いましたが、正確には試合の詳細なデータが欲しいんです。もちろん自社製のアーマード・スーツが勝つに越したことはないでしょうが、マッチメイクなんて関かかわらないはずです」

  「勝敗結果と勝敗データって違うんですか？」

  「試合後にメカニックたちが、スーツを整備しますが、当然、細かく調べもします。どこにどれだけダメージがあったか、持ちこたえたパーツはどれか等々。そういう実戦データが一番大事なんです」

  「実戦……？」

  　結ゆ々ゆ子この反応に神楽かぐら光こう次じ郎ろうがキョトンとなった。

  「鈴すず木きさん。アーマード・スーツの使用目的ってなんだと思います？」

  「なにって……？　あれでしょ。障しようがい者しやのサポート器具として開発されて、それがいろんな分野で使われるようになって……」

  「最重要目的は軍事使用です」

  「えっ？　軍事？」

  「常識でしょ」

  　社会の教科書では「今やアーマード・スーツが使われる分野は多岐にわたり、建設現場のみならず危険な災害現場や、国防にも一役買っている云うん々ぬん」との記載がある。

  「一役買っているどころか、それがメインです。『電でん離り層そう大だい厄やく災さい』後、アーマード・スーツは人力で稼か働どうする最強兵器なんですよ。レーダー網もうも死んじゃってるから、国防の実際は人海戦術。タフで使えるアーマード・スーツ開発はとても重要なのです。つまりメーカーはＡＦで格かく闘とう戦せんのモニタリングをしているというわけですね」

  　あまりピンと来ていない結々子であったが、迷彩仕様のガイコツ君が頭に浮かんだ。

  「積極的には報道しないんですよ。情報管制とまでは言いませんが、もっぱらレスキュー方面ばっかりプレスには公開されていますからね」

  「でも学校でアーマード・スーツについて最初に習うのは、サポート器具として開発されたって話だし……」

  「それは本当です。広く使われているアーマード・スーツですけど、誕生してまだ十五年くらいしか経たってないって知っていました？」

  「え……そうなの！」

  「僕らは物心ついた時にはもう、アーマード・スーツがあることが普通だったから意識しないけど、意外とその歴史は浅いのですよ」

  （出た。マメ知識！　神楽クンのウンチクは、だいたい知っておいても損はない。ちょっと話長いけど……）

  「世界で初めてアーマード・スーツを開発したのはＴＮＫ・インダストリーなのですよ」

  「へぇ、そうなんだ」

  「若い研究者がほぼ独力で、基本システムを発想し実用化したという話です」

  「スゴイ。それでＴＮＫ・インダストリーは大おお儲もうけして大企業になったんですね」

  「ちょっと違います。アーマード・スーツ開発以前からあそこは大企業でしたし、アーマード・スーツの特許では儲け損なっているんですよ」

  「儲け損ない？」

  「今では信じられませんが、アーマード・スーツは開発中、誰だれにも見向きもされなかった研究だったそうですよ。その腹いせかどうか知りませんが、その開発者はシステム理論を完成させると、とっとと公開特許申請してしまったのですよ」

  「コーカイトッキョ……シンセー？」

  「特許法の説明は煩はん雑ざつなので省きますが、もうちょっとだけ詳しく話すと、特許の公開のみだけして取得申請はしなかったんですよ」

  　捕捉説明されて、ますますわかりにくくなった。

  「ああ、すいません。つまりアーマード・スーツの仕組みを大々的に公表して、特許は取らなかったって話です。でもそのおかげでアーマード・スーツの制作にいろんな企業が参入し、世間にあっという間に浸透したというわけですが」

  「じゃあ開発した人は、一銭も儲けなかったってこと？　会社と相当もめたんじゃないんですか？」

  「クビになって追い出され、行方不明。のたれ死にしたとも、怒いかり心頭のＴＮＫ・インダストリーに暗殺されただの、まことしやかな都市伝説と化しております。実際、あの大企業の社史から、その若い研究者の名前は抹まつ消しようされ、社内でその名を出すのはタブーだそうですよ」

  「ふーん……」

  「ああ、件くだんのアーマード・スーツのパイオニアは、マジで障しようがい者しやのサポート器具として研究していたそうです」

  「じゃあ、わたし、間違ってないじゃないですか」

  「まぁ、そうですけど。その開発者も、十何年後にＡＣＦなんて地下興行が開催されるなんて思いもしなかったでしょうね」

  　店内にマスターが挽ひいている珈コー琲ヒー豆まめの匂においが漂ってきた。

  （いい香り……）

  　この時間の『灯ともしび』は微妙に客は少なめである。

  　本来の客層はオジサン連中なので、ランチタイムが売り上げのメインなのであろう。夕方からまた混み始めるので、結ゆ々ゆ子こたちはちょうど合間のアイドルタイムの常連なのだ。

  　夕方の陽ひ射ざしが窓から差し込んでいる。もうそろそろお開きの時間だ。

  　神楽かぐら光こう次じ郎ろうはアメリカンの最後の一口を飲み干すと、言った。

  「ミスターＴはひょっとして、あなたをスカウトしたいんじゃないでしょうか？」

  「スカウト？　アーマード・スーツ・メーカーがチームを持とうっていうんですか？　蘭らん子こサマみたいに……」

  「いや、そうじゃない。選手ではなく、テストパイロット的な位置づけでスカウトした……というのが僕の推理なんですが」

  「テストパイロット？」

  「開発中の試作品を操縦して機能テストをする。同じようにアーマード・スーツを動かすのなら、こっちの方が金になるでしょう。ＴＮＫ・インダストリーは就職先としては、スゴイですよ。悪い話じゃない」

  （神楽クンは、ミスターＴを見たことないからわからないだろうけど、あのミスターＴはどうも信用できましぇん。だいたい「うまい話」には必ずウラがある……）

  　実際、ミスターＴの話にはウラがあった。

  

  ３　ミスターＴの依頼

  

  　掛かってきた電話には、結々子が出た。

  　同居以来、電話応対はなんとなく結々子の役割だったりするのだ。

  「はい。もしもし……」

  　だが用心して、自分からは絶対に名乗らないのが鉄則だ。

  「ああ、こんばんは。先日、暁あかつき町ちようの興行事務所でお会いしたＴＮＫ・インダストリーの者です」

  　一いつ瞬しゆん、電話口で固まってしまった。

  　神楽光次郎からスポンサーの情報を仕入れてから数日後、件くだんのミスターＴから突然の連絡だった。

  　アーマードファイトクラブ関係者から、このマンションに電話がないワケではない。

  　対戦相手の都合で試合がキャンセルになったとか、試合日がずれ込んだ等の急な予定変更の事務連絡が主なのだが、それだって座長は結構慎重だし、気を使っているのがわかる。

  　ところがミスターＴの電話は違っていた。夜の九時過ぎという時間帯も微妙だし、口調は慇いん懃ぎんだが、なにか図々しい感じがする。

  「先日、チラッとお話しした特別なエキシビション・マッチなんですが、さっそく今晩、お願いしたいのですよ」

  「ハイ？」

  「野外マッチなんですがね。狭いアリーナを飛び出してスレンダー・ジェーンドゥのスキルを発揮して欲しいんです。時間は……」

  「ちょっとぉ！」

  　結ゆ々ゆ子こは思わず声を荒らげてしまった。

  「スレンダー・ジェーンドゥは未成年でしたね。保護者の許可を得た方がいいのかな……」

  　脅きよう迫はく者しやというなら、蘭らん子こ女史よりミスターＴの方が全然上うわ手てだ。

  「それで時間なんですが、夜中なんですよ」

  「出られるワケないでしょ！」

  　抑えたつもりだが、ついカッとなってしまった！

  　結々子の神経逆ナデにはお構いナシで、話は続いた。

  「そちらにお迎えに上がります。一時間後に」

  「ちょ、ちょ、そんな急なことを、勝手に……」

  「あなたの事情は、あなたがクリアしてください。できないのなら私が後見人とネゴシエートいたしますが」

  （なに？　この人。焦あせっているの？）

  　強引にもほどがあるが、この強引過ぎる背景……ミスターＴにはミスターＴの切せつ羽ぱ詰つまった事情があるようだ。

  　結々子が同情してやるいわれは全くないのだが、この冷血漢にもわずかに人間味が見えたような見えないような……。

  「では、よろしく」

  　勝手に電話を切られてしまった。

  「大だい丈じよう夫ぶ？　結々子君。なにかあった？」

  　振り向くと三さぶ郎ろうがすぐ後ろに立っていた。

  　結々子は飛び上がりそうになったが、必死で抑えた。

  「んん。なんでもないの」

  「どうした？」

  　ちょっと八の字になった眉まゆの下、三郎の真まっ直すぐな瞳ひとみが、じっと結々子の顔を見つめている……。いろんなイミでドキドキである。

  　結々子の頭は、必死で高速回転した。

  「杏あんちゃんからで、パジャマパーティーやろうって。急な話だし、断ったんだけど。ほら、杏ちゃんて意外に押しが強いから、ちょっとね。こっちの事情とか話してないから、いろいろ間単に考えているみたいで……」

  　アドリブでペラペラとウソが流れ出る。

  　女って生まれつきウソつきにできているのだ。

  「行ってきなよ」

  「え！」

  「家にいる時は、教師じゃなくて…………兄だ。変に遠えん慮りよすることはないんだよ。もちろん兄として過度の夜遊びは看過できないが。如きさ月らぎ君宅ならいいだろう。行っておいで」

  　三さぶ郎ろうが、結ゆ々ゆ子こにどれほど気を使っているのか、信用してくれているのかがヒシヒシと伝わってきて胸がキリキリと痛んだ。

  （こんなこと、今日で最後にしてやる！）

  　突然、そう決心した。

  「あの」

  「なに？」

  　三郎が優しく微笑んでいる。

  　ここで、なにもかも打ち明けて全部終わりにしようかとも思ったが、やはり三郎の信用をその場でひっくり返すのが、結々子には怖こわくてできなかった。

  　裏切っているのは変わらないのに、今、打ち明けるか、後で打ち明けるか……。

  　結局、打ち明けるのを後回しにした。

  　夜間外出なので、三郎は心配してマンションのエントランスまで見送りに出た。

  「如月君の家まで送って行こうか」

  「ダ……ダメだよ。バレちゃうよ。わたしたちのこと」

  「……そうだな」

  「大だい丈じよう夫ぶだよ。杏ちゃんの家はそんなに遠くないし」

  「そうか。わかった」

  　三郎が結々子の顔をじっと見つめるので、結々子も真まっ直すぐに三郎の顔を見た。

  　結々子は濃い色のジーンズに、黒っぽいブルゾン。髪をきっちり編み込んでヘルメットを被かぶった。これで自転車にまたがれば、パッと見、女の子とはわからない。

  　結々子は迷いが生まれる前にペダルをこぎ出した。

  　マンションを離はなれると、すぐに「迎え」が来た。

  「ようこそ、スレンダー・ジェーンドゥ」

  　ムカつく声が、頭のちょっと上から降ってきた。

  　家を出るのを見ていたようだ。

  　いつの間にか後ろに大きなクルマがついて来ていた。大型車の四角い運転席の窓から、ミスターＴが顔を出している。

  　大型車といってもリムジンではない。トレーラーだ。クルマ自体が少なくなってきてるってのに、トレーラーとは……。

  「自転車ごと後ろから乗ってください」

  　指示通りに結々子は後ろに回った。

  　道路すれすれに降ろされた板にチャリンコごと乗り上げると、板はそのまま上にスライドした。

  　ちょっとしたことだが、この手の機械仕掛けに慣れていないので、いちいち驚おどろいてしまう。トレーラーの荷台の中に入ると、さらに結ゆ々ゆ子こは驚いた。

  　中はハンガーだった。

  　いつもの町工場じみた臭におい。

  　顔なじみではないがメカニックたちもいるし、天てん井じようから黒バージョン？のガイコツ君が吊つり下げられている！

  「こんばんは。ジェーンドゥ。無理な呼び出しに応じていただき、感謝いたします」

  　ミスターＴの言葉には、ホッとしたような響ひびきがあった。

  　荷台と運転席は、つながっていた。

  　無理矢理拉ら致ちみたいに連れて来られたというのに、結々子の頭に思い浮かんだのはこんなマヌケな感想だった。

  「これは我わが社の移動ハンガーです。少々、手狭ですがここで着替えて、アーマード・スーツを装着してもらいます」

  「着替える？　ここで？」

  「ボディスーツまでは助手席でどうぞ。運転席との間はスクリーンで間仕切れますから」

  　ミスターＴは平べったい革製のバッグを、結々子に手渡すと横にどいた。

  　ダクトのようなドアがあって、くぐるように入るとクルマの助手席に出た。

  　気を利きかせてすでに、運転席とはスクリーンで仕切られていた。

  「確かに個室っぽいけど、これ、外から丸見えじゃない！」

  「特殊加工で、外からは見えません」

  　荷台の方から、ミスターＴのくぐもった声がする。

  　革のバッグを開けるとヌルヌルゼリーの入った瓶びんとグレーのボディスーツ。

  　ビキニとかセパレーツではなく、全身タイツのタイプ（サーファーのウエットスーツっぽい）が、きちんと折りたたまれて入っていた。

  （サイズぴったり……）

  　首までピチッと合っていた。

  　結々子は私服をたたんで革バッグに入れると、荷台に戻った。

  「今、現場に移動中です。時間がありません。さっそくスタンバイお願いします」

  　黒ガイコツ君は、よく見ると違いは色だけじゃない。

  　まずヘルメットがフルフェイス。

  　被かぶせられるとちょっと違和感というか、息苦しさを感じた。

  「もちろん呼吸に支障はありません。慣れていただくしかないです」

  　上半身プロテクターに軽量化スリットがない。

  　それどころか全身が装甲パーツで覆おおわれており、いつものガイコツ君と全然違う。

  （フルアーマータイプ？）

  　これが神楽かぐら光こう次じ郎ろうの言ってた軍事用のアーマード・スーツに違いない。

  「あなた用に調整してあります。スレンダー・ジェーンドゥ」

  　初めての装着だが、スーツは全体的に全く違和感がない。フルフェイスにも慣れてきた。

  　結ゆ々ゆ子こはスーパーガイコツ君と勝手に名づけた。

  　無理矢理でもなんでも、いったんアーマード・スーツを装着すると、結々子はもう「鈴すず木き結々子」ではない。完全に「スレンダー・ジェーンドゥ」になる。

  「現着」

  「現着確認」

  「ステージＴ研ビル。５１０進行中」

  「了解。ただちに状況クリアにあたります」

  　カーゴの中で、結々子には意味不明の無線交信が飛び交っている。

  　異常な緊きん張ちよう感かんが漂う。

  　もはや、ＡＣＦのエキシビションマッチでないのは明白である。

  　心なしかミスターＴの顔も引きつっている。

  「ハッチ開けろ」

  　トレーラーの後部が観かん音のん開びらきにオープンすると、夜風が移動ハンガー内に吹き込んできた。

  　いったいどこまで移動したのやら？　そこはどこかのオフィスビル街だった。

  　全く人通りがない。

  「目の前に見えるビルが今夜のステージです。あのビルの中に対戦相手がいます。ぶちのめしてきてください」

  （いろいろ訊ききたいことはあるけど、後回し）

  「ジェーンドゥ……出ます」

  　スレンダー・ジェーンドゥはせり出しているトレーラーのスタンドから跳とんだ。

  　ステージに指定されたビルは十五階建てくらい。真っ暗で無人なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

  　鍵かぎの開いた裏口っぽいドアから内部に侵入した。

  　しかし中は真っ暗でどうやって闘たたかっていいのかわからない。

  「聞こえますか？　ジェーンドゥ」

  　突然、耳元でミスターＴのささやき声がした。

  　不意打ちだったので、結ゆ々ゆ子こは飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

  「インカムです。そのスケルトンには通信機能が付いているのです。短い距きよ離りならまだ無線が使えるって知っていましたか？　強力な割りにはメット内に仕込めるほど小さいヤツを作れるのはウチだけかも……」

  「驚おどろかさないでください！　ミスターＴ」

  「申し訳ない。バイザーの……眉み間けんのあたりをグッと押してみてください」

  　触ってみると指先にボタンのような感触がある。指示通りに押してみた。

  「あ！」

  「明るくなったでしょ。暗視用ナイトスコープです。これも技術陣の苦心作。他にいろいろなギミックが付いていますよ」

  　ガランとしたオフィスビルは結構広かった。

  「どこにいるのよ？　わたしの対戦相手は……」

  「ヒールを床にガツンとやってください」

  　まず右脚でリノリウムの床に踵かかとを思いっきり打ちつけた。ニュッとカカトが浮き上がる感触があった。

  「なにコレ？」

  「ローラーです。移動はそれで……。ヤツはおそらく上にいます」

  　ローラースケートの要領で床を滑すべると結構爽そう快かいであった。

  （こんな便利機能がくっついているなら、これはどうだ！）

  　ジェーンドゥは階段下でつま先を揃そろえて屈伸した！

  「ひゃっほう！」

  　思った通りハイジャンプが可能だったのだ。

  　これで踊り場まで一足飛びである。ターンしてまたハイジャンプ！

  「ワンフロアごとに捜していくんですか？　それとも上？」

  「一階一階、シラミ潰つぶしだと時間が掛かりすぎます。そのまま最上階へ行ってください。追い抜かしたとしたら、待ち伏せです。ヤツは必ずそこに来ます」

  　片脚屈伸でも、「踊り場までジャンプ」ができた。

  　フルアーマーなのに、重くなった感じがしない。

  　軽量化もしているのだろうが、すごくパワフルなアーマード・スーツである。

  　完全にノーマルガイコツ君とは似て非なるモノだ。

  　アーマード・スーツの動力は人力である。このスーパーガイコツ君は非常にパワフルだが、調子に乗っていると疲れ果てて動かせなくなってしまうかもしれない……。

  　そんなことを考えている間に、最上階に着いてしまった。

  「着いたけど……」

  　上がってきた階段の周辺は、ジュースやコーヒーの自販機が壁に貼はりつくように並んでおり、ソファーとその背もたれの高さに合わせた観葉植物のプランターが置かれている。

  　各階とも階段の前はエントランスのような雰ふん囲い気きで公共スペースのようだった。

  　フロア全体を見渡すと、間仕切りされた個人ブースのようなモノがズラリと規則正しく並んいる。

  「屋上に通じる階段はそこだけです。そこで待機してください。ヤツはまだビル内にいるはずです。屋上に向かうので、そこに来るはずで現れたら……」

  　かすかにローラースケートの音がした。

  「来た！」

  「倒してください。それが今夜の対戦相手だ」

  

  ４　ガチバトル

  

  　長い廊下の向こうから、黒ずくめのアーマード・スーツが滑走してきた。

  　階段前に立つ結ゆ々ゆ子このアーマード・スーツに気がつくと、あからさまにギョッとした。

  　相手はスピードスケート選手のような前屈姿勢から、身を起こすと同時に腰に手をやった……。

  　ジェーンドゥは横っ跳とびで、そのまま側転。

  　屋上に続く階段の何段目かに煙が上がった。その煙が、ジェーンドゥの後を追ってくる。

  　追いつかれて側転終わりに、腰の外側に何かが当たって弾はじけた。

  　パキンという乾いた音。

  　ジェーンドゥはブースの陰に身を隠すように着地した。

  　相手の手から三十センチくらいの細い棒が延びている。

  「拳けん銃じゆう！」

  　発射音は全く聞こえなかったが、黒ずくめのアーマーは拳銃を握っていた。

  「撃うたれた！　撃たれた……」

  　聞いている相手がいるせいか、闘たたかいの最中なのに思わず独り言を呟つぶやいていた。

  「落ち着いて。ジェーンドゥ。そのスケルトンの装甲強度はかなりのものです。22口径くらいなら至近距きよ離りでも豆鉄砲くらいです。44口径でも簡単には貫通させない。おそらく相手はサイレンサー付きの銃でしょう。威力が落ちるから、弾はじき返せます」

  「そーゆー問題じゃないでしょ！　いきなり発砲よ！」

  　今までガチンコでアーマードファイトをしてきたが、それは試合だ。

  　殺し合いではない！

  　盾たてにしているブースの壁が、バスンバスンという音とともに爆はぜた。

  （あの拳銃を、どうにかしないと……）

  　同じ所にいてマトになるのはまっぴらである。

  　姿勢を低くしたまま床を蹴けって、ローラーダッシュした。

  　机の四つか六つ分でひとまとまりになっているブースのコーナーを曲がって、黒ずくめアーマーの背後に回り込んだ…………つもりだったが、相手もバカじゃない。ジェーンドゥの飛び出しに反応して素早く銃口を向けてきた。

  　回かい避ひしているヒマはない。

  　装甲を信じて、ジェーンドゥは屈伸ジャンプした！

  　上から相手に体当たりするつもりが大誤算。

  　スーパーガイコツ君の跳ちよう躍やく力りよくは結ゆ々ゆ子この想定以上で、敵を飛び越えてしまったのだ。

  　それでも微妙に背後に着地。

  　打だ撃げき技わざを繰くり出すには、間合いが詰まり過ぎている。選択の余地なく合あい気き系だ。

  『内ない発はつ剄けい小こ手て返がえし』

  　互いの振り向きざま、ジェーンドゥは相手の右手首を取った。

  　手には拳けん銃じゆう。

  　いくら装甲強度が高いと言っても距きよ離りゼロセンチである。

  　ぶっ放される前に腕ごと引っぱった。こうされると人間は反射的に、ギュッと力が入り筋肉が縮む。そこで手首を極きめて一気に外側にひねるのだ。

  　手首をつかんでから、ひねった刹せつ那なに内発剄を放つ！

  「く……」

  　黒ずくめのピストルが落ちるのと、ジェーンドゥが投げを打ったのが同時。

  　この技を掛けられると相手は、手首がへし折られないように身体からだの方が自然に回転し、投げられてしまうのだ。

  　だが黒ずくめはその場で、身体をダンゴ虫のように丸めて投げを受けた。クルッと回転し手首を外すと、立ち位置変わらずのゼロセンチ受け身である。

  （なんなの、コイツ！）

  　黒ずくめが左手を腰の後ろに回すと拳銃が握られていた。

  （もう一丁あったか！　拳銃、さっきのよりデカッ……）

  　ガウンッ！

  　容よう赦しやなく、ぶっ放してきた。

  　今度はサイレンサーなしである。

  　全く距きよ離りなく向き合っていた状態である。

  　ジェーンドゥは入り身転換して、相手に身体からだを密着させながら背中合わせにクルリと回って躱かわした。

  　少しでも距離をとると撃うたれてしまう。

  「今のは何だ？　ジェーンドゥ、無事ですか？」

  「黙だまってて！」

  　今はそれどころではない。

  「ジェーンドゥ、聞いてください。そのスケルトンにも武器は搭とう載さいされてます……」

  「耳元で、がーがーうるさいっ！」

  「大だい腿たい部ぶ装甲にバーがくっついてるでしょ。それはショート・ロッドです。両側で二本あります。連結ができて杖つえにもなるんです」

  「それどころじゃないんだってば！」

  　スレンダー・ジェーンドゥは黒ずくめアーマーに身体をくっつけて、命がけのアルゼンチン・タンゴ中なのだ。

  　それでも太ももの装甲パーツを探ると、確かにバーが付いている。

  　グッと指先を入れるとパキッと外れた。

  　転換、転換でしのいでいたのだが、三十センチ強のロッドで打ち下ろしを加えてやった！

  　突然、ジェーンドゥの両手に武器が現れたので、黒ずくめはギョッとなった。

  　相手が半身を離した瞬しゆん間かんに、ロッドを連結！

  　これでいつも稽けい古こしている「短杖シヨートロツド」と同じぐらいの長さになった。

  　微妙な間合いで銃を構えようとした相手に、ジェーンドゥは摺すり上がりで手首を打った。

  　ガウンッ！

  　銃口からのハデな火花は、斜め上に噴き上がり、天てん井じように穴……。

  　ジェーンドゥは短杖を手て許もとに送り、今度は拳けん銃じゆうめがけて突き入れ！

  　先ほどのサイレンサー付きも、この大きい拳銃も、アーマード・スーツ仕様だ。つまりグローブパーツの上から扱うので、引き金の周りのトリガーガードがない。

  　デカい拳銃は短杖でつかれると、黒ずくめの左手からすぐもぎ取れた。

  （やった！）

  　一いつ瞬しゆん、勝ったかと思ったが、ここからがホントの勝負だった。

  　黒ずくめは銃器にさっさと見切りをつけて、肉弾戦に切り替えてきた。踵かかとを引っかけるような絶妙な、掛け蹴りコロ・チヤギを繰くり出してきたのだ。

  　危うく後頭部を引っ掛けられそうになる。

  （テコンドー！）

  　黒ずくめとジェーンドゥの身長差は結構あった。相手の方が頭ひとつ分は、ゆうに高い。

  　お互いフルフェイスなので、相手の表情も特徴も全くわからないけど、黒ずくめはオトコに間違いない。

  （黒ずくめって呼んでるけど、こっちも黒ずくめだった）

  　ガイコツ君と同系アーマーのようだが、よくよく見るとちょっと違う。

  　膝ひざ下したからつま先までがちょっと長めで、しかもスネが弓なりにカーブしており、鎌かまの刃みたいな造形。「蹴り」に特化しいてるということだろう。

  　だいたい本人が、かなり身体からだが柔らかい。

  　ピョンピョン跳とばずに、踵かかと落としを連発してきた。

  　その踵にも威力を増すようなアタッチメントを装着している。

  　テコンドー・クイーンより腕は上だ。

  　つまり、かなりの達人だということである。

  　しかもフルアーマーなので、お互い簡単には倒せなさそうだ。

  （命名、テコンドー・キング）

  　スレンダー・ジェーンドゥは短杖シヨートロツドの突き出しで、テコンドー・キングの出鼻をくじいて、何発かの蹴けりは叩たたき落とした。だが、どうしても下がりながらの受けになってしまう……。

  「ジェーンドゥ。返事してください！」

  「できるワケないでしょう！　状況考えてよ！」

  「ロッドはわかりましたか？　そいつはスタンガンのギミック付きです。ロッドの底がシリンダーになってますから、九十度回転させてください。それでスタンガン起動です。先せん端たんに触ふれれば放電しますよ……」

  「コレか！」

  　グリッと回すとカチッと音がした。

  　有効な情報はありがたいが、返事をしている余裕はない。

  　テコンドー・キングは蹴りも多彩だが、それを活いかす突き技も多彩だった。

  　先ほどの小こ手て返がえしで、投げを警戒しているようだったが、ジェーンドゥの両手が短杖でふさがっていると見切ると、身体からだをコマみたいに回転させながら裏うら拳けんの連打を放ってきた！

  　これは蹴り技につなぐ、伏線であろう。

  　間合いを詰められているので、ジェーンドゥは短杖のリーチを活かしきれない上に防戦一方で、ビリビリさせるロッドの先端をなかなか当てられない。

  （チッ……）

  　テコンドー・キングは打つと見せかけて両手を引いた。わずかに身体が沈み……。

  （来る！）

  　ジェーンドゥも後屈立ちで思いっきり身を沈めて、迷わず左手で短杖シヨートロツドを上段に送り出した。

  　テコンドー・キングは跳び横蹴りを放った。

  　ジェーンドゥの短杖とテコンドー・キングの右脚が宙空で交差する！

  　唸うなりを上げる足刀がヘルメットの頭頂部をかすっただけで、ジェーンドゥの耳にグワングワンと反はん響きようした。

  　下から突き入れたジェーンドゥの短杖が、テコンドー・キングのフルフェイスメットの額を打ち抜いた。

  「う……」

  　蹴りっぱなしでなく、テコンドー・キングは返しの足で、また掛け蹴りを打ってきた。

  　ジェーンドゥは必死の半身ひねりで、なんとか受け流して跳はね上げるように身を起こす。

  　テコンドー・キングは、バックステップで思いっきり後ろ跳びをした。

  　間合いを外すというよりは、とっさにこの場を離はなれようとするような動き……。

  　テコンドー・キングは慌あわてた様子で、両手でガッとヘルメットをつかんでいる。

  （今よ！）

  　スレンダー・ジェーンドゥは短杖シヨートロツドを投げ捨てた。

  　踏ふみ込んで一挙に間合いを詰め、ガラ空きの腹部アーマーに、お手本のような掌しよう底ていを叩たたき込んだ！

  『発はつ剄けい掌底順突き』

  　インパクトの瞬しゆん間かん、内ない発はつ剄けいも放つ。

  　テコンドー・キングは弾はじけるように後ろに吹っ飛び、ブースにぶち当たって間仕切りを壊こわしながら机の向こうに落ちた。

  　内発剄は生き物に効く技であって、アーマード・スーツを弾き飛ばすような性質のものではない。スタンガン機能が同時発動したようだ。

  （スーパーガイコツ君にも付いていたんだ。ビリビリパンチ……）

  「ジェーンドゥ？」

  「生きてますよ……」

  　ドカドカと物々しい音を立てて、迷彩服の一団が階段を駆け上ってきた。

  　ライトの付いたヘルメットに警棒を持っている。機動隊みたいな装備である。

  　しんがりには高級スーツにトレンチコート姿のミスターＴ。

  　一人だけフツーな格好をしているので場違いなことはなはだしい。

  「よく、勝てましたね」

  「あの短杖が役にたったみたい」

  「スタンガン機能？」

  「多分……」

  　ジェーンドゥは短杖で、テコンドー・キングの眉み間けんを突いてやったのだ。

  　同じようなガイコツ君タイプのアーマード・スーツなので、暗視用ナイトスコープのスイッチも同じような所に付いていると踏ふんで、それに賭かけたのだ。

  　思った以上に上う手まくいった。

  　ロッドのスタンガン機能のせいで、テコンドー・キングの暗視装置は故障したのだろう。突然、視界が真っ暗になりパニクっているところに、スレンダー・ジェーンドゥの必殺の内発剄（＋ビリビリ）を喰くらったのだ。

  　テコンドー・キングは迷彩服の男たちに、アーマード・スーツごと引き起こされた。

  　迷彩服軍団は、大慌てでヘルメットを外している。

  　まだ気絶しているようだが、ヘルメットを取るとテコンドー・キングは、結構イケメンのお兄さんだった。

  　ライトで浮かび上がっているのは、ちょっとロン毛で真っ白い顔。一文字に結んだ口の端はしからツーと縦に細い線が引かれ……。

  「え？」

  「あっ！　しまった……」

  「やられた！　毒物です」

  　迷彩服軍団がいっせいに振り向いた。

  （う……そ）

  　横にいたミスターＴの、舌打ちが聞こえた。

  「ちょっと、コレはどーゆー……」

  「ご苦労さま。ジェーンドゥ。ショウタイムは終わりです。撤てつ収しゆうしてください」

  「なにいってるのよ！　テコンドー・キング……あの人は……あっ！」

  　ミスターＴに自分がやったのと同じことをされた。

  　結ゆ々ゆ子こが見た最後のシーンはバイザーいっぱいに広がるミスターＴの手の平……。

  　ミスターＴはアーマード・スーツの暗視スイッチを切ってしまったのだ。

  「ちょっとぉ……」

  　それだけではない。

  　このスーパーガイコツ君は外部に接続スイッチが付いていたらしい。

  　肩けん甲こう骨こつの間、背骨あたりを触さわられたと思うとアーマード・スーツは機能停止してしまった。

  「なにするんですか！　ねぇ！」

  　結々子はアーマード・スーツに閉じ込められたまま、仰あお向むけにされ運び出されてしまった。

  

  ５　言い訳

  

  　結々子がスーパーガイコツ君から出られたのは、移動ハンガーの中だった。

  「ちょっと！」

  　食ってかかったが、ミスターＴは「話は着替えてから」とクールになだめた。

  （訊ききたいことがタップリあるんだから！）

  　助手席で、ウエットティッシュを使い、大ざっぱにヌルヌルゼリーを拭ふき取って私服に戻ったが、気持ちは「鈴すず木き結々子」に戻らない。

  　疑念、不審、怒いかり……負の感情を維持しつつ気持ちはスレンダー・ジェーンドゥのままだ。

  「お着替え済みました？」

  　間仕切りスクリーンの向こうから、ミスターＴの声がした。

  「運転席にいたの？」

  　ギョッとしたがいちいち驚おどろかされるのもシャクなので、結ゆ々ゆ子こは平静を装よそおった。

  「済んだわよ」

  　スルスルとスクリーンが後ろにスライドすると、ミスターＴがハンドルを握っていた。

  　トレーラーは深夜の道路を走行中だが、並走しているクルマも対向車もない。

  　静まりかえった街を、長っ細いトレーラーの暗夜行である。

  「ここの方がゆっくり、話せますので」

  「今夜のは……なに？　エキシビション・マッチとか、ふざけた答えなら……容よう赦しやしないわよ！」

  　アーマード・スーツを着ていようがいまいが、結々子は発はつ剄けい拳けん遣いなのだ。

  　この距きよ離りなら、外すことなく側頭部に掌しよう底ていを叩たたき込める……。

  「あのビルは、ＴＮＫ・インダストリーの研究所です。ビジネスビルを装い、わざわざオフィス街に建てたのですが、極きわめて重要な研究施設なのです」

  「研究……所？」

  「地下がね。そういう施設なんですよ。あそこに今晩、産業スパイが侵入した。あなたにはドロボー退治をしていただいた……というわけです」

  「産業スパイ？」

  「他国のね。『電でん離り層そう大だい厄やく災さい』以前はもっとスマートなものだったらしいですよ。こういう情報争奪戦はね。コンピューター内にある極ごく秘ひデータをハッキングしたり、会社の人間に内通させたり……。あ、それは今でもあるか。それが、今じゃ何でも直接的な窃せつ盗とう行為になり代わった」

  「こんなの警察の仕事じゃない！　なんでわたしが……」

  「警察では間に合わない。処置が後手後手です。よしんば逮捕できたとしても、賊ぞくの身柄をこちらで確保できなければ、我々には何のメリットもありません。それにあのビルは、あくまでもビジネスビルなんです。当局を介入させ内外に研究施設の場所を喧けん伝でんさせる必要はない。これは暗あん闘とうなのですよ。ＡＣＦと同じく表の世界の出来事ではないのです」

  「ＡＣＦでは人殺しなんかしない！」

  　思わず声を荒らげたが、言葉に詰まってしまった。

  　テコンドー・キングは……どうなったのだろう……？

  「さっきの……あの人は………………？」

  「死にました」

  「なんてこと……」

  「自害です」

  「わたしが……殺したんだ」

  「違います。自害したのです。奥歯に仕込んだ毒物のカプセルをかみ砕いた……」

  「わたしがノックアウトしてなきゃ、死んでなかった！」

  「あのまま、奴を逃亡させるわけにはいかなかった。これ以上の我わが社の機密漏ろう洩えいは許されない。我が国の防衛にも影えい響きようを及ぼします」

  　それは結ゆ々ゆ子ことはなんの関係もない。

  「だったら、あなたの会社の人を使えばよかったじゃない！　なんで、わたし……」

  　言葉が続かない。

  　結々子とさっき戦った男が、さっき死んだ。

  　おそらく知らないヨソの国で。

  　本名なんて、きっと誰だれも知らない。

  　きっと死んだことすら、誰にも知らされないのかも……。

  　結々子は急に胸が詰まった。

  「我が社のテストパイロットたちは、優秀なデモンストレーターではあるが、ファイターではありません。ウチの手て駒ごまでは奴に歯が立たない。スレンダー・ジェーンドゥなら奴を止められる。スレンダー・ジェーンドゥこそ最強のアーマードファイターだからです」

  （わたしは人殺しの片棒を担かつがされたってことか……）

  「迅じん速そくな大量輸送ができなくなり、その分、戦争の危機が減ったと『大だい厄やく災さい』の効用を謳うたう説がありますが、実際は違います。電子の監視の目を失い、国防は防さき人もりの時代に逆戻りだ。国家間の情報交換もままならず、どの国も再鎖さ国こく状態です。相手の国が何をしているのか？　相互不信と疑心暗鬼の結果、ああいう奴らがやって来る……」

  　大人たちの言い分はいつも同じである。

  『大厄災』以前の時代が、人類の黄金期だったような物言いをする。

  　暗黒時代だろうがなんだろうが、結々子たちはこの時代に生まれついたのだ。

  　いつコントロールを失うかわからない原子炉は停止に向かい、無む駄だなエネルギーは使えなくなった。

  　昔を知るお祖じ父いさん連中はケチケチしていてイヤだと言うけど、それが現在のフツーの暮らしなのである。

  　ジャブジャブ電気を使ってた時より、よっぽどいい。

  　文明は退化してるんじゃない。進歩してるんだ！

  　アーマード・スーツは『大厄災』後の最大の発明だ。

  　これこそ人類の進歩の証あかし。

  「それを使ってわたしは今夜、人殺しをした。少なくともその手伝いはさせられた……」

  　結々子の身体からだに震ふるえが走った。

  「人類は進歩したけど、わたしだけ退化したんだ……」

  　殺やらなきゃ殺られていた。

  　強制的に闘たたかわされていた。

  　テコンドー・キングは、きっと悪い人でドロボーだったに違いない。

  　結ゆ々ゆ子この中でいろいろな思いが駆け巡ったが、気持ちは全く晴れなかった。

  「わたしはもう、おりる……」

  　ミスターＴはブレーキを踏ふんだ。

  「ちょうど、着きましたよ」

  「言っている意味、わかってるでしょ。もうあなたにつけ入らせるスキは与えない。今夜、わたしの先生に全すべて話します。スレンダー・ジェーンドゥは今夜で引退！」

  　ステップを降りる結々子の背中に、ミスターＴの声が追ってきた。

  「あなたのアーマードファイターとしての、才能はギフトだ。鈴すず木き結々子さん」

  　振り向くとミスターＴは真まっ直すぐ、こっちを見つめていた。

  「あなたの後見人に……。三さぶ郎ろう氏によろしくお伝えください」

  （スポンサー・ミスターＴは何でも知っているってワケ？　でもそれが、なに？）

  　先生とミスターＴは何のカンケーもないし、今後、なにがしかの取引とか交渉とかすることもない。そんな脅おどしは今夜でお終しまいよ……。

  　結々子はトレーラーに背を向けて、マンションに戻った。

  「あ、満月」

  　十五夜であった。

  「先生に打ち明けていたら……こんなことには、ならなかったかも……」

  　後で悔くやむから後悔というのだ。

  　まん丸いお月様を見上げていると、結々子の頬ほおに涙がつたってきた。
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   エピソード５　「重力の自明」

  

  １　告白

  

  　人に何かを告白するというのは勇気がいる行為だが、それが悪いことであれば、なかなか口を開くのが難しい。

  　三さぶ郎ろうは寝ずに結ゆ々ゆ子こを待っていた。

  　休日前はいつも徹てつ夜やをしているから元々起きている時間帯なのかもしれないが、玄関のドアを開けると、三郎は正座をして待っていた。

  　結々子は心臓が止まりそうになった。

  　考えるより先に身体からだが動いた。結々子は玄関で即、土ど下げ座ざした。

  「ごめんなさい」

  「うん……」

  　それ以上、言葉が出なかった。

  「無事でよかった」

  　結々子の見つめている玄関の床板がにじんできた。

  「わ……わたし……」

  「中に入りなさい」

  「ご、ごめん……なさい」

  　リビングのテーブルに着くと、三郎がお茶を煎いれてくれた。

  　いったい、なにから話したら、いいのだろう……

  「今日は、パジャマパーティーなんかじゃなかった……です」

  「知ってる」

  　結々子は顔を上げて三郎を見た。

  　なんだかすごく久しぶりに会ったような感じがする……。

  「たまたま如きさ月らぎ君から電話があってね。タイミング良くというか、悪くというか……」

  　三郎はちょっと済まなさそうな顔をした。

  （先生はちっとも悪くない）

  「如月君は、アドリブで取り繕つくろってくれていたけど、わかってしまったんだ……」

  （杏あんちゃんも全然、悪くない）

  「如月君は僕が誰だれだかわからなかったみたいだ。親しん戚せきの者だと思ったようだけど、あ……ホントに親戚か」

  　三郎が苦笑するのを見て、結々子の涙るい腺せんダムが決けつ壊かいした。

  　それこそセキを切ったように今までのことを一気に喋しやべった。

  　一つ、親の保険金なんてなかったこと。

  　一つ、アルバイト先はコンビニなんかじゃないこと。

  　一つ、ＡＣＦの選手で、地下興行で稼かせいでいたこと。

  　一つ、『発はつ剄けい拳けん』という武術を遣えること。

  　一つ、ついさっき、結果的に人殺しの片棒を担かついでしまったこと…………。

  　三さぶ郎ろうはひと言も口を挟まず、結ゆ々ゆ子この長い長い話を黙だまって聞いた。

  　そして語り終えた後も長い長い沈ちん黙もくが続いた。

  「辛つらかったろう……」

  　結々子の涙るい腺せんダム再決けつ壊かい。

  　枯れたと思った涙がまた、どっとあふれ出した。

  「僕は……そんな、つもりじゃなかったんだ。君に、結々子君だけに、苦労をかけてしまった……」

  （なんで先生の方が、そんなに苦しそうな顔をするの。わからないよ）

  　ちょっと息を止めてから、今度は田た中なか三さぶ郎ろうがおもむろに語り始めた。

  「僕が……僕だけが、君を守れる。君を守らなきゃいけない。僕には、そんな自うぬ惚ぼれがあったんだ」

  「先……生？」

  「僕は狭量な責任感から君を引き取った。負えもしない責任を……負いきれると、自惚れていた」
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  　三さぶ郎ろうの眉み間けんには深いしわが寄り、食いしばった歯の間からうめくような声がもれる。

  「責任……？」

  （なに、それ？）

  　結ゆ々ゆ子こには意味がわからない。

  「わたしを、守る……って？」

  「弥み勒ろくの中等部で初めて君を見た時、僕は以前にも逢あったことがあるような気がしたんだ。まだ君の名前すら知らなかったというのにね」

  「……それって」

  「君は優ゆ美み叔お母ばさんによく似ている。ビックリしたよ。何年も会っていない優美さんを学校で見かけるなんて思ってもみなかったし……」

  「わたし……？」

  「知ってたかい。優美さんと君のお父さんは駆け落ちして結ばれたんだよ。僕がまだ中学生の時だった」

  （いいー……っ。お父さんとお母さんが駆け落ちカップル！）

  　そうか、だから親しん戚せきづき合いがまるでなかったのか……。

  「優美さんは突然、僕らの前から消えた。その後は本当に消息不明だったんだよ」

  　三郎は遠い目をしている。

  「反抗期だった僕には、なんだかそれが、とても鮮やかに見えてね。一族のくびきを物ともせず、しがらみを全部絶ち切って、羽ばたいた人……。優美さんが僕には自由の体現者に見えた。憧あこがれでもあり、勇気の象徴でもあった。結局、後々になって僕も同じように、実家とは絶縁状態になっているけどね」

  　三郎はちょっと、はにかんで照れ笑いをした。

  「スクールライフをエンジョイしている結々子君を見て確信した。この子は幸せな家庭で育っている……ってね」

  　確かに結々子の家は、明るかった。

  「優美さんの選択は間違っていなかった……。あの人は幸せになれたんだ」

  　間違いなく結々子の父と母は本当に仲がよかった。

  　三み度たび、結々子の瞳ひとみが潤うるみだす。

  「それが、あんな事故で……」

  　涙が頬ほおを伝った。

  「それまでは陰ながら見守っていたけど、あれは……それじゃどうにもならない事態だった。親族にとって優美さんは依然、行方不明のままだし、君の存在は誰だれも知らない」

  　結々子も親しん戚せきがいるなんて、思ってもいなかった。

  「鈴すず木き結ゆ々ゆ子このこれ以上の修学は難しそうだという話を職員室で耳にした時、突然、気がついたんだ。後見人さえいればそれは回かい避ひできる……ってね」

  　思えば、三さぶ郎ろうは、結々子の病室に唐とう突とつに現れた。

  「僕だけが結々子君を守れる。でも、それは……勝手な思い込みだった」

  「お……思い込みなんかじゃない！　先生のおかげで、わたしは……」

  　言葉にできない想おもいが胸にあふれ出す……。

  

  　先生は一いつ生しよう懸けん命めいやってるよ！

  　親も家もなくしたわたしに、住むところを与えてくれて、お兄ちゃんにもなってくれた。

  　わたしに友達と学校を残してくれた。

  　それだけで充分。

  　わたしの家、わたしの家族、わたしの友人……。

  　わたしの大切なものを守っていくのはわたし自身だ。

  　わたしは発はつ剄けい拳けんの継承者だから、こんな方法しか思いつかなかったんだよ。

  　でも地下興行に関かかわることは、やっぱり後ろ暗い感じがして先生には言えなかった……。

  

  「君を、危険な目に遭あわせてしまった……」

  「違うよ！　これは全部、わたしが自分でやったことです！」

  「結々子君。君が無事に帰って来てくれて、本当によかった」

  　三郎はじっと、結々子を見つめている。

  　結々子は不意に胸がキュンとなった。

  「疲れたろう。僕も……疲れた。今晩はもう寝なさい」

  「……はい」

  　三郎はまだ、なにか言いたげであったが言葉をのんだ。結々子は素直に従って自室に引き上げた。

  　布ふ団とんをかぶると、すぐに眠りに落ちてしまった。

  



  
    ＊
  


  

  　ピピピピピピッ……。

  　どこか遠くでアラームのような音がしている。

  　いや、ような音じゃなくてアラーム。

  　しかも遠くじゃなくて耳元！

  　慌あわてて結々子は、跳はね起きた。

  「やばっ」

  　キッチンから淹いれ立て珈コー琲ヒーのいい香りが漂っている。

  「おはよう、結ゆ々ゆ子こ君」

  「あー……、また」

  　テーブルの上に置かれているスクランブルエッグから湯気が立っていた。

  「ごめんなさい」

  「よく寝ていたから、そのままにしておいてあげたいが、教師としては遅刻は看過できない」

  「へへへへ」

  　いつも通りの三さぶ郎ろうと結々子の朝の光景。

  　望んでいたフツー暮らし……。

  　結々子の瞳ひとみから唐とう突とつに涙がこぼれ落ちた。

  「結々子君。取りあえず学校。話の続きは帰ってきたら……ね」

  「うん」

  　今朝は涙を振り切ってのチャリンコハイウェイである。

  　思いっきりペダルをこいでいると、高速の横から伸びているビルがビュンビュンと後ろに流れていった。

  （わたしのモヤモヤも全部吹き飛んじゃえばいいのに……）

  　いろいろ割り切れない気持ちが、結々子の中で渦巻いている。

  　遅刻ギリギリですべり込みセーフだった。

  「おはよー」

  　如きさ月らぎ杏あんに後ろから声をかけられた。

  「お、おはよー……」

  （わたしは親友を勝手にアリバイ作りに使ってしまった）

  「あ、あの、昨日は……その、えっと……」

  「今度、ホントにやろうな。パジャマパーティー」

  　杏はメガネの奥でウインクした。

  「う……うん」

  　結々子の目に涙があふれそうになる。

  「なになに～？　パーティーやるデスのか？　あたしも、あたしも～」

  　見た目も根も明るい金髪娘乱入で、ちょっと湿っぽい場が救われた。

  「セイラもみんなでやりたいデスのよ。寝ね間ま着き夜間懇こん談だん会かい」

  「セイラはネグリジェで参加な」

  　杏がリトル・いぢわるを開始したので、結々子もそれに便乗した。

  「しかもスケスケのやつね」

  「え～っ、なんでデスか～」

  「なんでもなにも、そーゆールールなんだよ」

  「じゃ、みんなもスケスケ・ネグリジェ？」

  「いやわたしたちはフツーのパジャマだよ。セイラみたいに胸大きくないもん」

  「なんデスか、それ～？　ゆーゆのエッチ！」

  「そーゆープレイなんだよ。ちゃんと持ってたりするんだろう。セイラ」

  「え～っ。あるデスけど……。そんなの一枚しかないよ」

  「持ってるんかい！」

  「うわぁ。セイラちゃんのエッチ！」

  「エッチじゃないよ。セイラのはピンクのカワイイのデスもん。ヒラヒラついててちょっと短めデ～ス」

  　どっちにしろ、朝の会話にしてはちょっと生々しい。

  「も、もういいよ。セイラ。私が悪かった」

  　言い出しっぺの杏あんも、セイラの桃色ネグリジェを想像したのか、ちょっと照れている。

  「じゃあみんな、ネグリジェってことで……」

  「いや、パジャマで充分だよ」

  　三人とも笑い転げた。

  （なんかフツーの女子高生に戻れた感じがするよ）

  　結ゆ々ゆ子こは親友二人に感謝した。

  　帰宅部の結々子は、放課後、早々に帰宅した。

  　駅前の『純喫茶　灯ともしび』の前を通った。

  　外から窓を見たが、店内は全く見えない。

  （中からだと、外は明るくてまぶしいくらいなのに……）

  　結々子はＡＣＦも辞める気なので、もうそんなに『灯』で神楽かぐら光こう次じ郎ろうと話すこともないだろう。

  　銀行で口座を調べたら、ちょっとビックリする額が振り込まれていた。

  　支払い元はミスターＴである。

  （これがテコンドー・キングの命の値段……）

  　突っ返してやりたいと思ったが、払い戻し先がわからない。

  　これも含めて、三さぶ郎ろうと相談である。

  　マンションで夜遅くまで二人の今後について話し合った。

  「フツーの女子高生に戻る」

  　それが基本だった。

  （それしかないじゃん。結論なんて）

  

  ２　嵐の前のうるささ

  

  　三さぶ郎ろうとの真剣な話し合いから一週間。結ゆ々ゆ子こはすっかりフツーの高校生活を送っていた。

  　ＡＣＦはそもそも試合の間かん隔かくがそれほど詰まっていないので、スレンダー・ジェーンドゥの引退はまだ発表されていない。それでも結々子の気が楽になったのは確かだった。

  　部活を引退した三年生のような気分である。まだ二年なのに……。

  　また陸上部のマネージャーにもどった方がいいのかもしれない。

  　これも、フツー化計画の一環なのだ。

  　珍めずらしく遅刻ギリギリでなく登校できたのだが、学校の様子がなにかおかしい。

  　みんなが校舎の前でダンゴ状態である。誰だれも中に入っていない。

  「なになに？　なんかあったの？」

  　結々子は近くの子に訊きいてみた。

  「よくわかんないんだけど、なんか、学校にドロボーが入ったみたい」

  「ドロボー？」

  　玄関のドアが開いて、お巡りさんが出てきた。

  　生徒の山の中にいた教頭先生が、お巡りさんに走り寄っていく。しばらくお巡りさんとボソボソ話していた。

  「皆さん。もう大だい丈じよう夫ぶです。校舎に入っても構いません。ただし、図書室には近づかないこと」

  　状況がよくつかめなかったが、授業開始前に一応、教頭からアナウンスがあった。

  『おはようございます。生徒の皆さん。昨夜、未明から早朝にかけて、この弥み勒ろく学園女子部校舎に不審者が侵入したとの通報がありました。警察の方に校内をくまなく調査していただきましたが、不審者はもうおりません。安心して学業に専念してください。ただし、被害現場である図書室には、許可があるまで出入りを禁止します。図書室は警察の方々がまだ調査中です。くれぐれも調査の妨さまたげにならぬよう行動してください』

  （図書室……？）

  　結々子には、何か微妙に引っかかるものがあったが、それがなんだかわからない。詳しい情報は、ランチルームで如きさ月らぎ杏あんから聞くまでわからなかった。

  「ドロボーって、なに？」

  「私だって核心情報をつかんでいるわけじゃないんだよね。生徒会は新聞部・写真部連合との折せつ衝しように時間を費やしていてさ」

  「写真部……、新聞部？」

  「学園の大事件だろ。現場写真を撮ろうと躍やつ起きなんだよ。あの子たち。生徒会は教師の言いなりなのかとか、報道管制だとか、鼻息荒くて……」

  　杏あんは大きくため息をついた。

  「でもだいたいの状況はつかめた。一部、私の推理で補足するが、大筋はこうだ。昨日の夜中に学園に賊ぞくが侵入。ヤツらが押し入ったのは図書室……」

  「ヤツら？」

  「足跡が複数あったってさ。そもそも学校に金目のモノなんかない。わずかに価値があるとしたら、図書室の……」

  「……生徒カード」

  　杏はちょっと驚おどろいた顔をした。

  「よく知ってるね。その通り。図書室奥の司書室に、全生徒と全職員の個人情報が保管されているのさ。極ごく秘ひ事項ってわけじゃないけど喧けん伝でんするようなことじゃない。こんなの知ってるのは生徒会だけかと思ってた」

  　実は男子部の神楽かぐら情報である。

  「ちょっと前に、男子部で似たような事件があったんだ。お礼参り目的で先生の住所を、無理矢理ゲットしようとした……っつうおバカな事件」

  　結ゆ々ゆ子こはちょっとギクッとした。

  　実際は、結々子の個人情報を狙ねらったカムフラージュで……黒幕は生徒会長の蘭らん子こだった。

  　親友に真相を告げられないのがつらい。

  （ところで神かみ矢や崎ざき蘭子は、ちゃんとわたしの生徒カードを戻したんだろうな）

  　お互いに沈ちん黙もくを守るという条件に、生徒カードの返却も入っていたのだ。

  「今回のは、あのおバカ事件の模も倣ほう犯はん。愉快犯というか……」

  「愉快……犯？」

  「まんまと司書室の管理金庫までたどり着いたのに、カードは盗んでない。床にぶちまけてあったらしい」

  「え？　盗まれてもいないの？」

  「多分ね。学園側はそれを鋭意調査中なんだが、なんせ手作業で確認なもんだから、盗難被害に遭あってるのか、いないのか。それもまだわからないらしい。不法侵入は確定だけどね」

  「なにが目的なんだろう？」

  「弥み勒ろく学園のセキュリティーの甘さを知らしめる」

  「なにそれ？」

  「前の男子部侵入は強引に押し入って、通報されてすぐ逮捕。当然、目的成じよう就じゆできず未み遂すいに終わった。昨日のヤツらは警報装置を切ってスマートに侵入。ゴールの個人情報保管庫まで楽々到達。どうだ！　俺たちの方がスゲーだろ……ってわけ」

  「そんなことして、なにが楽しいの？」

  「愉快犯にとっては愉快なんだろう」

  「意味がわからん」

  「一般生徒には伏せられているが、この手の事件、結構あるんだよ。実は……」

  「そうなの？」

  「学園祭の期間中に、校長室に忍び込んで歴代校長の写真全部にイタズラ書きしたとか、愉快犯とは違うが、試験前日にテスト用紙を盗もうとしたとかね。主に男子部での事件だが」

  　今回の女子部図書室侵入は手て際ぎわの良さと、粗雑さが同居している謎なぞの事件である。

  　結ゆ々ゆ子この頭のスミで、警報が鳴り始めた……。

  　放課後、担任の先生に呼び止められた。

  「鈴すず木きさん、ちょっと校長室まで来ていただけるかしら」

  　学校ではなんにもモンダイを起こしてはいないが……。

  　多少、思い当たるフシがなきにしもあらずなので足が重かった。

  　同どう棲せいとかＡＣＦ関連がバレたとか……。

  　ホントにドキドキしながら結々子は、校長室のマホガニーのドアを押した。

  　校長先生も担任同様、困惑顔だった。

  「二年Ａ組、鈴木結々子さんね」

  「はい……」

  　校長室は広めで応接室兼という感じである。

  　目の詰まった絨じゆう毯たんに、壁は柔らかいクリーム色で明るい雰ふん囲い気き。

  　インテリアの応接セットと校長の執務デスクはドアと同じマホガニー材。

  　天てん井じよう近くに歴代校長の額縁写真がズラリ。校長は男女半々くらいの割合である。

  　校長先生と二人きりというのは、広い室内でも息が詰まる……。

  「昨夜、我わが校に不審者の侵入があったのはご存じよね」

  「……はい」

  「単刀直入に言うわね。調査した結果、あなたの個人情報カードだけないの」

  （え……）

  「賊ぞくはあなたの生徒カードだけ盗んでいったということなのかしら……？　盗難といえばそうなんだけど、被害届には生徒一人分……つまり、あなたのカードだけなのよ。もちろん学園は警察に協力して、あなたのカードの返還の努力はしますが、被害が被害だけに警察もどこまで本腰入れて捜査してくれるのか。正直怪しいと思うの。学園で盗難などあってはならないことだし、あなたにとっては被害甚じん大だいなのは重々承知よ。でも現実問題として、取りあえずは原状回復が先決」

  「わたしの生徒カードだけない……」

  　真っ先に思い浮かべたのは、優等生セレブ生徒会長・神かみ矢や崎ざき蘭らん子こだ。

  　まだ返却していなかったとは！

  　そこにたまたま、愉快犯が重なり、結ゆ々ゆ子このカード紛失が発覚してしまった……。

  「……そこで、鈴すず木きさん。申し訳ないのだけど、もう一度、書類提出してもらえないかしら。それが一番早い問題解決でもあるし。もちろん、盗難は盗難としてちゃんと対応させていただくわ」

  「ええ、ああ」

  　再提出はかまわないけど、コレを機にじっくり身上書類等をチェックされたら、ヤブ蛇へびである！

  （あの女が、いらんことしなければ……）

  　結々子は怒いかり心頭で校長室を出た。再提出書類一式を手渡されて……。

  　どうにも腹の虫が治まらない。

  　結々子は、またなんとか金かな網あみを乗り越えて駐車場に侵入した。

  　今回は堂々と、神かみ矢や崎ざき蘭らん子こを待ち伏せである。

  　アホみたいなピンク・リムジンが来らい賓ひん門もんをくぐって入って来るのと、蘭子が駐車場に現れるのがほぼ同時。

  「ちょっとぉ！　神矢崎センパイ！」

  「あら、スレン……鈴木結々子さんじゃなくて。何のご用かしら？」

  　結々子と蘭子はピンク・リムジンの前で対たい峙じした。

  　運転席のドアが開いて、あの渋い声の運転手が出てきた。

  「すっとぼけないでよ！　わたしのカードを元に戻しておく約束でしょ！」

  「ハァ～？」

  「わたしの生徒カード！　あなたが戻しておかなかったせいで、わたしはいろいろ面倒なことになってるんですよ！」

  　結々子の剣幕にビビったかと思いきや、蘭子女史は激げつ昂こうして反はん撃げきしてきた。

  「なに、言ってくれちゃってるワケ？　ハァ？　ワケわかんない言い掛かりは、よしていただきたいわ！」

  「カードは……」

  「戻したわよ！　ちゃんとね！　たかだかカード一枚、元に戻すのにどれだけ手間が掛かったと思ってるの！」

  　それこそエライ剣幕である。どうやらマジっぽい……。

  　運転手の方を見ると、うなずいていた。

  「先日のお話し合いの翌日。お嬢じよう様さまの指示で、私がその道のプロを雇い、鈴木様の生徒カードは保管庫に無事返却いたしました」

  　どうやら事実らしい。

  「じゃあ、わたしのカードだけないのって……」

  （マジで盗まれたの！　わたしだけ……？）

  　意表を突かれて結ゆ々ゆ子こは呆ぼう然ぜんとしたが、ちょうどその時、来らい賓ひん門もんの外を大きな長方形が移動しているのが見えた。

  「トレーラー！」

  　神かみ矢や崎ざき家の運転手も興味深げにそっちを見た。

  　珍めずらしいもので、そう何台もあるモノではない。

  　ＴＮＫ・インダストリーのトレーラー？

  　そのトレーラーが、この辺で関かかわりがあるのって………………。

  （わたしだ！）

  「ごめんなさい。急ぐから……」

  「ちょっとぉ！」

  　結々子は、おかんむりの蘭らん子こを捨ておいた。

  　だいたい、勝手に人のカードを盗とったのが悪い。

  　来賓門をくぐって表通りに出ると、トレーラーのおしりが見えた。女子部の正門に向かっているようだ。

  　思わず、小走りでトレーラーに近寄って行くと、ドンピシャで助手席のドアが開いて、ミスターＴが降りてきた。

  「一体なに？」

  「ジェーンドゥ！　あなたを捜してました」

  「だと思ったけど……。なに用？」

  「時間がないのです。乗ってください」

  「わたしの生徒カードが、昨日、盗まれちゃったみたいなんです。カンケーあり？」

  「大あり」

  　結々子は迷わずトレーラーに乗り込んだ。

  

  ３　スカイハイ

  

  　鈴木結々子を呑のみ込むと、大型トレーラーはすぐさま弥み勒ろく学園から離はなれた。

  「コレをどうぞ」

  　カーゴの中でミスターＴは結々子に四角い革のバッグを差し出した。

  「どういうこと？」

  「あなたの保護者で後見人の田た中なか三さぶ郎ろう氏が狙ねらわれています」

  　結々子はミスターＴの手からバッグを引ったくると、隔かく壁へきの向こうの助手席にすべり込んだ。

  　バッグの中味は保護皮膜クリーム瓶びんとボディスーツ。

  　助手席はすでにスクリーンの間仕切りが降りていた。

  「時間がないので、着替えながら聞いてください」

  　トレーラーはどこかに移動中である。

  「産業スパイたちがまた動き出しました」

  「たち？」

  「先日、あなたが倒した奴の部下というか手下のようです。全部で五人。こちらがつけたコードネームは１号から５号。リーダーを失い、出国を試みています。その前に彼らにはすることがあった」

  　結ゆ々ゆ子こは淡々と助手席で身体からだにクリームを塗ぬっている。

  「リーダーを倒したアーマードファイターを倒す」

  　ボディスーツを装着しながら、結々子は大きく嘆息した。

  「なんでそいつらは、わたしが弥み勒ろくの生徒だと知っているんですか？」

  　今度はミスターＴが荷台の向こうで嘆息した。

  「リーダーを倒せる実力のあるアーマードファイターは限られてきます。ＡＦの現役選手と推理するのは妥だ当とうです」

  「わたしは正体を明かしていないわ！」

  「だが、隠しているわけでもない。素顔を晒さらしていないというだけでは、存在の秘ひ匿とく、隠いん蔽ぺいのレベルに達しているとは言い難がたい。彼らは諜ちよう報ほう活動のプロなんです。ＡＣＦ最強ファイターが女子高生というのは、アリーナの噂うわさのレベルで手に入る情報だ。だがプロフィールを得ようにも、ＡＣＦのセキュリティーは意外と固い。高校を狙ねらった方が手っ取り早いでしょう。この地域の高校は少ないですし」

  　ボディスーツに身を包みカーゴに現れた結々子は、下した唇くちびるを噛かんでいた。

  「わたしに恨うらみがあるなら、わたしだけを狙えばいいじゃない！」

  「リーダーを失い大胆な行動に出ているが、高校であなたを襲おそうほど判断力は鈍っちゃいない。騒さわぎを大きくすれば自分たちの出国が危うくなる」

  「だからって、先生を巻き込むなんて！　ヤツらは、わたしたちのマンションに向かっているんですか？」

  「事は急を要します。我々がヤツらの襲しゆう撃げき計画に気がついたのがギリギリだったのです。白昼堂々、アーマード・スーツで民間人のマンションを狙うなんて、思いもしませんでした。ＧＰＳが使えりゃ追跡も楽だったのでしょうがね。今や通信衛星は軌道周回上を流れる産廃と化している……」

  　結々子はミスターＴの愚ぐ痴ちとも言い訳ともつかぬ弁は無視して、さっさとアーマード・スーツの装着に取りかかった。

  　心得ているメカニックたちも無言のまま調整に入った。

  　アーマード・スーツは例の黒い軍事用と思われるスケルトンだ。

  「現着！」

  　トレーラーが止まると同時に後部ハッチが開き、黒いアーマード・スーツの結ゆ々ゆ子こは外に飛び出した。

  「どこよ？　ここ？」

  　自宅マンション前かと思ったらまたもや、知らないビルの入り口だ。

  「急いで屋上に……」

  　インカムからミスターＴの指示がきた。

  「あなたの後見人は拉ら致ちされる危険性が高い」

  　結々子は急いでエレベーターに飛び乗った。

  　ビルの高さは何と四十階。

  　さすがにこのくらいの高層建築となるとエレベーター付きである。

  　高層ビルのほとんどは『大だい厄やく災さい』以前の建物で、新築のものは高いものでも十階がせいぜい。

  　五階建てぐらいだったら最初からエレベーターなど付いていない。

  　乗り慣れない箱で上へ上へつり上げられるのは、奇妙な感じがした。

  　屋上には迷彩服の一団が待ち構えていた。

  　結々子のアーマード・スーツを取り囲むとテキパキと外付けのユニットだかギミックを取り付け始めた。

  「どういうこと？　わたしは一刻も早く自分のマンションに行きたいんです！」

  　苛いらつきを我が慢まんしていた結々子が爆発した。

  「それが、一番早く、自宅に着ける方法なんですよ！」

  「装着完了！」

  　迷彩服のリーダーらしき人物が叫んだ。

  「いいですか、ジェーンドゥ。そこから飛んでください。背中に装着したのはスケルトンＶＦＸの飛行ユニットです」

  「なに？」

  「飛ぶんですよ！　そこから十時の方向にダイビングしてください。風圧を感知するとグライダー・パックが開きます」

  　結々子は頭が真っ白になった。

  　空を飛ぶというのは、『大厄災』以後、人類が棄すてた「大きな夢」のひとつだ。

  　いや最たるものかもしれない。

  　大型旅客機の墜つい落らくは、『大厄災』被害の始まりを象徴するものだった。

  　電子器機の全ぜん滅めつで航空管制が利きかなくなり、大型機は離り発着ができない。

  　ならばセスナのような小型機はどうかというと、ある程度の高度に達すると機器類は全すべて壊こわれた。

  『大だい厄やく災さい』後の空が飛行を許したのは、気球とグライダーぐらいなもので、空を飛ぶということは効率の悪い行為になってしまった。

  　結ゆ々ゆ子こたち『大厄災』後の世代は空を飛んだものなど皆かい無むだ。

  　人類は飛ばなくとも生きていける。

  　空は鳥たちのものに戻った。

  　空には恐怖しかない。

  「で、できない……！」

  「やってください。あなたは日常生活では救い難がたい運動オンチだが、アーマード・スーツさえ装着すれば無敵だ。実際は身体能力がかなり高いハズなんだ。グライダーくらい大だい丈じよう夫ぶですよ」

  「ウンチじゃ空を飛ぶのなんかムリ！　できない！」

  「そのスケルトンは頑がん丈じようにできています。二十メートルほどの高さなら、落下の衝しよう撃げきに耐えられます。飛行パックには化合噴射剤もついているから、五分とかからず家に着ける。今、三さぶ郎ろうを助けられるのは、君だけなんだ！」

  　迷えば恐怖に惑う。

  　結々子は、田た中なか三郎の顔を思い浮かべた瞬しゆん間かん、指示された十時の方向に踏ふみ出し、手すりのない屋上からダイブした。

  　ごうっと下から強きよう烈れつな風圧を感じたと思ったら、落下に急ブレーキが掛かり、自重がなくなった。

  　両りよう翼よくが開いて黒いアーマード・スーツは滑かつ空くうを開始したのだ。

  　あと一秒落下が続いていたら、結々子は恐怖で失神していたかもしれない。

  「ハンドルをしっかり握ってください」

  　インカムの指示にハッとなった。

  　取り付けられた飛行ユニットには、両りよう脇わきの下からゆるいカーブのバーが突き出ており、身体からだが水平になった今は、バーは肩より前方に伸びていた。

  　バーの先せん端たんには握りが付いている。これがハンドルなのだろう。

  　結々子は両手でハンドルをグッと握った。

  「グリップを水平になるように倒して……」

  　指示通りにすると、アーマード・スーツの背骨が真まっ直すぐに伸びて、連動して大だい腿たい骨こつバー、膝ひざ関節パーツも真っ直ぐな位置で固定された。

  　結々子のスケルトンＶＦＸは一本の棒のようになり、大きな黒い三角形の中心線となった。

  　飛行はグッと安定した。

  　結々子がバランスを崩さなければ、慣性が続く限りどこまでも真まっ直すぐ飛んで行くだろう。

  「いいですか。右グリップの先に方位磁石というかコンパスのような物が付いているでしょう。球形のヤツです。それは高度と方位を一いつ緒しよに表示しています。円えん盤ばんにある赤いしるし……時計の文字盤でいうと十二に当たるところと、針の赤い先せん端たんの位置を合わせるように、バランスを取ってください。現状で重なっているならそのまま。針の赤い先端が示す方向に、君たちのマンションがある」

  　生まれて初めての飛行で結ゆ々ゆ子こには空の風景を眺める余裕などない。

  　それでも高い位置から見下ろす街並みや、遠くの地平線に浮かぶ薄うすい雲の連なりなどは目に入ってくる。

  　下を見ると目まいをおこしそうだが、遠くの地平線を見ていれば恐怖は抑えることができた。

  「簡単に説明すると、そのグライダー・スケルトンは真っ直ぐ斜めに降下し続けるコースを取っています。だから目標に近づく頃ころには、目視でマンションがわかるだろうし、高度もかなり下がっているはず。グリップの底を親指ではじけば、開いて赤いボタンが出てくる。グリップを縦に戻してボタンを押せば、飛行ユニットが着脱します。着脱時に翼つばさが垂直に立ち、減速します。エアブレーキの状態です。ガクンときたらグライダー・ギミックは棄すてて着陸してください。かなりの高度からでも、そのスケルトンは飛び降り可能です。もう無線範囲ギリギリだ。今の水平グリップのままで底の赤いボタンを押せば、噴射剤に点火する。急いで……くれ。ヤツらの目標は……すでに君ではない。ヤツらは君の個人情報から、すごい宝物……を……見つけたんだ。田た中なか三さぶ郎ろう……が……ヤツら…………」

  　突然、耳元のインカムはザラザラと不愉快なノイズを立て始めた。

  「ちょっとぉ、どういう……こと？」

  　バランスを取るのに必死で、結々子に会話する余裕はなかったが、なんとか質問を絞り出した。

  「……本人に……直接…………早……く」

  　ミスターＴの声は途切れ、後はザーザーというノイズに変わった。

  　滑かつ空くうという名の緩ゆるやかな落下。

  　地面が近づくことで感じる安心と恐怖。

  　ビル群の屋上は徐々に大きくなりつつあり、地平線はもう雲ではなく街のかきわりだ。

  　グリップが水平のままで、赤ボタンを押すのは加速を意味する。

  　惑ったら恐怖に押し潰つぶされる。

  　結々子は歯を食いしばって赤ボタンを左右同時に押した。

  　噴射剤が化学反応を起こし、それが推進力に転化したのは十数秒にも満たない時間だったろう。

  　だが結々子にはそれがスローモーションのように感じられた。

  　後ろに引きちぎられるのと同時に、押し潰つぶされるような感覚。

  　十数秒であんなに長いのだから五分は永えい劫ごうだ。

  　気が遠くなりそうになった時、耳元で小さな奇跡が起こった。

  「……結ゆ々ゆ子こ」

  「え……！」

  「すまない……。結々子君。聞こえているか……？」

  「先生？」

  「ごめん。僕のせいで……」

  　どうして、三さぶ郎ろうの声が！

  「田た中なか先生！　ホントに先生なの？」

  　意識は戻ったが、頭は混乱した。

  「このインカム無線機は二じ郎ろう兄さんにもらった。先週。会うのは十年ぶりくらい。君のアーマード・スーツと会話ができるって……」

  （ええ？　誰だれ？　兄さんて？　兄弟いたんだ）

  「僕は……まだ、君に話してないことがある。君は素直に全すべて話してくれたのに……。僕は……、僕……が、アーマード・スーツを作ったのは……、あれを発明したのは……僕なんだ」

  「え！　なに？　どういうこと？」

  「君は自分の家族のことや、生活費を稼かせぐために苦労していたこと、今までのウソやナイショを包み隠さず、全て話してくれた。僕もあの時、告白しようと思ったけど、言い出せなかったんだ」

  「うそ……。先生が……」

  「ＴＮＫ・インダストリーのＴＮＫはＴＡＮＡＫＡの略だ。僕の一族は……ＴＮＫ・インダストリーの創業家なんだ。僕はそこの三男。国語の先生の資格を取る前に、すでにいくつかの学位を持っていた。アーマード・スーツの基礎理論と基本システムを完成させたのは十五歳の時。大規模エネルギーが使えなくなった人類に、なにか役に立つ発明がしたかったんだ。例えば微弱電力を増幅してそれで可動するマシン」

  「障しようがい者しやのサポート器具……」

  「だけど兄さんたちは違った。すぐそれが軍事的に転用可能なことに気がついたんだ。科学とは不可逆なもので、一度発明、発見されると後戻りができない。アインシュタインだって好きで原子爆弾を造ったわけじゃない。僕もささやかな抵抗を試みたけど……。結局、それは世界中に新たな兵器をまき散らしただけに終わった」

  「違う……！　違うよ！　アーマード・スーツは『大だい厄やく災さい』後の最高の発明よ」

  「そして、今も君を危険に巻き込んで……」

  「そんなこといわないで！　先生。あなたは素晴らしい人よ。わたしにとっては、真ま面じ目めで、料理がうまくて……。わたしの大切な家族よ！」

  「ありがとう。結ゆ々ゆ子こ。ヤツらが来た……」

  「お兄ちゃん！」

  「結々子。僕らのお互いを思いやる気持ちに嘘うそ偽いつわりはなかった。だけど、僕らの間には、小さなウソや大きな秘密があった。お互いに本当の自分を見せてはいなかった。僕たちの暮らしは、ごまかしと不正直の上に築かれていた。もし、君とまた会えたら、今度は本当の自分たちで始めよう。本当の………………」

  　ノイズにかき消されて、最後になるかもしれない田た中なか三さぶ郎ろうのメッセージは途切れた。

  　インカムからはザーザーと耳みみ障ざわりな音が漏もれてくる一方であった。

  

  ４　鉄拳

  

  　ビルの屋上はタイルの目地まで見えるくらいに近づいて、後ろに流れ去るスピードはグングン増していく……。

  「見えた！」

  　三郎と結々子のマンションだ！

  　こんな高さから見るのは初めてだが、見慣れた壁はあっという間に迫ってきた。

  「スタンダップ、グリップ！」

  　結々子は迷うことなく、赤ボタンを両押しした！

  　その瞬しゆん間かん、ガクッと後ろに思いっきり引き倒される感じと、プールの飛び込みを失敗して全身腹打ちしたような感覚が走った。

  　衝しよう撃げきが来たと思った瞬間、背中からなにかが外れ、いきなり前に突き飛ばされた。

  　三角形の帆ほのような翼つばさは「着脱」なんてシャレたものではなくて、もがれたというのが正確なところだろう。

  　この高さから投げ出されて、やったことないのだが本能的に前転して（空中で）、アスファルトにめり込むような受け身を取った。

  　当然、アーマード・スーツでなければ即死のスタントである。

  　三郎のことを思うと気が急せいてしょうがないハズなのに、自分でも不思議なことに結々子は、この状況下でいつも以上に冷静であった。

  　ココロとは別次元で頭が尖とがっていく……。

  　五感が研とぎ澄すまされて、針の落ちる音まで聞こえそうな気がするし、視界など三百六十度開いている感じがする。

  　道を歩いていた人たちは、空から降ってきた黒いアーマード・スーツに驚おどろいたが、道路の真ん中に落ちたので、誰だれも巻き込まずにケガ人はナシ。まずホッとした。

  　結ゆ々ゆ子こが翼つばさをもいだのは高さでいうと七メートルくらいだった。

  　もがれた翼は向かいのマンションの壁に貼はりついてバタバタしている。

  　まるで風で飛んできた洗せん濯たく物もののようだ。

  　両手の平を地面に付けて跳はね起きた。

  　ドンピシャで、自分たちのマンション前だった。

  　正面エントランスのちょっと横に、見慣れない黒いバンが停車中である。

  　超不審車両発見！

  　ヤツらの目的は先生の拉ら致ちだという。

  　コイツで連れ去るつもりなのだろうか？

  　ダッシュで近づいて運転席をのぞき込むと、黒っぽい格好をしたヤツが、空から降ってきたアーマード・スーツに泡くっていた。そいつがダッシュボードに手を突っこむと、手には拳けん銃じゆうが握られていた。

  「ビンゴ！」

  　問答無用でフロントガラスぶち抜き正せい拳けん突づきを放った。

  　湿った粉砕音。

  　運転席の怪しいドライバーに、軽くナックル・パーツを当てて、瞬しゆん間かんに引き手だ。

  　相手は、生身である。

  　運転手はビクンと身体からだをのけ反ぞらせ、シートに崩れ落ちた。

  　ビリビリパンチはもう標準仕様のようだ。

  　このスーパーガイコツ君は前回のものともまた微妙に違っている。全体的にゴツいのだ。

  　結々子が装着時に感じたのは、腹部の蛇じや腹ばらアーマーが以前より確実に厚い。肘ひじと膝ひざのパッドがちょっと突き出ていて凶きよう悪あくである。

  　バンに横から軽く前まえ蹴げりを入れて前輪をぶっ壊こわした。車体が傾いたので、これでもう走行は不可能だろう。

  　通行人が一連のバイオレンスな出来事を目もく撃げきして、口をあんぐりさせていた。

  　玄関正面入り口に立つと自動ドアが開いた。

  　オートロックのハズなのに、デパートのドアのように開いた。

  　ヤツらがロックを解除したに違いない。

  　エントランスの詰め所に人影がない……。

  　横の出入り口から中に入ると、常駐警備で顔見知りのおじさんが倒れていた。

  　息をしているのを確かめてホッとした。

  　ヤツらはまだ上にいる。

  　三さぶ郎ろうと結々子の部屋は五階の非常階段の近くにあった。

  　片脚屈伸ジャンプで階段をひとまたぎする。

  　三階の踊り場で敵と遭そう遇ぐうした！

  　相手は二人。

  　アーマード・スーツ着用。ガイコツ君系で色はグレー。ギミックは不明。

  　突然、バンの男と連絡が途絶えたので見に来たのだろう。

  　強きよう襲しゆうして不意打ちといきたかったが、そんなに都合よくはいかない。

  　でもアーマード・スーツで乗り込んできたので、ヤツらも充分面食らったようだ。

  　狭い踊り場に三体のアーマード・スーツ。

  　唐とう突とつに相手が打って出てきた。近接戦せん闘とうで条件反射のような突き入れである。

  　結ゆ々ゆ子こは、打ちこんできた右みぎ拳こぶしを軽く捌さばいて手首を取った瞬しゆん間かんに内ない発はつ剄けい。そのままひねって床に打ちつけてやった。

  『方手取り発剄四方投げ』

  　投げるというより引き倒すといった方が正しい。

  　右腕を極きめているが相手は、もう動かないだろう。

  　ビリビリパンチなしでも気絶させた。教科書のような見事な投げである。

  　床にのびているグレーガイコツ君を挟んで、結々子ともう一人。

  　かがんでいる結々子に、もう一人は間髪容れずに鋭い廻まわし蹴げりをかましてきた。

  　両手刀で敵の蹴りを受け、逆に足首を取ってひねってやった。

  『半身立ち両手取り発剄四方投げ』

  　高いコンセントレーションのおかげで、結々子はこの距きよ離りで相手の蹴り足が見えたし、攻め手も読めた。

  　なによりも投げが冴さえていたので、同じパターンをはめ込んで極められた。

  　引き倒した瞬間に、相手の腹部アーマーに打ち下ろし掌しよう底てい。

  　アーマーの内部で生身の胴がバウンドするのを感じる……。

  　出会い頭、十秒未満の攻防。

  　動かなくなった二人は捨ておいて、結々子は屈伸ジャンプでさらに上階に急いだ。

  （やっぱり、コイツらもテコンドー使うんだ）

  　黒のチームは五人。運転手役と今の二人をカウントすると、残りあと二人……。

  　五階。三さぶ郎ろうと結々子たちのフロア。

  　自分たちの部屋のドアが開いている……。

  　わかっていたけど、頭で思い浮かべるのと、実際に目まの当たりにするのでは雲うん泥でいの差だった。

  　少し開いている自分たちの部屋のドアを見て、結々子の心臓がバクンと波打った。

  　脈拍が上がるのが自分でもわかる。

  「先生……」

  　結々子はわが家に、アーマード・スーツのままで踏ふみ込んだ。

  　さほど荒らされた様子はなかったが、人の気配がない。

  （先生！　どこ？　どこにいるの？）

  　この時、結ゆ々ゆ子こは三さぶ郎ろうを失った現状をまざまざと実感したのだ。

  　三郎がこの世界から消え去って、また、ひとりぼっち……。

  　結々子は、また家族を失う。

  　また、一人になる。

  　誰だれもいないマンション。

  　結々子だけ……。

  「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ……」

  　押し込めていた不安が爆発した。

  　フルフェイスの中で自分の絶叫がこだましているのが聞こえる。

  「どこぉ？　どこなの？　先生！　どこ？　いやぁぁぁぁぁぁ……」

  　叫びながら、頭の中で考えた。

  　大の男がどうやって、消えた？　階段ではすれ違っていない。

  「先生！　どこなの──？」

  （上だ！）

  「屋上……！」

  　思いと言葉が重なると、パニックは突然、治まった。

  「このアーマーは、二十メートルの高さなら、飛び降り可能です」

  　ミスターＴの言葉がフラッシュバックする。

  　三郎を担かついで飛び降りる気だ。

  　アーマード・スーツなら大だい丈じよう夫ぶだろうが、生身の人間は……。

  　結々子は廊下に飛び出した。

  　走りながら太ももからロッドを外し、連結させ短杖シヨートロツドを作る。

  　得え物ものを手にして、失いかけたコンセントレーションを取り戻した。

  　最後の階段をジャンプアップした。

  　一気に屋上階に躍おどり出る。

  　灰色のアーマード・スーツが二体。

  　黒い大きな袋のようなものを引きずっている……。

  「寝袋……？」

  　二体のアーマード・スーツは、同時に振り向いた。

  「先生！」

  　一体は右手に黒っぽい筒を握っている！

  　迷わず両脚屈伸！

  　筒の先せん端たんが火を噴いた……。

  　結ゆ々ゆ子こは楕だ円えん軌道を描くよう斜め上に跳とんだ。

  　パララララ……。

  　拳けん銃じゆうではなくマシンガンだ。

  　火線が少し上を向いた時には、結々子は敵の頭上に迫っていた。

  　排はい莢きよう口こうから吐はき出される薬やつ莢きようのひとつひとつが、はっきりと見える……。

  「許さない！」

  　ジャンプと同時に振り上げた短杖シヨートロツドを、宙空から振りおろした。

  　マシンガンが弾はじけ飛ぶ。

  　打ち据えた相手の右腕はブルッと震ふるえていた。

  　マシンガンの敵に覆おおいかぶさるように着地。

  　結々子は半身転身して向き直り、相手の喉のど元もとに短杖を叩たたき込んだ！

  　何の防御姿勢も取れずに敵は背中を屋上に打ちつけて転倒。

  　飛び道具になんか頼たよっているから、こういうことになる。

  　最後の一人に半身転身で向き合い、ガラ空きの頭部に掌しよう底てい上段突きを叩き込んでやった。

  　敵は両手で持っていた黒い寝袋を手放し、両手でクロスガードした。

  「あっ……！」

  　寝袋はそのまま、屋上の床に落とされた。

  「先生！」

  　闘たたかいの最中に、気を取られるのは命取りである。

  　結々子は掌底の手首を取られて、逆に投げを打たれてしまった。

  　敵の投げは、合あい気きのような精せい緻ちで合理的な技ではなかったが、力任せにぶん投げてきた。

  　それでもアーマード・スーツのパワーと相まって、結々子はかなりの距きよ離りを飛ばされた。

  　こういうラフな攻こう撃げきは、それなりに効果がある。低い位置で放り出されたので、結々子は充分な受け身が取れず、スーパーガイコツ君の背中とヘルメット側頭部を、コンクリの床でガリガリとこすってしまった。

  　先生の入った寝袋と結々子はずいぶん離はなされてしまった。だがそれは敵も同じである。

  　三さぶ郎ろうを人ひと質じちというか盾たてに使わなかったのは潔いさぎよい。

  　両手もしくは片手を塞ふさいだまま闘う不利を瞬しゆん間かん的てきに悟ったのだろう。

  　こういう迷いのないヤツは、大抵手て強ごわい。

  　結々子も右手に握っていた短杖を棄すてた。さっきの投げをくらい、ひん曲がってしまったからだ。

  　チラッと寝袋に目をやって、結々子は覚悟を決めた。

  「ごめんね。先生……」

  　自分が生き残らなければならない。

  　全すべての敵を倒さなければならない……。

  　そうしなければ、先生を救えない！

  「行くよ！」

  　再び集中力をつなぎなおした。

  　落ち着いて、結ゆ々ゆ子こは丹たん田でんに氣きを溜ためた。

  　前屈立ち。

  　右手刀の指先、引き手に固めた拳こぶし、接地した足の裏……全身に氣の環流を感じ、内なる力が昂たかぶっていくのがわかる……。

  　敵も必殺の絶技を繰くり出してくるに違いない。

  　互いに屋上の端はしと端のような立ち位置。

  　この距きよ離りでも軍用アーマード・スーツの瞬しゆん発ぱつ力りよく、跳ちよう躍やく力りよくからすれば、全く有効な間合いである。

  　ジリジリと緊きん張ちようが高まってくる。

  　気合いがマックスに膨ふくらむ寸前、敵が仕掛けてきた。

  「絶対に跳とび技系の蹴けり」と結々子は踏ふんでいたが、地を這はうような低空で跳びこんできた。

  　出足のタイミングといい、外し方が絶妙！

  　反射的に下段防御を取ろうとする身体からだの反応を、結々子は鉄の意思で抑えた。

  　相手は素早く長いステップで前足が接地すると、膝ひざがたわんで上に伸び上がった。

  　水平から垂直への変化。

  　五メートル以内は、アーマード・スーツなら近接戦せん闘とうの間合いだ。

  　敵のアーマーは宙空で鋭く右に急きゆう旋せん回かい。

  　五百四十度跳び後ろ廻まわし蹴り！

  　蹴り足が軽くこっちの手刀に触れ、間髪容れずに軸足の鋭い蹴りが襲おそいかかる。

  　結々子の手刀受けは、この重い蹴りで外へ弾はじかれてしまった。

  （まだ来る……）

  　相手はまだ宙空で旋回中である。遠心力でスピードとさらに威力を増大させた鋭い蹴りが、結々子の側頭部に迫ってきた……。

  『発はつ剄けい掌しよう底てい順突き』

  　結々子は真まっ直すぐに掌底を繰り出した。

  　高い集中力を保っているおかげで、全すべてが見えるし、……読める。

  　相手のわずかな動きから攻こう撃げきの軌道が予測できるのだ。

  　ヤツの必殺技は跳とび蹴げり系だという確信があった。

  　手刀受けが弾はじかれた瞬しゆん間かん、結々子は躊ちゆう躇ちよなく真まっ直すぐに掌底を打った！

  　トルリョ系は威力も高いのだが、相手に完全に背中を見せてしまうというリスクも負う。

  　このコンセントレーションで廻まわし蹴げりを予測した結ゆ々ゆ子こは、敵の背中が見えた瞬間に必殺の掌しよう底ていを打ったのだ。

  　相手の胸部プロテクターに渾こん身しんの掌底が極きまった。

  　シンプルな基本技ほど極めれば強い。

  　放出した内ない発はつ剄けいとビリビリパンチの相乗効果で、凄すさまじい威力である。

  　敵のアーマード・スーツは宙に浮いたままの状態で斜め後ろに吹っ飛んだ。

  　金かな網あみのフェンスにぶち当たってバウンドし、前のめりに倒れた。

  　結々子は一足飛びに、横たわっている寝袋までジャンプした。

  「先生！」

  　もどかしくも両手で寝袋を引きちぎると、やっぱり中味は田た中なか三さぶ郎ろうだった。

  　息はしている。でも呼吸が浅い……！

  「先生！　先生！」

  　軽く肩を揺さぶったけど、三郎は目を覚まさず、首がカクンカクン揺れるだけ……。

  「いやぁー……」

  　また、パニックを引き起こしそうになった。

  「発剄！」

  　キモチとは別に頭の中で冷静な声が響ひびき渡った。

  （そうよ！　何のための発剄拳けん！）

  　結々子は意識不明の三郎の身体からだを右手で抱き起こすと、丹たん田でんに氣きを溜ためた。

  　左の手の平を、腹部に優しくあてがう。

  　三郎の身体に、結々子の体内の氣を送りこむ。

  　身体の中に光る球体のイメージができると、気合いを込めた。

  「ハッ！」

  　ビクンと三郎の身体がのけ反ぞった。

  「……う」

  「起きて！」

  　もう一度、氣を溜めようとした瞬間に、三郎は目を覚ました。

  「ゆ……結々子……？」

  （ああ、わたし、ヘルメットしてるんだった）

  　引きちぎるようにフルフェイスのヘルメットを外す。

  「先生！」

  「結々子。はは……お兄ちゃんて……呼んでも……いい……ん……だよ」

  　緊きん張ちようがいっぺんに解けたせいか、結々子の目から涙があふれ出した。

  

  ５　再会

  

  　国語の非常勤教師、田た中なか三さぶ郎ろう先生。

  　それがわたしの知っている先生。

  　でも世界的に言えば微弱電動システムの開発者、田中三郎博士。

  　正直、ピンと来ないんですけど……。

  　あれからわたしたちの暮らしは、大きく変わった。なにから話そうか……。

  

  　　　　　　　　　　　　　　　＊

  

  　田中三郎を襲おそった五人組は行方不明。

  　氣きのプッシュで三郎を目覚めさせた後、結ゆ々ゆ子こが屋上を見渡すと、倒したハズの灰色ガイコツ君は二体ともいなかった。

  （消えた……？）

  　いや、逃げたのだ。

  　田中博士の奪だつ還かんに失敗し、さっさと逃亡したようだった。おそらく屋上から飛び降りたのだろう。
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  　踊り場に倒れていた二人も消えていた。

  　マンションの前には、誰だれも乗ってない壊こわれたバンが放置されていた。

  　それでいい。

  　自分たちのマンションから、自殺の死体を五つも出す方が嫌いやだ。

  　アイツらがどこの国のスパイだろうが、知ったこっちゃない。

  　悪いヤツらは追っ払ったんだし、これで一件落着かと思いきや、そうは問屋が卸おろさなかった。

  　三さぶ郎ろうと結ゆ々ゆ子こはマンションからの引っ越しを余よ儀ぎなくされてしまったのだ。

  「住所も知られてしまったし、もっとセキュリティーの高い建物に移住してもらう」

  　ミスターＴこと田た中なか二じ郎ろう氏は有無を言わさず、話を進めた。

  　詰め所のガードマンのおじさんを始め、近きん隣りん住民に実際に迷惑をかけてしまったので、これは致し方ないかと、結々子自身は思ったのだが。

  「あのマンションは、僕が自分の預金を全すべてはたいて購入したんだ」

  　三郎が自分たちの２ＬＤＫに思い入れタップリなのは、ちょっと嬉うれしかった。

  「引っ越し資金はもちろんＴＮＫ・インダストリーが持つ。我々に借りを作りたくないのなら、会社に戻ったらどうだ、三郎？　研究所はいつでもお前を歓迎する」

  「生涯一教師……」

  「人的資源の無む駄だ遣い。国家の損失だな。大学の教授ならまだしも、たかだか非常勤講師ではないか」

  　シビアでニヒルな兄は、弟の志を鼻で笑った。

  「正答のない世界が、僕には必要だったんだ」

  「それで算数じゃなくて国語か。お前はいつまで経たってもガキだな」

  　シニカルぶってはいるが、二郎の言葉の端々には、弟を気にかけている兄の優しさが感じられた。

  「着いたぞ」

  　ＴＮＫ・インダストリー所有のトレーラーは、三郎と結々子の新居前で駐とまった。

  　郊外にある閑かん静せいな住宅街の一軒家。３ＬＤＫ。

  （わお！　ちょっと嬉しいかも！）

  　でも複雑な表情の三郎の手前、結々子も一応、神妙な顔をしてみせた。

  　二人は引き続き同居することになった。

  　二郎は同居に反対するどころか、むしろ強力に推おし進めた。

  「過か剰じような干渉はお断りだ。二郎兄さん」

  「安心しろ。セキュリティー上、不審者対策は厳重にしてあるが、お前たちのプライバシーを侵害することは一切ない」

  　二じ郎ろうはここでため息をついた。

  「親おや父じもお袋も、昔からお前にだけは甘かった。一いち郎ろう兄さんや私とはえらい違いだ」

  　なにか思い出したように二郎は、結ゆ々ゆ子こに向き直った。

  「この家は最強の要人警護システムのオプション付きだ。地下のパニックルームはハンガーが備え付けてあるよ。スレンダー・ジェーンドゥ」

  「ハイ？」

  「君用に調整済みのスケルトンＶＦＸ・フルアーマードタイプと我わが社の新製品、自動装着チェンバーが設置してある」

  「わたしは先生を守る番犬ですか？」

  「我が従い兄と弟こ・結々子嬢じようは、最強のアーマードファイターだからな」

  　二郎は、新居の鍵かぎを結々子に手渡しながら笑った。

  



  
    ＊
  


  

  　そんなワケで、わたしたちの同居生活は再スタートを切ったのだ。

  　家は広くなったけど、わたしたちの距きよ離りはちょっと縮まった……かな？

  　前は遠えん慮りよしすぎてたもんね。

  　これからはもうちょっとケンカして、もっと笑いあおうっと。

  　ね、先生。

  「お兄ちゃんでも、いいんだぞ」

  「いや、照れるし、今さらだし……。やっぱ先生は先生だし」

  「……そうか」

  　どうも「先生」よりも「お兄ちゃん」って呼ばれる方が、本人的には若がえった気がするみたい……。

  　呼び方変えても、年は変わらないよ。お兄ちゃん。

  　わたしの目下の悩みは、新居に移ってさらに弥み勒ろく学園から遠くなったことなのだ。

  　遅刻が増えちゃうよ。

  　実際、そうだし……。

  　焦こげたベーコンエッグをほおばりながら、わたしは玄関から飛び出した。

  　今日の朝食当番はわたし。先生なら絶対に、ベーコンを焦がしたりしないし……。

  「行ってきまーす」

  　今日は学校お休みの先生は、いつも通り徹てつ夜や明けでふにゃふにゃと手を振っている。

  　いつも通りの朝の風景。

  　わたしが大切にしたいと思うのって、こーゆーフツーの生活。

  　大事にしようね、お兄ちゃん。



  


   あとがき

  

  　はじめまして永えい福ふく一いつ成せいです。

  　知らない方が多いと思いますので、軽く自己紹介。

  　漫画家兼原作者。漫画作家と自称中です。

  　父親の実家がお寺という縁もあり僧侶の資格をもっております。

  　実際、二十年くらい前にマンガ家としてデビューしており、数年前に原作も担当しました。

  　絵で描こうが文字で書こうが、創作は楽しいです。

  　僕は子供の頃からＳＦが大好きなのですが、コミックシーンでは、なかなかＳＦ作品が載りにくくなっている現状があるように思います。

  　ところがちょっと目を横に向ければ、あるじゃないですか。ＳＦの野放し……じゃなくて豊かな土壌が！

  「ラノべは文字で書くＳＦマンガだ！」と勝手に定義し、縁があった小学館（つまりはガガガ編集部）で原稿を読んでいただきました。

  　僕は余りジャンルにはこだわらないタイプですが、ラノべは初めてだったので（前作は時代劇でした）、編集部の指導を受け何回もの修正を経て、今回の刊行にこぎ着けました。

  　編集の石川さん、ありがとうございます。

  　今までマンガでは、原作をいただいたり、あるいは提供したりという共作の経験はあるのですが、ラノべはそれとはまた違ったコラボで楽しかったです。

  　編集さんとのキャラ造形の打ち合わせや、イラストが上がってからの推すい敲こう……。

  　マンガとは微妙に種類の違う〝みんなで作っている感〟がありました。

  　本文も絵も装丁も含め読者の方々に楽しんでいただけたら幸いです。

  

  　日本は昔からロボット王国であります。

  　アトム、鉄人２８号、マジンガー……。アニメでもマンガでも、僕らはヒト型のロボットがいるのが当たり前の環境で育ちました。ところが、大人になってみると現実のロボットは、一部を除きヒト型に進化していません（……ガッカリ）。

  　一体、何が悪かったのか？

  　われわれはどこで間違えたのか？

  　僕なりにいろいろ考えた結論は「ヒト型のマシーンが開発されるためには、それっぽい理由が要る」でした。

  　そして「それっぽい理由」をこしらえたのが、『装甲のジェーンドゥ！』の世界です。

  　作中に登場するアーマード・スーツは、ロボットではありませんが、ヒト型マシーンの範はん疇ちゆうではあります。かなりのローテクではありますが……（なんせ動力は「人力」ですから）。

  　これなら〝ヒト型あり〟だろうと思うのですが、どうでしょう？

  　実はスゴ腕の格闘美少女。彼女らが装着する装甲スーツ。

  　学園生活と地下格闘興行。女の子の友情と、微妙な恋愛感情……。

  　僕なりにラノべ道を一生懸命に追求してみました。

  　ところで、各エピソードのタイトルは有名な古今名作ＳＦの題名のパロディになっています。

  　最後になりましたが、『装甲のジェーンドゥ！』では、「電離層大厄災」という架空のカタストロフを設定いたしましたが、本作の加筆修正中の三月十一日（平成23年）に、東日本大震災という未曾有の災害が起こりました。特に東北地方の被害は甚大です。

  　絵空事ではない激甚災害。

  　言葉を失うとはこの事です。

  　一人でも多くの被災者のご無事と、災害で亡くなられた方々のご冥福を心から願っております。

  　一僧侶として合掌。

  　南無阿弥陀仏。

  　本作『装甲のジェーンドゥ！』が、ひと時の気晴らし……あるいはそれ以上の娯楽として楽しんでいただけるように、願っています。



  永福一成

  Issei Eifuku

  

  漫画家兼原作者。漫画作家と自称中。神奈川県江ノ島付近に在中。ライトノベルは今回が初めて。ＳＦと時代劇が大好き。主な作品に『竹光侍』（画・松本大洋　作・永福一成）『ライトニング・ブリゲイド』など。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  装甲のジェーンドゥ！
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